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　　　序　章　予言



















　難しい事はいらない。ただこれだけ覚えていれば話は済む。

　赤い浴衣ゆかたを纏まとう『彼女』は人類の敵だ。

　チゾメノザシキワラシは、そこにいるだけで全すべてを滅ぼす。

　絶対に、必ずや。
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　　　第一章　真っ白に満ちよ＠陣じん内ない忍しのぶ







　　　　　１（3rd person）




　赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしは思い出す。

　夢の中に微睡まどろんで、彼女の頭の奇き麗れいな引き出しへしまってある優しい記き憶おくを。




　外は白い雪。

　だが悪天候に阻はばまれて自宅に閉じ込められても、幼い忍に不満の色はない。

「寒い寒い。まだまだ姉ちゃんが手放せません」

「変ね。私からすると、忍の方があったかく感じるんだけど」

「はー、それにしてもセツブンははっちゃけてたなー」

「そうね」

「でも何であんなに鬼がいっぱいやってきたんだろう。鮨すし詰づめだったぞ」

「それはまあ、全国的に鬼は外やってる最中に、うちだけ福は内しかやらなかったからね。待たい避ひ所じよとでも思われたんじゃないかしら」

　窓の向こうの分厚いドカ雪を見ながらそんな風に話し合っていると、含み笑いを浮かべる忍の母親がやって来た。そして彼女はこう切り出したのだ。

「ふっふっふ。だが本番はここからなのだぜ？　しーのぶー、二月のメインイベント、バレンタインは知ってるかにゃーん!?」

「んっ？　なんか聞いた事ある……渚なぎさがそわそわしてたような……」

　忍は小首を傾かしげてしばしうーんうーんと唸うなった後に、

「そうだっ！　姉ちゃんにチョコもらう日!!」

「えっ、私はそんな料理が得意な訳じゃ───」

「姉ちゃんにもらう日!!」

　被かぶせ気味に二回言われた。

　ついでにこっちを見上げる忍の目は完全にキラッキラしていた。

「お手伝いもしていないのにおやつがもらえるなんてすごい日だよなー。おこがましい」

「いやあの」

「それにしたって姉ちゃんは一体どんなチョコをくれるのかしら。白いヤツかな、いちごのヤツかな……」

「ええと」

　おにぎりを三角にできないレベルの座ざ敷しき童わらしが珍しくオロオロしていると、やがて幼い忍しのぶの方も異変を察知したらしい。

　瞳ひとみの希望の光が引っ込む。何だか残念そうな色になっていく。

「ひょっとして、姉ちゃんお忙しいのか？」

「そ、そういう訳では」

「ならなくても大丈夫だぞっ、俺の事は気にするな。大体チョコを作るってきっととんでもない魔ま法ほうだろうし、無む茶ちやする必要はないぞ。普通が一番」

　手をピコピコ振ってどこかへ立ち去る忍。

「……、」

　何だか殊しゆ勝しような事を言ってはいたが、がっつり肩を落としてずーんと重たいオーラに包まれているのがここからでも分かる。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」







「ああもう!!」

　そんなこんなで珍しく台所に立ち、甘い匂においのするボウルの中身をかき回している座敷童が。

　傍かたわらでは洋食派で菓子作りもいけちゃう忍の母親がエプロン姿でくすくすと笑っていた。

「そこで予定になくても文句を言っても結局チョコにトライするのがあなたの美点よねえ」

「これ別に美談でも何でもないから。あそこまで行くともはや暴力的よね。どう考えたって忍の恫どう喝かつに屈しただけだし!!」

「いや文句があるならフツーのチョコ買って渡せば？　おフランスとかベルギーのチョコとか通販で色々売ってるし」

「そんな事してみなさい、あの子は絶対に肩を落としながらしょんぼり笑うに決まってる!!」

「あっ、湯ゆ煎せんなんだからもうちょい気を付けてねー。やり過ぎると油分が分ぶん離りして白く固まるから。子供ってのは残ざん酷こくよ、特に『味』に関しては。脊せき髄ずい反射っていうか、ちょっとでも気に入らなければ容よう赦しやなく不ま味ずいって言っちゃう感じだから」

「人の努力も向き不向きもお構いなしに……！」

「大人はカンペキと思ってる時代の極致だからねえ。そんなこんなで手作りするって方に舵かじを切るなら、きっちりこなして楽しい思い出にしてあげましょうよ」




　　　　　２




「……ん……」

　一二月とは思えない、暖かな朝だった。

　布団の中でもぞもぞと動いて目元を擦こすると、ようやっとその原因が分かってくる。同じ布団に誰だれかいる。古い香こうを焚たき染しめたような甘い匂においに、柔らかな手触り。そして優しいぬくもりを感じさせる体温。

　これまでだったら、思わず叫んで蹴けり出していたかもしれない。

　でも今は違う。

「おい座ざ敷しき童わらし、もう結構イイ時間だぞ。お前も起きろよ」

「……、」

　同じ布団の中に手を突っ込んで肩を揺さぶってみるが、反応はない。でも寝てるって訳でもなさそうだ。一見だらっとしてるけど、でも微かすかな筋肉の抵抗を感じる。

　こりゃ狸たぬき寝入りだな。一体何が気に喰くわないってんだ。

「座敷童、おい、ぐーたら！　……あん、何だ、呼び方の問題か……？」

　何度か呼びかけてみると軽くお腹なかをつねられた。

　頭のスイッチを切り替えて、そっと囁ささやくように言う。

「姉ちゃん、起きろってば」

　ややたじろいだけど、これも違うらしい。もう一度、さっきよりは優しくつねられる。

　うーん、でも他に残っているのだと……あれしかないか。

　まだ慣れていないから照れるんだよなあ。ただ布団の中の塊かたまりは明らかにそれを望んでもうウキウキしちゃってるし。ごほん、と一回だけ咳せき払ばらいして頭のダイヤルを目一杯ひねってみる。

　必殺☆バカップルモードオン!!




「……ほら、起きろよ縁ゆかり。お前の顔を見ながら、おはようって言わせてくれ」




　それで。

　ひょこっと布団の中から膨ふくれっ面つらが出てきた。ぐーたらでグラマラスな座敷童はそのまんま俺の首っ玉に両手を回してくる。そのままぐっと抱き締しめてくる。

　胸板に頰ほおずりされながら、俺はここ最近あった『変化』について思いを馳はせていた。

　そう。

　付き合っているんだよ、俺達たち。




　　　　　３




　みんな忙しいのか、屋敷の中には俺と座ざ敷しき童わらししかいなかった。

　台所のテーブルの上に、虫むし除よけの網あみを被かぶせたままの朝食が二人分。目玉焼きとサラダの組み合わせだから、多分洋食好きの母ちゃんかな。とりあえずコップに牛乳を注いで、トースターに食パンをセット。数分の待ち時間がアレなので、隣となりの居間に回って何となくテレビを点つける。

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　───』

「……今日も相変わらずろくなニュースやってないな」

「明るいニュースなんて心当たりあるの？」

　そうこうしている内にトースターがチン。俺と座敷童はテレビを点けっ放しにしたまま台所へ戻り、熱々のトーストを取り出す。俺はバターを塗ってから目玉焼きを乗っけて、座敷童はチョコペーストを塗ったくってから、二人で一緒にいただきますを言った。

「お前、寝起きでチョコべったりなんて胃もたれしねえの？」

「……何だかチョコの夢を見た気がするのよね。細部は覚えていないのだけれど」

　他ひ人と事ごとなニュースをＢＧＭにもそもそと朝食を取る。

「座敷童、セロリもちゃんと食べるんだ」

「うう」

「縁ゆかり」

「じゃあアーンさせてちょうだい」

「……、」

「今は誰だれも見ていない。でしょう？」

　何ともむず痒がゆいが、付き合い始めても相変わらず座敷童は自分が優位に立ちたがる癖くせが抜けないみたいだった。自分になんかデメリットがあると、無理矢理にでも形勢逆転したがるような。こっちとしちゃほとんど自じ爆ばく戦術みたいに見えるんだけど。

　そんなこんなでインドア妖よう怪かいの艶なまめかしい舌の上に薄うす切ぎりのセロリを運んでやりつつ。

　食事が終わると面倒臭がりな座敷童を捕まえて、せめて洗い物くらいは一緒にやってみる事に。その後は二人で並んで歯を磨みがき、そのまま流れで顔を洗ったら瞼まぶたの辺りからきつい痛みが出た。ひょっとしたら洗剤が指に残っていたかもしれない。

「ほら忍しのぶ、目元を擦こすらないの」

「けどさあ」

「お姉ちゃんがハンカチで押さえてあげるから」

「お前もそれ禁止な！　こっちは恥はずいの吞のんで縁ゆかりって呼んでんだからっ!!」

　言い合いながら、洗面所から居間へ。途中でぐしゃっと何かを踏ふんだかと思ったら、それは今日の朝刊だった。一面の見出しにはこんな風に書いてある。

『　　、　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　？』

　テレビよりお堅くて高校生の俺が興味を持つ内容じゃなかった。世間話のネタにもならない。

　朝食が終わるとしばらくやる事がないので、部屋着で座ざ敷しき童わらしとゴロゴロ。うーん、前開けたパーカーにシャツ、ラフなズボンとはダラけているなぁ俺。これも二人きりの時限定ではあるんだけど、もう膝ひざ枕まくらくらいならあんまり珍しくもなくなった。

「忍しのぶ、ついでに耳かきしてあげましょうか？」

「昨日もやったろ」

「何度でもやりたいのよ」

　まあ反対する理由は特にないし、何となく身を任せてみる。二度寝の誘ゆう惑わくみたいなのに何度か襲おそわれ、微睡まどろみながらも座敷童と会話を進めていく。

「そういや姉ちゃん。俺、姉ちゃんと一緒に風呂入りたいんだけど」

「ッ!?」

「ちょっと待て、なんかガリっていった!?　痛みはなかったけども逆に怖い!!」

「あ、あなたのせいでしょ何なのいきなり」

「いやね、恋のタツジン陣じん内ない忍はもう大抵の事はやり尽くした感があるんだけども、言われてみれば恋人と一緒に風呂入るのはやらなかったなと」

「……忍の初めて……い、いや！　私は惑わされないっ!!　そもそも忍とは小さな頃ころに散々一緒に入ってるし!!」

「こ・い・び・と・とだ」

「ううううーっ!!」

　なんか心のヤドカリが引っ込んでしまった。

　もうちょい搦からめ手が必要なのかも。まあそれは今度に回すとしてだ。

「なんか相談があるんじゃなかったっけ？」

「ゾンビＦＰＳのイベント戦がどうにもならないのよ。メディック、めーでぃーっく!!」

「お前何でネトゲの中でもボッチなんだよ。家から出ないからか？」

「ほっ、誇ほこり高きソロプレイヤーと呼びなさい。穴の中ズタズタにするぞこの野郎」

「ガチムチのイベント戦で一人プレイとか馬鹿なの死ぬの？」

「だから地味で目立たない衛生兵の忍にご協力願いたいのよ。やるのやらないの？」

　もうその言葉で涙が出る。回復役って大体どんなネトゲだって引っ張りだこの重要職だぞ。逆に高火力ごり押しなんてオフラインのキャンペーンくらいしか使い物にならんと言うのに。

「まあ良いか。次のイベント戦って何時だっけ？」

「昼の一一時」

「……深夜帯にイベント戦組むと廃人化を誘ゆう発はつするってどっかのＰＴＡに怒られたかね。でも逆にこんな時間にログインしてるヤツの方が普通から外れてる気がするけど」

「ほら忍しのぶ、終わったよ。……ふうっ」

「ぎゃわー!!　その耳の穴に息吹きかけやめれっ、ぞわぞわする!!」

「はいそれじゃあもう片方。ほら、ごろりと寝転がって反対側を見せなさい、忍」

　兎とにも角かくにもだらだら過ごす。

　妖よう怪かい絡がらみの事件も『パッケージ』も出てこない、だけど充実した日々。

　手に入れたいものは全部手に入れたんだ。

　これ以上何かを求めるのも馬鹿らしいよな。




　　　　　４（？？？）




　猫ねこ又また「へえ、アンタ本当にそれで良いのかい？」




　　　　　５




　約束の時間がやってきた。

　ほんとに最高の環境でイベント戦に臨むなら各おの々おのの部屋に籠こもってパソコンと向き合うべきだろうけど、同じ屋敷の中でヘッドセット片手に会話するのもアホらしい。若じやつ干かん処理は遅れるが、俺は座ざ敷しき童わらしの部屋に転がり込んで家庭用ゲーム機に自分のＩＤ入力してログインする事に。

　ちなみに座敷童はゲーム用に自作したフルスペックのタワー型パソコンだった。深夜の通販番組で投げ売りされている数万円台のノパソだってそこそこのベンチマークを叩たたき出す今となっては逆に珍しいヤツだ。

「お前……こんな高いパソコンが部屋にあるのに、俺のノートとかスマホとかしょっちゅうかっぱらっていくよな」

「居間や縁側でゴロゴロしながらネットサーフィンって考えると、モバイルの方が良いのよね」

　３Ｄゴーグルをいじくっている座敷童を後しり目めに、こっちはこっちであらかじめインストールされているゾンビＦＰＳのアイコンを叩くと、更新ファイルの画面が出てきた。気ままに時間経過を待つ。その間、画面の下の方でバナー広告がチカチカ切り替わっていた。

『　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!!』

「……毎度思うけど、こんなん踏ふむバカいるのかね」

「でも広告料がなければ基本無料にできないんでしょ」

「必要悪だなあ」

「課金すると広告部分を消せるってサービスなかったかしら。しかも月額いくらで」

「必要悪だなあ!!」

　座ざ敷しき童わらしはわざわざ薄うす型がたモニターを座卓から床の方に移してきた。そんなこんなでゲームパッド片手に座敷童と肩を寄せ合ってネトゲを嗜たしなむ事に。

　ゾンビＦＰＳの名の通り、基本的には人間側のプレイヤーがゾンビ側のＣＰＵをバシバシ撃うっていくゲームだ。ただし条件次第ではプレイヤーもゾンビになれるし、生肉をフィールドに投げ込んで敵陣地に大量のゾンビを誘ゆう導どうできたりもする。

「いくら金かけたポリゴンモデルだろうが本物見ちゃうと流石さすがに怖さがなくなるよな。ほんとのゾンビはこんなもんじゃねえっていうか」

「うっく！」

「なあ座敷童さん！　勝手に助けに来た挙げ句嚙かまれてもいないのにオートでゾンビになって散々迷惑を振り撒まいてくれたポンコツ姉ちゃんよお!!　がうがうウガー」

「そっ、その話はもう終わったでしょう！　丸一日語尾に『にゃん』をつけて忍しのぶをご主人様呼びするという罰ばつを享きよう受じゆする事で禊みそぎは済ませたはずじゃない!!」

　顔をまっかっかにしてうろたえる可愛かわいい恋人。

　まあこっちだって本気でトラウマになっていたらネタ振りなんかできる訳もねえんだがな。

　ちなみにこのゾンビＦＰＳ、今のトレンドはゾンビ討伐なんてどうでも良くて、歩く機雷がうようよいる中での人間同士の撃ち合いになっているかな。あと幼女のゾンビをルール無視して全力で守り抜く動画が流は行やっていたはず。

「にしてもとんでもねえイベントだよな。全長三〇メートルのティターンゾンビだって。元のティターンの時点で十分化け物じゃねえか。近代戦がギリシャ神話にタイムスリップしてるぞ」

「ネトゲとかソーシャルって、手が詰まるとすぐに神話系で嵩かさ増まししたがるのよね」

「最近なんかコラボも増えたよな」

　そんな訳で画面の中でドカドカ撃っていく。

　巨人は闇やみ雲くもに撃ってもダメージが入る訳じゃなくてへばるだけで、スタミナ不足で上下する肩に合わせて浮かび上がる全身の血管をタイミング良く撃たないとダメらしい。つまり限られたチャンスでいかに効率を上げていくかが鍵かぎなんだけど……。

「ああっ、ああどうしてっ！　ちょうど良い所で弾が切れるっ、血管が引っ込む、ヤツのスタミナが回復する！　ちょっと忍、あーもっ、アーモォ!!」

「いちいち叫ばんでもあちこちで拾ってきた弾は渡してやるよ。つかいらなくね、その３Ｄゴーグル！　スコアを求めるだけなら平たい画面見た方が絶対効率良いだろ。さっきから頭ぐわんぐわん揺さぶって邪じや魔まだなあ!!」

「どんな時でも楽しむ心がなければゲームじゃない!!」

「イベントクリアできずに泣きついてきたようなヤツが格言じみた事を言ってんじゃねえよ。大体何でお前は正攻法でお行ぎよう儀ぎ良く弾ばら撒まいてんの？　運営スタッフが好きなの？？？」

「？」

　訳が分からないって顔で隣となりの座ざ敷しき童わらしが俺の肩に頭を乗っけてきた。

　打算で甘えてくるなっ、この悪女め！　こんなんでもドキドキするでしょ!!

「錠じよう前まえ壊こわし用のチェーンソーとか丸まる鋸のこあるじゃん。あれ秒単位のダメージ蓄積量ハンパじゃねえだろ、確かガトリング以上に削れたはずだぞ。動きの遅いティターンに近づいて脚に向けて近接かませば一〇秒くらいでぜえぜえ息吐いて血管出すんじゃね？　まあ銃持ってる普通の兵隊相手じゃ絶対近づく前にヘッドショットされるけど、あいつ振り回しているの棍こん棒ぼうだし、なんか目に向かって撃うつとカウンターで突っ込んでくるから簡単に誘ゆう導どうできるし」

「忍しのぶ」

「でもって衛生兵は銃以外の後方支援なら大抵相性が良い。バールとダクトテープがあれば何でもできる専門の工兵にゃ負けるけど、丸鋸ならＡ判定だったはず」

「しのーぶ!!　きゃー愛してるうー!!」

　そんな訳で戦うメディックが最前線で巨人に電ノコを振り回す悪夢のビジョンが展開。きちんとした兵隊の座敷童は一度後ろに下がり、浮き沈みする血管をライフルで集中攻こう撃げきする事に。

　……ゲームの中だから別に良いんだけどさ、なんつーか竹たけ槍やりで戦車に勝ってねえかこれ？

　元グリーンベレー軍曹監修の基本無料リアルミリタリーはどこ行った？？？

「お、おお、おおおお!!　なんか見た事のない画面が!!　あの憎たらしいティターンがばったり倒れていくう!!」

「はしゃぐのは良いけど転がる死体に押し潰つぶされるなよ。あそこの開発スタッフの事だ、絶対意地悪な当たり判定つけてるぞ。こんなトコまで来て死亡扱いされてたまるか」

「そして特別報ほう酬しゆうはサンタコスと一〇〇〇万スタア！　きゃはー!!」

「うおうい!!　ちょっとは山分けとか考えねえのか!?」

　ようやく安全安心のリザルト画面に入ったところで思わずそう叫んでいた。

　まあ感極まった座敷童に抱き着かれて頰ほおずりされたから成果はゼロじゃねえけど！　冗談みてえに提出された美人は得する論ってきちんと数字で結果が出るんじゃねえのか!?
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　雪女「……ひどい話だとは思いませんか……？」

　サキュバス「何がですかー？」

　雪女「知らぬ間に陣じん内ない忍しのぶとあのふしだらな妖よう怪かいが付き合っていた件です。生まれる前からの付き合いだとかシード権使いまくりだし、何より最後の決め手がゾンビパニック、だと!?　じゃあじゃああそこに私がいたらどうなっていたというのですか……!?」

　青あお行灯あんどん「うーん。普通に何もトラブらず、普通に無む双そうして帰ってきただけでは？　そして何の思い出にもならない、と」

　雪女「……ぐ、ぐふう！　ハイスペック過ぎる自分が憎にくい……」

　油取り「まあ、あやつは勝手に一人で陣内忍を助けに行って勝手にゾンビになって勝手に助けてもらったらしいからな。……あれが恋の駆け引きなら流石さすがに女性不信に陥おちいりそうだが」

　サキュバス「つか座ざ敷しき童わらしのグラマラスボディとあなたのぺったんこボディじゃですねえ」

　雪女「……わ、私達たちの白装束は処女性の象徴ですから、そいつが失われればスタイルや属性は変化します。つまり陣内忍が私の処女雪を蹂じゆう躙りんすれば必ずやムチムチのオトナ妖怪に……！」

　青行灯「だからその第一歩が絶壁なんだっつの。車のキーを閉じ込めてんのかキミの人生」

　雪女「はぐう!?」

　猫ねこ又また「へえ、じゃあアンタはもう諦あきらめるのかい？　デカ乳に全部譲ゆずっちゃって」

　雪女「……いえ別に。妖怪は重婚してはならないという法律はありませんし。ヤツにない魅み力りよくを極めるというのも一つの方策でしょう。つまみ食いワンチャンが来ます。ようこそ陣内忍、真っ当な新婚生活から泥沼愛あい憎ぞうコースへ……!!」

　マルグリット「それで良いのか本当に。人生のハードルを低く設定しておけば大抵何でも幸せに見えるのね」

　青行灯「ふははー!!　ただし陣内忍と婚姻するという事は、その子供みたいなものであるボクだって無条件についてきてしまうがな!!　ぷぷぷ高校生でこぶ付きとかｗｗｗ」

　雪女「……娘役はだまらっしゃい。私は親子丼どんみたいなのはのーさんきゅーなのです！　ローテーションを組むならともかく、同じ布団に入ってくんな……!!」

　猫又「ローテーションなら良いのかよ」

　古ふる椿つばき（小）「はあ。妖怪の恩返しと言えば嫁入りと相場が決まっているのに、周りがバカばっかりでレベルを落とさないと折り合いがつかないっていうのが辛つらい……」
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　ゲーム機とテレビを繫つなぐハイビジョン用のケーブルを束ねながらそんな話を小耳に挟んで、俺はぴょこんと小さく跳び上がった。

　頭に浮かんだ言葉を素直に吐き出す。

「何だいそのエポックメイキングは!?　重婚があり、だと……？　じゃあじゃあ例えば妖怪嫁は座敷童で、人間嫁に惑まど歌かや渚なぎさを当てはめる事も痛てえーっっっ!!!???」

「……、」

「じょうだっ、冗談だって!!　その膨ふくれっ面つらはあれかっ、浮気と座ざ敷しき童わらし呼びのダブルパンチで機き嫌げんが悪くなってんのかおまぎゃああああああああああああああああああああああっ!?」

　恋人がヤキモチ焼くトコ見たくていじってみる事ありますよね？　でもまさか返す刀で得え体たいの知れないプロレス技がやってくるか!?　おっおぶっ、横おう隔かく膜まくが……呼吸が……!!

「ゆっ、ゆか、げほっ。縁ゆかりひゃん!!　ぜえ、ぜえ、ちょいと話を聞いていただけますと!!」

「……何かしら。辞世の句？　どうぞどうぞ」

「じゃあ言うけど着物のまままたがってくるんじゃねえ!!　そこはだけちゃったら全部見えちゃうだろ！　お前基本ノーパンなんだからっ!!」

「っっっ!!!???」

「うふ、お前グラマラスなくせしてキレイにそこは生えていなごぐぎゃああああああああ!?」

　ちょいと軽めにボッコボコにされた。

　一汗かいた座敷童さんは片手で長い髪を払うと、勝者の余裕で言う。

「まったく、女性の扱いってものが分かっていないようね、忍しのぶ」

　と、彼女はその辺にあった座布団を二つ折りして枕まくら代わりにすると、ごろりと寝転がる。横に崩したような姿勢で、蠱こ惑わくの指先を使って手招きするように。

「ほら、こちらに来なさい。お姉ちゃんが一から教えてあげる」

「……、」

　いや。

　あのさあ。

　追い詰められるとついつい自じ爆ばく戦術的に優位に立ちたくなる癖くせは分かるけど。

「数百年モノの処女が何言ってやがるんだ。つか昨日の夜も明かり落としてのしかかったトコでいきなり泣き出したのはどこのどいつかと」

「うっ!?」

「言っておくけど、お前が泣いたの肩を摑つかんでそっと布団に押し倒したトコだかんな!!　服を脱がすどころか挨あい拶さつ代わりのキスさえしてないわ!!　あの夜のどこに泣き要素があったんだーこいつめー!?」

「こっ、怖かったのよ……。見慣れているはずの忍の獣けもののような目が」

　オドオドと目を逸そらして脂汗をだらだら流す座敷童だが、こっちはそれどころじゃねえんだ。割と思春期にとってこの辺りは死活問題なのよ！　地球より大事な事!!

「そもそも付き合い始めたのにそっちは全部お預けとか何でだよおー!!　そのグラマラスわがままボディでキスもダメってアホか！　そういう拷ごう問もんなのかっ!?　なんかギリシャ神話とかに出てくる首まで水に浸つかってるのに一滴も飲めない人か!!」

「忍」

　こほんと咳せき払ばらいして座ざ敷しき童わらしは冷静さを取り戻そうとしていた。

　この構え、いったん仕切り直して理論武装で乗り切る気だな。だがそうは問屋が卸おろさない!!　インテリヤクザのあだ名を持ち学級委員を務め惑まど歌か対策係を押し付けられた意外と勉強ができる子、陣じん内ない忍しのぶを舐なめるなよ!!

「そもそも、人間と妖よう怪かいでそういう事をするのも不自然ではないかしら。ほら、私達たちは姿形は似ていても全く別個の生命体なのよ」

「でも祝はふりは人間と座敷童のハーフだし」

「くっ！　前例があると大人の仕組みは脆もろい……!!」

「昔話で良ければ、雪女は二桁けたの山の男を同時に相手取って一生分のエナジーを吸い尽くしたり、愛する人間の旦だん那なとの間に一〇人の子供を作ったらしいし」

「どんだけお盛んなのよあの婚活妖怪!!」

「そんな訳で、ほらやるよ!!　子供ができないって言うならできるまでやってみるよ!!　呪まじなの野郎は俺に未来を残して歴史の改変で消えていったんだ、俺はその遺志をきちんと受け取るって決めたんだ（キリッキリ）。だからほらやるんだよ!!」

　ポーズで誘ゆう惑わくモードに入った恋人へ、本気でのしかかってみる俺。ほら色いろ恋こい沙ざ汰たって十じつ中ちゆう八はつ九くその場のムードとか勢いだったりするじゃない!!　こいつわがままなようでいて意外と押しに弱いし、『えっ？　俺達って前から付き合ってたよね？』でほんとにずるずる恋人関係になっちゃったし、今日こそいけるって！　俺はいける!!　いけるいける!!

　ところが、がばりと覆おおい被かぶさって座敷童の細い肩を両手で摑つかんだところで座敷童の足が跳ね上がった。折り畳たたんだ足の裏に俺のみぞおち辺りが乗っかる格好になる。

　そのまんま転がる勢いに任せ、えいやと脚力でぶん投げられた。宙で一八〇度、俺の体はドア板みたいにぐるっと回って畳たたみの上に背中から落っこちる。

　感じとしては巴ともえ投なげに近いか今のーずべたーんっっっ!?

「がばあ!?　げぶごぼっ！　おふはっ、おはあう……!!」

「ごめんなさい忍。遺志とか何とかカッコつけて断りづらい空気を作っていたみたいだけど、やっぱ根本的に無理。そのままオットセイの声真ま似ねでもしていなさい」

「おまっ、ほんとに恋人のポジションにいるんだよな……？」

「忍、別に体の接触だけが恋人のする事でもないと思うの」

「全くないのも不自然だけどなっっっ!!」

「なんて事……！　今のを受けてまだ忍がゆらりと立ち上がるだなんて……!!」

「驚おどろきを禁じ得ないようだが青春ってのを舐めるなよ。思春期っていうのはなあ！　ミニスカの女の子が目の前でパンツ脱いでくれるって言ったらそれだけで巨大隕いん石せきだって受け止められる情熱の時代の事なんだよおー!!」

「忍、あなたは絶対に間違った青春時代を送っている」

　うっかり夜のプロレスごっこから本気の異種格かく闘とう技ぎ戦せんに発展してしまったが、相手は流石さすが妖よう怪かい。きええーと飛びかかる俺の体を片手で摑つかんでぐるんぐるん振り回すと、そのまんま水平に射出しやがぶげちゅげるべ!?

「ま、まだだ……！　まだ手も足も折れちゃいねえ、俺はまだ立てる……!!」

「火か車しやもいないのにゾンビモードになるとはほとほと困り果てた忍しのぶね。ではこの辺りで引導を渡させてもらおうかしら」

　やれやれと首を振りながら、座ざ敷しき童わらしはその豊満な胸元へ手を伸ばす。

　胸の谷間に忍ばせた（俺の）スマホを取り出し、何か操作してからこちらに画面をかざすと、

「見なさい忍。このクレヨンで画用紙に描いた落書きを。必殺☆みんななかよし!!」

「うわぎゃああー!!　なっ、なん、どこで回収したその落書きっ!?　つか何でカメラで接写して永久保存モードにしてんのよお!!」

「はあ、どうして忍は葉っぱは緑、太陽は赤で塗り潰つぶしてしまうのかしらね。そこが可愛かわいらしいところではあるのだけれど」

「やめろばかっ、こんな時にほのぼの系回想を挟むな！　あー、俺の中の陣じん内ない忍ゲージがっ、あー、しぼんで、ああああー!!」

　体の外と心の中の双方から責め立てられ、俺はがっくりと項うな垂だれる。

　けっ、結局、付き合い始めてもヤツの掌てのひらの上からは逃れられんのか。それで良いのか陣内忍！

「う、うう……。やっぱり物理攻こう撃げき無効。高校生が立ち向かって良い相手じゃねえ」

「ふっ。世界の運命論さえ自在に操る座敷童に何ができると思ったの忍？」

「ずるいでしょおー!!　こんな事に三九式とかいう未いまだに詳しい説明のない訳の分かんない力を持ち出すだなんてえー！　あれ一応百ひやつ鬼き夜や行こうの秘密兵器だぜ。アマ出身の高校生になんてもん振り回してんのよお!!」

「せっ、正当防衛よ正当防衛。ノーカンノーカン」

　どう考えたってクリア不能のムリゲーなのに、でもやり場のない情熱が逃げ場を失って腹の中でぐらぐら煮えてやがる。ついに耐え切れなくなって俺はうずくまったままタンタンと畳たたみを叩たたく羽は目めに。

「やーだー!!　いやーだー!!　何で美人の塊かたまりみてえなお前と付き合っているのにイチャイチャむちゅむちゅできねーんだよお!!　う、ううう、うええええええええ!!」

　と、予想外のリアクションに座敷童の方が戸惑い始めた。

「し、忍？　ほらほら、何も泣くほどの事でもないでしょう？」

「泣きますわー!!　男の子だって泣いて良い日くらいありますわー!!」

「百鬼夜行と青あお行灯あんどんの戦争も、ゾンビパニックの地獄の中も乗り切ったはずなのに。一体、今、忍の中で何が起きているというの……？」

「だから美人でグラマラスで処女の訳分かんねえスリーセブンが揃そろった超優良物件なのに手出し不能のこの理り不ふ尽じんについてだよォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　座ざ敷しき童わらしがさらにわたわた。

　彼女は大人びた顔を子供みたいに真っ赤にしながら、

「ご、ごほん。忍しのぶ、あまり処女とか人の個人情報を大声で暴ばく露ろしないように。……というか、私が美人である事は素直に認めるのね」

「じゃなきゃ付き合わねえわ!!」

「今の即答で相当カチンと来ているけど、でも若じやつ干かん嬉うれしい自分もいるのが情けない……」

「涙と鼻水まみれの惨みじめな俺を少しでも哀あわれと思うなら、体を開いてくださいな縁ゆかりさん!!」

「イラッ☆　あのね忍、情けで処女を与える馬鹿がいるとでも思っているの？」

「じゃあ手でも良いよ！　ほらせっかくだから長い髪も使って!!」

「忍、あなたの要求が見えない。手が何なの？」

「え？　だから、これを、こうして」

「っっっ!?　キョトンとした顔でズボンから出そうとするな!!」
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　いったん落ち着こう。

　座敷童の部屋にお邪じや魔まして、彼女の布団でごろ寝モード。やっぱ寝ても覚めても同じ服ってダラけてるなぁ俺。彼女できたおかげで求愛ダンスをやめたのか。

　なんかもう当然って顔でグラマラスな妖よう怪かいが潜もぐり込んで密着してくる。

　添い寝モードオン☆

「なあ座敷童、お前のイエスノーのラインどこにあんの？」

「しっ、習性なのよ、妖怪としての。だからこれはセーフ！　少なくとも三〇〇年以上前からやってきた伝統なのだから!!」

「ええー！　じゃあさっきまでの何だったんだ!?　当たってるじゃん、もう今当たってるじゃんこれもーおー！　ここまで密着してもオーケーなら続きしようよう!!　触って良い？　ねえこのもったいないの触っても良い!?」

「忍、それ以上もぞもぞすると膝ひざを立てて玉に食い込ませる所存だけど」

　冷たい声がマジっぽかったので金玉がちょっと縮んだ。

　あー、噓うそだろー、情熱が遠ざかっていくぞー、噓だろー!?　おっ、俺の思春期が弾圧に屈する、だと!!　おおジンナイシノブよ、へこんでしまうとはなさけない……!!

　一方の座敷童にとって、これは猫が縁側で丸くなるのと同じ感覚らしい。

　一番リラックスできるスタイルなんだけど、だからこそ余計な思惑で邪魔されるのはメチャクチャ嫌いやがるっつーか。

「ああ、こうしていると昔を思い出す……」

「今の俺がダメみてえな言い草はやめれ」

「それは自分の言動を顧かえりみてから言いなさい。ああ、あの頃ころの忍しのぶに邪念はなかったのに。雷様におへそを取られるのが怖くてお姉ちゃんの布団に潜もぐり込んできた無邪気な忍は一体どこへ」

「ばっ、馬鹿な！　あの時のあれは姉ちゃんが怖くて仕方がないと言ったから俺の方がやむなく付き合う形の、言ってみれば英雄的行動だったはず!!」

「そういう流れにしないと忍はこっちに来なかったでしょう。完全に泣きべそかいているのに変に強がっていたから一計を案じたのよ。それと縁ゆかりと呼びなさい」

　そして昔話をされるとさらに萎なえちゃいます。なんだーこれもーこの超復活しちゃまずい空気作りも含めて全部こいつの策略かー!?

　ごろ寝座ざ敷しき童わらしは生殺しの胸元に挟んでいた（俺の）スマホを取り出すと、人差し指でスイスイやり始めた。

「寝転がってネットニュース眺めるのって至福よね」

「お前が江戸時代の妖よう怪かいだっての忘れそうになる台詞せりふだな」

　しかしまあごねていても玉を潰つぶされるだけなので、今はいったんノーサイドに。じっくり機会は窺うかがうがな!!　この行き場のないあれこれを抱えながら、座敷童と二人でうつ伏せになって頰ほおを寄せ合い、一つのスマホの画面へ目をやる事に。

『　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

「ビミョーなニュースばっかだな」

「そういう時は猫写真のまとめページへ飛べば良いのよ」

　ストーブの前で仰あお向むけに伸びている猫やキャットフードの箱に顔を突っ込んでいる猫などを眺めてほっこり。うちの猫ねこ又または下手すると人間の俺より思し慮りよ深いヤツだから、こういう無防備なトコはあんまり見せてくれないんだよな。一応致命誘ゆう発はつ体たいだから、マタタビとか与えて酔わせるととんでもねえ事になりそうで怖いし。

　……猫又、か。

　何気なく頭に浮かんだ妖怪の名前を反はん芻すうするようにもう一度繰り返したその時だった。

　襖ふすまの隙すき間まからするりと入ってくる妖怪が一匹。

　仲なか睦むつまじい（そして一人ぐらぐら煮えてる）俺達たちの前までトコトコとやってきた猫又は、何かを鼻で笑うような仕草をした。

　そしてヤツは言った。




「で、いつになったらその茶番おままごとは終わるんだい？」
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　俺は座ざ敷しき童わらしと添い寝したまま、ゆっくりと目を細めていく。

「どうしたの、忍しのぶ？」

　一方の座敷童はキョトンとした顔でそう聞いてきた。

　いいや、きっと。こいつは本当に何も分かっていないんだろう。

　改めて思い出す。

　今日一日、あっちこっちで躍おどっていたニュースの見出しを。テレビ、新聞、バナー広告、そしてネットニュース。何でも良い、一面を埋め尽くしていたその記事の内容を。




『各国の国債の混乱から続く世界的な大恐慌を経て、米ドル、欧州ユーロ、中国元げんなどの暴落が止まりません。相対して安全な日本円の価値の浮揚は加速が進む状況で、円のレートが急速に高こう騰とうしているのを受けて───』




　こんな風になったのは、いつからだったか。

　そう、そうだ。隣となりの墓ぼ前ぜん市しから始まったゾンビパニックをどうにか終息させて、座敷童と元のかやぶき屋根のお屋敷に戻って、付き合い始めたその時には、もう変化は始まっていた。

　座敷童には二種類ある。

　白い着物を好む座敷童は富をもたらし、赤い着物を好む座敷童は破滅をもたらす。

　そして、姉ちゃんには、縁ゆかりには、さらに三九式とかいうとんでもない力があった。全世界の運命論そのものを捻ねじ曲げちまうほどの、白い着物の四〇式が押さえつけてもなお手に余るほどの、圧倒的な『破滅をもたらす力』が。

　ドルやユーロの暴落なんていうけど、実際はそんな甘いものじゃない。

　どうしてこうなったのか、今何が起きているのか。それは惑まど歌かのヤツにも分からねえらしい。とにかく目に見える現象だけ追えばこうだ。

　事の発ほつ端たんは、国債とかいうヤツらしい。

　正直に言って俺も詳しくは分かんないんだけど、国債っていうのは、ようはちょっと特殊な銀行預金みたいなものらしい。人は国債を買ってお金を預けると、国は集めたお金で公務を回せる。後は預けた分だけ一定期間で利子がつく。まあ、普通の銀行に預けるより利子が高い代わりに簡単に切り崩せないガッチガチの定期預金、みたいな感じなのかな。利子がつくからお得だよ、だから国債を買ってくださいね。こういう形で国の借金を抱えてもらうのが国債。

　でもって、この国債の価値はかなり複雑な計算で決まるものらしい。財力や体力が大きい安定した国の国債は利子が低いし、逆に今にも財政破は綻たんで倒れてしまいそうな国は何としてもお金を集めたいからとにかく利子が馬鹿高い。もちろん実際にコケたら利子どころか預けた金が全部吹っ飛ぶんだから、そんなトコの国債を買おうとする顧こ客きやくはほとんどいないらしいけど。

　結局、利子は低くても安定した、高評価の国債だと扱われた方がありがたいって事になってる。みんな安心してバンバン国債を買ってくれるから、国としては簡単に財政が潤うるおう。

　その国債の価値ってのは一国の問題だけじゃなくて、近きん隣りん諸国との摩ま擦さつとかも影えい響きようする。素人しろうとなんかじゃ計算は難しい。だから専門の格付け会社ってのがあって、代わりにＡＡＡだのデフォルトだの、各国の等級を分かりやすく提示して手助けしてくれる。

　ただ、問題なのはグローブ＆インゴットだのゴールドウェブだの、この格付け会社の代表格ってのがかなりアメリカ寄りだって事。

　格付け会社が生まれてこの方アメリカが最高ランクのＡＡＡから落ちた試しはない。ビッグ４の凋ちよう落らくだのＩＴバブル崩ほう壊かいだの、色々あっても絶対落ちない。何な故ぜなら、自分の属する国の価値が下がったら格付け会社自身も損をするからだ。

　そしてここ最近、アメリカにとって都合の悪いいくつかの国が立て続けにランクを下げられた。どこまでが噂うわさかは分からない。ひょっとしたら全部ただの偶然かもしれない。だけど流れを見ていたみんながこう思った。

　グローブ＆インゴットだのゴールドウェブだの、アメリカ発の格付け会社なんてもう信じられないんじゃないか？

　だったら自分達たちの手で、もっと信用できる調査機関を作れば良いんじゃないか？

　ここまでならある意味では自然な流れ。

　でもネックなのは、世界中で複数の格付け会社が頭を出して、各おの々おの全く違うランクをばら撒まき始めたって事。

　西欧、東欧、アジア、アフリカ、北米、南米、中東、オセアニア、まあ色々。

　経済圏なんてのがくっきり切り分けられるほどじゃない。そこまで整然としていない。みんながみんな、マーブル模様みてえにぐっちゃぐちゃ。

　一〇〇円の価値は、みんなこれが一〇〇円だと意思統一しているから成り立つ。

　Ａさんにとっては一〇〇円分、Ｂさんにとっては一〇円分、Ｃさんにとっては一〇〇〇円分じゃレジで精算できない。おにぎり一つ買うのにああでもないこうでもないって摑つかみ合いだ。

　それが今の状況。

　アメリカ発の格付け会社グローブ＆インゴットはアメリカをＡＡＡにしたがるし、ヨーロッパ発のトリプルローゼスなら欧州各国、中国発の蓬萊公司ポンライコンスの場合は……アルファベットなのかな？　とにかく最高等級をつけたがるのは間違いない。そして逆に、嫌きらいな国、敵対する国には最低ランクのデフォルトをつけたがる。

　つまり。

　平たく言えば、あらゆる国家、あらゆる国債の価値がブラックボックスに投げ込まれちまったって訳だ。あるリストではＡＡＡ、でも別のリストではデフォルト。こんなのが何枚も何十枚も重ねられたら、どれが正しいのかなんて誰だれにも分からない。カラフルな色とりどりのセロファンを何枚も重ねて景色を見たら、元の色が何だったか誰にも断言できなくなっちまうように。せっかく情報を精査して選えり分けていたのに、もう一度書類を全部ぶちまけて情報の海に希き釈しやくさせちまうようなもんだ。

　国債は俺達たちにとっては一風変わった利子のつく銀行預金みてえなもんだけど、国の借金って言い換える事もできる。その勘かん定じようができなくなれば、その国で使われている円だのドルだのの信しん頼らいにも直接響ひびいてくる。

　世界経済は、止まる。

　いや、末まつ端たんが惰だ性せいで回っているだけで、もう中心の動力は止まった後って過去形で話すべきか？




『政府、新札の発行に踏ふみ切るか。一〇〇万円札の可能性は？』




　ただ、いくつかの例外があるらしい。

　世界中の国債や通貨が死んじまったのは、ようは格付け会社ＡＢＣがそれぞれバラバラな事を言っているからだ。ドルは最高！　とドルは紙かみ屑くず!!　が重なっているから、誰を信じて何を取引して良いのか分かんねえって寸法だな。

　でも、だったらこんなパターンもある。

　たまたま格付け会社ＡＢＣの矛先から逸それていて、どの会社も似たような評価をつけている国家が残っていた。

　元々大した事ないと侮あなどられ、でも警戒されなかったが故ゆえに、どこからも好評価を受けず、また不当なデフォルト送りもされなかった地域。

　つまり色とりどりのセロファンを重ねている中に、たまたま一枚もセロファンがかかっていない空白の隙すき間まみたいなエアポケットがちらほらあったって訳だ。

　そういうトコに混乱はない。

　でもって何事も稀き少しよう価値ってのは大事だ。

　人間ってのは何にでも値札をつけたがる。例えば安全や安心だって数が少なければスペシャルな武器になる。

　コスタリカ、アイスランド、ソロモン諸島……。傲ごう慢まんな国際経済の中心から今までどこか捨て置かれ、取り残されていた感のある国々。それ故ゆえに無事だった稀き少しよう地域。まだ無事な彼らはまだ無事な彼ら同士とのみ『ネットワーク』を築いて、安全に国債のやり取りをする。とにかく活発にデータを動かす。何な故ぜって？　それがマジックだから。世界的な大恐慌の中で、変わらぬ価値を保つ国債は、余人には手を出せないフィールドで行き来する『秘密』の金きん融ゆう商品は、それを眺めている事しかできない人にとってはとても美お味いしいものに見えちまうから。

　つまりネトオクだのアフィリだのと同じだ。

　煽あおって、煽って、煽って、炙あぶって、炙って、炙って、嬲なぶって、嬲って、嬲って。

　わざと自国の国債に厳しい購入制限をかけて、『ネットワーク』の外にいる外国人には手出しできないようにして、立入禁止の聖域を設ける事で、その価値を跳ね上げる。あたかもお嬢じよう様さま学校の中で微笑ほほえむご令嬢のように。

　そして徹てつ底てい的てきに『見えない商品』の値段を吊つり上げて吊り上げて吊り上げまくってから『外』へ売りに出せば、さあ何が待っているか。

　それが世界で一番簡単な錬れん金きん術じゆつ、マジックだ。

　売り手は元の価値の一〇〇倍でも一〇〇〇倍でも膨ふくらんだ報ほう酬しゆうを楽して受け取り、買い手は冷静になってみれば意外と『普通』だった手の中の国債を見てがっかりする。紙かみ屑くずみたいな自国の紙し幣へいじゃ相手にされず、宝石だのクルーザーだの切り崩して何とか手に入れた蜘く蛛もの糸のはずだったのに、これじゃあ元が取れないと嘆き哀かなしむ羽は目めになる。

　手を染めたヤツだけが延々と儲もうかり続ける。

　ＵＦＯ動画に適当な鑑かん定てい書しよを張り付けて言い値で売り捌さばくようなお手軽感。

　こんなのを覚えちまったら、そいつはもう抜け出せない。

　……この程度、ネットの掲示板だの評価サイトだのを使えばいくらでも糾きゆう弾だんできそうなもんだが、今のところは個人の意見でマジックが潰つぶされる事はない。真実を書き込もうが、誰だれも信じない。この辺は実際には借金まみれなのにやたらと安定していた円やドルと同じだ、それだけお嬢様学校みてえに閉じた『ネットワーク』の方がずっとずっと『信用』があるって訳。

　インテリビレッジの野菜なんかもそうだったのかね。

　内容よりも、まずブランド。多少の不平不満は踏ふみ倒せるくらいの。

　だから、世界中の人達たちが『ネットワーク』を求め続ける。破は壊かいよりも、平等化よりも、まず利用したがる。無限に国債の取引価格を吊り上げられるマジックの、売り手の側に回りたいって。国債は国の借金だから購入制限、フェイルセーフがかかる。平たく言うと国債を外国人に独占されると国の舵かじ取とりに影えい響きようが及ぶってんで、自国民の方が優先的に買える仕組みになっている訳だ。だから本来だったらマジックを自由に使えるのは『ネットワーク』の参加国だけ。でも、そうしたもんを誤ご魔ま化かして、みんな何とかして売り手に回りたいって考えている。

　じゃあ問題。『ネットワーク』の一角で、世界七〇億人が内部侵入を果たせないかと最も注目している国はどこか。




　答えは日本。

　そこそこ金を持っていて、社会貢献もしているのに、どこからも侮あなどられる不思議な国。




　つまりはそういう事だった。

　純粋培養のお嬢じよう様さま学校みたいに国債の価値を無限に跳ね上げる『ネットワーク』の中で、一番防備が緩ゆるそうな裏口。インテリビレッジだの超高級ブランド野菜だの息巻いているくせに、いったん輸出したフルーツの種がどこへ行ったのかちゃんと追跡もしていない吞のん気きな国。教科書英語とちょっとしたネット知識があればその辺の中学生だってブランドバッグを振り回し、別荘の下見に出かけられる情勢にイラつきながらも、みんなこの『ふんわりしたお国柄』の恩恵にあやかりたくて仕方がない。名義貸しや偽ぎ装そう結婚、とにかく何でも良い。緩い国の緩い仕組みに乗っかって日本国こく籍せきゲットして、ここを取っ掛かりに管理の厳しい『ネットワーク』の内側へ潜もぐり込みたい。でもってバレない内に荒あら稼かせぎして、金を持ってとっととトンズラしたい。まあもちろん、実際はそんなに簡単な話でもないようだけど。

『ネットワーク』の恩恵ってのは、内側に入れるっていうのは、それくらいの一大事なんだ。

　リスクを承知で、それでも大都会に多くの若者達たちが集まるような、そんな夢の話。

　ボンドラッシュ。

　インサイドドリーム。

　惑まど歌かとかあの辺りになると、かえって冷静に一歩下がっているかも。こんな馬鹿騒さわぎに嫌いや気けが差して、純金やプラチナと違って変動しにくい換金素材を躍やつ起きになって探し求めているとか。

　何にしたってとんでもねえ話だ。

　地球を衛星写真で撮影すると、複数あるエアポケットの場所だけくっきりと夜景が広がっているって話も耳にするしな。

　錬れん金きん術じゆつ、マジックに手を出した連中は小学生から投資ファンドの社長まで軒並みおかしくなってやがる。都会の方じゃタクシーを呼びつけるために札束を振りかざし、明かりがないからと紙し幣へいを燃やすような連中も珍しくない。健康志向のコンビニなんかじゃインテリビレッジ産の野菜のみで固めた店舗を全国展開させるなんて話も出ているらしい。ブドウが一房三万円もする商品のオンパレードなのに、だ。

　父ちゃんや母ちゃんはおろか、現役を退いたはずの爺じいちゃんや婆ばあちゃんまで見えないのもこいつのせい。祇ぎ園おんや赤あか坂さかの高級料亭、国際サミットの迎げい賓ひんや伊い勢せ神宮への奉納なんかがメインだった陣じん内ない酒造に、その辺のコンビニだのネット通販だのディスカウントストアだのがどばっと注文票を送りつけてきたせいで、てんやわんやになっているって訳だ。

　異常なまでの大量消費。

　缶ビールや小さな紙パックの扱いで誰だれでも世界最高品質の日本酒を気軽に買って帰れる時代。




『確かな財テク、この円高こう騰とうの機会に逆に米ドルを買い占めておこう!!』




　でも『ネットワーク』は、何かの犠ぎ牲せいの下に成り立っているんだ。

　そもそも複数の格付け会社って何だ？　リストの評価がバラバラになるって？？？　俺は惑まど歌かほど金きん融ゆうだの経済だのに詳しい訳じゃないけど、そんなのありえるのか？　そりゃ多少は自分の国だの友好国だのにイロをつける事はできるだろうけど、でも正反対の評価にまでなるか？　できるか？　不思議な電卓で叩たたいた数字がそのまま現実になるなんて話じゃねえんだ。そんなデタラメな数字の羅ら列れつで、ほんとにこの世界はこんなになっちまうもんなのか？？？

　世界っていうデカいバケツのどこかに穴が空いていて、ここまで不自然な状況が出来上がっちまった。それは恩恵を受けているエアポケットの俺達たちだって分からねえ。何が起きているか、じゃない。その根っこに何があるかって話。

　そんなもん、燃料漏もれの飛行機に乗せられているのと何の違いがある？

　とりあえず飛んでいる、で、誰が安心できる？

『海のこっち側』と『海のあっち側』。どっちが飛行機を飛ばしている側なのかは、実は分かってない。俺は日本を含む『ネットワーク』を作るエアポケット全部が振り回されている側だと思ってる。でも、浮かれてはしゃいでいる人達を見て、突然自分の通帳が紙かみ屑くずになって長年勤めた会社も音信不通になっちまった側はどう判断しているもんかね。

　馬鹿デカい財閥が冗談みたいにバタバタ倒れ、世界の物流を支配していた国際ネット通販さえ虫の息。ビッグ４だかどうだかなんて言うに及ばず。一〇〇年以上伝統を守り続けた大企業の尊厳が、何だか良く分からねえ中学生だの高校生だのが始めたベンチャーにその場の気分で買収されてる。官民がべったり貼はり付いた軍需産業だって例外はない。そんな実感も湧わかず動かないＡＴＭの前で呆ぼう然ぜんとする人達が、テレビの向こうに広がる札束の紙かみ吹雪ふぶきを眺めたら。

　どんな理屈なのかも分からねえまま、ただ無責任に財布が壊こわれるほどの札束を見せびらかし、マジックとかで延々と持ち金を増やし続けていると知ったら。

　世界ってヤツは、緩ゆるやかに終わりを迎えている。

　到来と共に富をもたらし、離り別べつと共に破滅をもたらす。

　俺のすぐ横で、幸せいっぱいって顔で恋人をやっている赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらし。

　チゾメノザシキワラシの力でもって。




『陰いん謀ぼう論ろんにＩＭＦがマジ反応？　格付けの混乱に伴う円の不自然な高騰を受けて欧米各国が米ドルや欧州ユーロの暴落に日本投資家が絡からんでいると懸け念ねん。太平洋及び南シナ海での合同軍事演習は実質的な海洋封ふう鎖さによる恫どう喝かつか』




　だから、そんな話になっていた。

　日本の海と空は、とっくの昔に封鎖されていた。

『ネットワーク』にあやかりたいって言っても、方法は色々ある。

　さっきも説明した通り、管理の緩ゆるい国に潜もぐって色んな方法で新しい国こく籍せきを手に入れて、その国の国民として『ネットワーク』の内側に入って荒あら稼かせぎしたり。

　または。

『ネットワーク』に様々な陰いん謀ぼう論ろんを押し付けて、各国政府に向けられた沸ふつ騰とう寸前の国民の怒りをよそへ逸そらす役割を負わせたり。

　国内食糧自給率三八％。外貨獲得手段であるインテリビレッジ産の野菜を全すべて国内消費に切り替えたって一〇％上がれば良い方。一億五〇〇〇万人まで膨ふくれ上がった日本人を干ひ上あがらせて、早くこの異常な事態を元に戻せとあちこちから恫喝じみた圧力がかかっていた。

　複数の格付け会社が台頭したのは、日本のせいじゃない。

　世界の悪者、エアポケット。

『ネットワーク』。

　でもどこもかしこも、つい先月まではいくら金を積んでも世界の中心には立てねえって侮あなどられていなかったか？　そんな俺達たちに御大層な陰謀を企くわだてられると？

　グローブ＆インゴットだのゴールドウェブだのアメリカ発の調査機関を信じられなくなった各おの々おのの国でとにかく格付けが乱発されまくったってのは、彼らがバラバラに、散発的に始めた事に過ぎねえ。

　ところが結果として、最も浮かび上がったのは複数のエアポケット。

　日本もその一つ。

『ネットワーク』の中でも一番緩く、どこからも侮られる、都合の良い仮想敵。

　まるで光の三原色を示すシートの真ん中にある、統合された白色みたいに。

　不思議とぽっかり開いた、不自然な光の穴。

　だから設立の過程で、本来だったらこんな流れにはならなかったはず、という専門家の意見を耳にして、『何か裏があるんじゃないか』って思い始めたのが恫喝のきっかけ。

　向こうとしては、そっちの方が気が楽でもあるんだろう。

　ただ自然発生的にこうなった、じゃ解決の糸口がない。自じ業ごう自じ得とくじゃやり切れない。みんなの怒りを抑え込めない。だから悪者が欲しかった。あそこを叩たたいて見えない仕組みを暴けば全て元に戻ると、そんな夢が欲しかった。

　でも、どうにもならねえんだ。

『ネットワーク』は、その一角である日本はそもそも最初のきっかけには何も関かかわっていない。途中で利用したかもしれねえが、本来、経済をストップさせたのは七〇億人全員の責任だ。

　勝手に国債の価値が上がって、お金の価値も釣られて、誰だれかがマジックの使い方を考えて、いつの間にか『ネットワーク』のみんなでお金持ちになっていただけ。たまたまその中に日本も軒を連ねていられただけ。

　本当の意味で。

　何きっかけで複数の格付け会社が同時多発的に台頭して、世界経済がしっちゃかめっちゃかになってしまったのかなんて、何となく勝っている連中にはどうでも良いんだ。

　やめろと言われたってやめられない。

　そもそも何をやめたら良いのかどころか、何が起きているのかも分かっていない。

　少なくとも一億四九九九万九九九九人は。

　たった一人、こいつの恋人やってる俺を除けば。

　いつどこでどんな国が暴発を起こすか分からねえ。マジで弾道ミサイルでも飛んできて首都が吹っ飛ぶかもしれねえ。でも、みんながみんな、解決方法なんか分かんねえ。日本列島が地図から消えたってこの問題がなくなるとは限らねえ。だっていうのに諸外国は諸悪の根源みたいに扱ってきて、どんどん圧力は高まるばかり。

　まるで得え体たいの知れない恐怖から目を逸そらそうとするように、連日の乱らん痴ち気き騒さわぎはどんどんエスカレートしていく。

　それしかできないからそうやっているんだろうけど、そのシャンパンタワーの大騒ぎが、海の向こうの諸外国の目を一層曇らせていく。

　いつかどこかで、確実な破滅が待っている。

　でも多分、誰かの引き金を引かれたところで、複数の格付け会社がもたらす大混乱、ブラックボックスはなくならない。だって、妖よう怪かいは物理攻こう撃げき無効。核ミサイルが雨のように降ってきたってこいつは死なない。逆に汚染が進んだ地では見つけるのがより困難になるはず。つまり延々と飢うえと枯渇の時代は続き、七〇億人がぱったりと息を引き取っていくはずだ。

　百ひやつ鬼き夜や行こう旧リーダー、呪まじなが最も恐れていた事。

　座ざ敷しき童わらしの暴走、財産の消滅、世界の枯死。

　三九式を備えた赤い浴衣ゆかたの座敷童は、『財産を奪うばう側の妖怪』は、何も考えず、そこにいるだけで、もうそんなレベルの事態を引き起こす怪物に育っちまっているって訳だ。

　誓ちかって言うが、こいつ自身に人類滅亡なんて目的があるんじゃない。

　それどころか、現在進行形で人を傷つけている自覚さえないはずだ。

　でも。

　だからこそ。

　……『不自然なきっかけ』を作ったであろう縁ゆかりは、言葉で説得して何とかなる段階じゃない。自分で何をやってるか分からねえって事は、自分の意思でスイッチを切る事もできねえんだし。多分俺の口から説明したって『意味が分からない』と首をひねるだけだろう。

　誰だれかが気づけば、政府の秘密組織とか百ひやつ鬼き夜や行こうなんかが事態の核に気づけば、大部隊でも差し向けてくるだろうか。

　だけど、多分それでもダメだ。

　ダメだったから、そう計算ができてしまったから、呪まじなのヤツは一億五〇〇〇万人をゾンビパニックで覆おおい尽くして、そのブーストさせた国民総力を利用してチゾメノザシキワラシを抑え込み、その間に安定した四〇式の迷めいでトドメを刺そうなんて計画を回していたんだから。

　それ以外の力で、座ざ敷しき童わらしを武力鎮ちん圧あつできる道はない。

　何をどれだけ持ち出したって、たとえＮＢＣ兵器をしこたま抱えてきたって、物理攻こう撃げきは通用しない。オカルトを持ち出したって、面白いような偶然の連続、悪あく魔まのような奇跡の積み重ねで全すべて無力化されちまうのがオチだ。

　三九式。

　呪が完成させた安定型の四〇式よりもむらっ気が大きく、それ故ゆえに瞬しゆん間かん最大風速の最高出力では勝ってしまう、運命論の支配者。

　七〇億人と戦って無傷で君臨する、破滅の使者。

「……、」

　でも呪のヤツはこうも言っていた。

　陣じん内ない忍しのぶは四〇式に守られた呪を退けた。だから終わっていく世界を見届けろ。そしてもしかしたら、俺には呪とは違う『力』があるかもしれない、みたいな事を。

　世界の破滅から、最も近しい存在。

　恋人を名乗れる人物。

　……世界でただ一人、俺だけが、チゾメノザシキワラシを止められるかもしれない『力』を持っている……？

　俺は改めてスマホの画面へ目をやった。

　わざわざ専門のニュースサイトを覗のぞくまでもない。その辺の趣しゆ味みのブログも、その端はしっこにあるバナー広告さえも、みんな話題はそれ一色。どこのリンクを踏ふんだって必ず『破滅』の話に行き着いちまう。

「……縁ゆかり」

「なあに、忍？」

　包容力のある年上のお姉さんのようにも、何も知らない童女のようにも聞こえる、その声。

　俺は添い寝したまま彼女の頭を抱き寄せ、後頭部を優しく撫なでて、耳元に囁ささやくように言った。

「俺がお前を守ってやる。どんな事があったって、俺はお前の味方だからな」

　当たり前の宣言。

　そうしながら、俺はスマホの画面の文字列に目をやっていた。

　そこにはこうあった。




『間もなく始動か、世界最低の作戦？

　五つの常任理事国全すべてが日本を含む七ヵ所のエアポケット、いわゆる「ネットワーク」に対する非難決議を採択しました。この結果が加盟国全てに波及する可能性は極めて高いと専門家は見ています。仮に本会議で同決議が採択された場合、該当国が国連から強制脱退を迫られる異例のケースが発生する可能性も出てきます。

　国連からの強制脱退とは、つまり国連を軸として交わされた各種の戦争条約を履り行こうする確約もまた消えてしまうという事を意味しています。

　そもそも国連自体が第二次世界大戦の敗戦国である日本、ドイツ、イタリアに対する監視と圧力を与える役割を持っているため、「ネットワーク」の中でも特に日本が既存の監視体制からさらに脱退を迫られるというのは非常に大きな、そして危険な意思を感じられると軍事評論家は語っています。

　仮に国連ベースの戦争条約が全て放ほう棄きされた場合、該当国に対する宣戦布告なしの開戦、核、化学、生物兵器など戦略兵器の安易な乱用、捕ほ虜りよに対する拷ごう問もんや虐ぎやく殺さつ、そして武力介入による官民問わず財産の略りやく奪だつなど、あらゆる戦争犯罪が容認される恐れも否定できないとの事。

　防衛省筋の話によりますと、すでに国内六つの主要都市へ座標入力が済まされているとの話も出ています。仮に対外的なセーフティが解除された場合、海洋封ふう鎖さを行う原げん潜せんなどから即時弾道ミサイルが発射される可能性もまた、ゼロとは呼べないのです。

　軍隊は巨大な雇用形態の一つであり、そこで使われる武器弾薬は大量消費の促進とも言い換えられます。敵を倒すためではなく、自国経済への起き爆ばく剤ざいとしての戦争相手を探して徘はい徊かいする。そう考えると、また違った恐ろしさが感じられます』




　痺しびれを切らした猫ねこ又またに言われるまでもねえんだ。

　世界の破滅なんて、もう七〇億人全員の喉のど元もとにまで迫ってやがる。

　だから、目を逸そらしている場合じゃねえんだ。

　儚はかない思い出作りみたいな恋人の時間は、そのための決別の儀ぎ式しきに近かった。

　俺は座ざ敷しき童わらしの頭を抱き寄せながら画面に指を伸ばして操作する。

　得え体たいの知れないニュースばかり垂れ流すブラウザを閉じて写真画像アルバムのアプリを立ち上げ、ついさっきも眺めた一枚に目をやる。

　幼い頃ころに描いた落書き。

　画用紙にクレヨンの一枚。

　太陽は赤、葉っぱは緑。遠近法も色彩感覚もメチャクチャなそれ。

　人間みたいなものが描いてあった。赤い服に黒い髪は座敷童か。動物みたいなものもあった。一昔前まで空想上の産物だと思われてきたものも普通にあった。黒いクレヨンでぐるぐると丸を塗り潰つぶしたものもあり、元が何だったのか分かんねえものも混ざっていた。

　そして笑顔で輪を作る彼らの頭上に、汚らしい文字でこう書き込まれていた。




　み　ん　な　な　か　よ　し




「……そうだよな」

　呟つぶやくのは、一度だけで良い。

　充電期間は完了し、微睡まどろみの時間は終わった。

　やるべき事を思い出す。
















　さあ。

　最後の戦いを始めるか。













　　　共有される記き憶おく　一







　赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしが本当に心の底から驚おどろいた事がいくつかある。

　例えば過去。自分の腰くらいの背丈しかない幼い忍しのぶが、顔と言わず手足と言わず、あちこち青あお痣あざだらけになって帰ってきた時などだ。

「……謝らないぞ」

　黒いランドセルの肩かた紐ひもの部分を両手でぎゅっと摑つかみつつ、唇を嚙かんだ忍はそう言ったものだ。

「俺は宮みや野のには絶対謝らないからな!!」

　どうやらクラスメイトとケンカをしたらしい。大体こういう時は忍の父親が出てきてゲンコツをズドン、後は深海魚の図ず鑑かんを見せて震ふるえ上がらせてから真っ暗くら闇やみの蔵に放ほうり込むのがお決まりのコースなのだが、この時ばかりは何な故ぜか忍は全く折れなかった。

　逆に手を上げた父親の腕に嚙み付き、ぐるんぐるん振り回されても、忍の瞳ひとみから怒りの光は消えない。こりゃ一ひと筋すじ縄なわではいかんという事で忍の母親が根気良く話を引き出してみると、やがて忍はこんな風に切り出してきた。

「だって宮野のヤツが言ったんだ……」

「何を？」

「姉ちゃんは妖よう怪かいだからホントの家族じゃないって！　あいつはそう言ったんだ!!　そんなの冗談でも絶対に許せないぞ!!」

　ああ、と座敷童と忍の母親は苦い表情で顔を見合わせる。

　陣じん内ない邸ていにはすこぶる美人の座敷童が憑ついている。インテリビレッジ納のう骨こつ村むらでは有名な話だった。そして彼女は忍や幼おさな馴な染じみの渚なぎさはともかくとして、好奇心や興味本位に刺激されて見たい見たいと騒さわぐマセガキの前には絶対に現れない。

　となると後は定番だ。

　大方、一緒にお風呂に入ったり添い寝したり、忍が当たり前のように過ごしている体験談が羨うらやましくて羨ましくて仕方がなかったのだろう。この年とし頃ごろの男子に発動しがちな、『好きな子ほどちょっかい出したくなる』の変則パターンと見て良い。

「姉ちゃんの事悪く言うヤツは許さないぞ！　俺が姉ちゃんを守るんだっ!!」

　事情は分かったが、級友に手を上げたケジメは無視できない。結局、忍の祖父が孫の首根っこを摑つかんで表の蔵へ放り込む運びとなった。普段ならぎゃあぎゃあ騒いで手足を振り回すものだが、この日ばかりは頰ほおを膨ふくらませ、しかし余計な事など一言も発せず、罰ばつを受け入れる忍。

　蔵の扉を施せ錠じようしてから、忍の父がこんな風に苦笑いしていた。

　軽く手を振り、腕についた歯形に目をやりながら、

「……ハナタレ坊主が、いつの間にかやるようになったもんだ」

「当たり前ぇだろ。お前の息子で俺の孫なんだぜ」

　そして夜半。

　埃ほこりっぽい蔵の中で壁に背中を預けて暇を持て余していた幼い忍しのぶは、物陰からゴソゴソという音を耳にする。目をやると、こぢんまりとした彼の祖母がひょっこり顔を出したところだった。

「忍、忍やー」

「あっ、婆ばあちゃん！　……ん？　今どこから入ってきたんだ」

「婆ちゃんは長生きしているから色んな抜け道を知っているんだよ。それよりそろそろお腹なかもすいてきたじゃろう。婆ちゃんおにぎり作ってきた」

「はー、長生きしているとお得なのな。姉ちゃんもいつの間にか入り込んでた！」

　おや？　と祖母が視線を落とすと、明かりのない蔵の中、忍のすぐ足元で丸まる猫のような格好で赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしが寝息を立てていた。忍は座敷童の長い黒髪を手て漉すきでなぞりながら、

「姉ちゃんはな、さっきまで一緒に遊んでいたんだけど、何だか疲れて眠っちゃったみたい」

「おやまあそうかい。じゃあ起こさないでおこうかね、忍」

　にこにこと微笑ほほえみながら、しかし忍の祖母は客観的に分析する。

　見た目は蔵に閉じ込められた忍をあやしにきたお姉さん……風だが、多分これは真逆だろう。自分のせいでケンカ沙ざ汰たを起こした忍の中で自分が重荷ではないか心配で心配で、それとなく話を聞き出そうとして、実際に不安に思う事は何もないと知って、安心して気が抜けたのだ。

　平たく言おう。

　何百年生きていようが小娘の思考回路である。

「忍、鮭さけのおにぎり好きじゃったろう？　たくさんあるからたんとお食べ」

「あれ？　でも良いのかな、お仕置きの最中におにぎりなんか食べちゃって」

「あんな男の理屈なんてどうだって良いよ。同じ屋根の下で暮らすもんを馬鹿にされて、憤いきどおりの一つも覚えん方がよっぽど恥じるべきだと思うしね」

「んっ！」

「じゃが履はき違えちゃいかん。怒りは正しくても、友達を叩たたいた事を帳消しにできる訳じゃない。婆ちゃんも昔は内海の暴れカグヤなんて呼ばれていたけど、この辺を間違えていた。そりゃそうさ、誰だれだって叩かれれば痛いんじゃ。それは人間でも妖よう怪かいさんでも同じ。傷の大きい小さい、理由のあるなしなんて、与えた痛みや恐怖を和やわらげられるものじゃないんだからね」

「……、」

　幼い忍は三角形のおにぎりを両手で持ったまま、困った顔になった。

　やや沈ちん黙もくし、おにぎりから顔を上げ、そして言う。

「……朝になったら宮みや野のに謝りに行く」

「そう、それで良い」

　祖母に頭を撫なでられると、忍しのぶは大きな笑みを浮かべておにぎりにかぶりついた。

　それから改めて彼は言った。

「でも俺は間違ってないぞ。姉ちゃんはホントの家族なんだ！」

「……、」

「婆ばあちゃん？」

「すまんねえ忍、婆ちゃんは忍の前では噓うそはつかないって決めているんだ。どうにも、優しい噓っていう謳うたい文句が好きになれなくてね」

　おそらくその声色が本当に気の毒そうだったからこそ、余計に幼い忍の心に刺さったのかもしれない。ギラリと輝かがやく包丁を勢い良く突き刺すのではなく、プラスチックのストローを貫通するまでぐりぐりと胸の真ん中に押し込み続けるといった感じか。

　みるみる顔色が曇くもっていく忍に、しかし祖母は笑って続きを話したものだ。

「なあ忍や、忍と婆ちゃんは本当の家族だと思うかい？」

「なに言っているんだ婆ちゃん、そんなの当たり前だろ！」

「そうかい、ありがとうね。でも実を言うと、婆ちゃんは生まれた時から陣じん内ない家けにいた訳じゃあない。瀬せ戸と内うちの伯お母ばさん家ちは覚えているかい？　忍が初めて海を見て大はしゃぎしたあの場所。実を言うと、婆ちゃんの本当の生まれ故郷はあっちなんじゃよ」

「ん？　んん？？？」

「はっはっは。つまり最初は同じ家族じゃなくたって、同じ家族になれる方法はあるんじゃ」

　何それ、どうやって？

　無邪気に聞き返す忍に、祖母は頭を撫でながら結論を出した。




「そりゃあ簡単な事さ。例えば忍と座ざ敷しき童わらしが結婚すれば、誰だれが見たって文句のつけようのない本当の家族になれるじゃろう」




　おにぎりをあるだけ食べると、忍の方も眠気が襲おそってきたらしい。用意の良い祖母が水筒の水と歯ブラシを差し出して歯は磨みがきさせると、忍は『いつもの癖くせ』で先に寝入っていた座敷童にもそもそと抱き着いて、そのまま微睡まどろんでいく。

　ややあって。

　忍が完全に夢の世界へ旅立ち、祖母もまた蔵から出て行った後。

　赤い浴衣ゆかたの座敷童の瞼まぶたが、うっすらと開いた。ひっついている幼い忍に応こたえるように優しく抱き寄せ、しかし先ほどまでの話を思い出して、彼を起こさないようにひっそりと息を吐いた。

　そしてそっと呟つぶやく。

「……まったく。余計な事を」













　　　第二章　色のない前ぜん日じつ譚たん＠内うち幕まく隼はやぶさ







　　　　　１




　不肖、内幕隼。己の言動の責任を取るべく『東京』というイメージがついていながら実は都内からちょっぴりはみ出たトコにある巨大遊園地へ出向中。

「あはは！　あははははっ!!　ねえ刑事さん、次はどこ行く、何乗るっ、どうしよっか、ねーえー！　お、スイングバイコースターの混雑状況が緑色に！　今なら乗れるよ刑事さん!!」

　ビッカビカにライトアップされた夜の園内、ベンチでぐったりしている背広にコートの俺に横からむぎゅーと抱き着きながら、ツインテールの女子中学生が公式見取り図アプリの表示されたスマホをぐりぐり顔に押し付けてきた。今日のこいつの格好は……もう、いつもの『水着みたい』とも言い切れない。全身を指二本くらいの幅の赤いリボンみたいなので覆おおってから、さらにウェハース系のチェック柄のリボンタイに生クリームのような白い上着や茶色いチョコに似たミニスカートを纏まとっていた。頭の横にショートケーキみたいな帽子を引っ掛けているのといい、全体のコンセプトはウエディングケーキらしい。腰に差してる刀みたいなのは……キャンドルサービスっぽいＬＥＤ照明だろうか。はっきり言おう、色々狂っている。

「……コースターは今日だけで一二回は乗っただろ……。つか朝から晩まではしゃいでんだからもう全アトラクション三周分くらいしているぞ。係員のお姉さんと顔見知りになったし……」

「あり？　刑事さん何でそんなしなしなになってんの？」

「お前の方こそ階段をちょっと駆け上がっただけで息を切らしていたアレはどこ行ったんだ……？　本職の刑事が体力勝負で先に息を切らせるなんて尋常じゃないぞ」

　あれか、医学的根拠のない『お菓子は別腹理論』の親しん戚せきみたいなものか？

　……俺達たちが何でここにいるのか。先月のゾンビパニックの一件が尾を引いているからだ。

　あの時、ついうっかり言ってしまった訳だ。この地獄を抜け出したら、遊園地デートの一つくらいはしてやっても良いって。

「しっかたないなー、じゃあお疲れモードの刑事さんに合わせて癒いやし系のにしてあげますか。夜光パレードまでもうちょっとだし、なんか時間を潰つぶせるのはあったかなっと」

「まだ乗るのかよー!?」

「やかましいこっちは言げん質ちを取っている。おっ、観覧車が空すいてる！　刑事さんチャンスだよチャンス！　ほら立って、走って!!」

　そんなこんなで推理マニアに手を引かれて園内を駆けずり回る羽は目めに。

　観覧車は数人待ちってくらいだったが、確かに遊園地の混雑状況を見れば奇跡的に感じられるほどだ。この遊園地は割高なフリーパスを買うと特別ゲートから行列を無視して優先的に乗れるってサービスがあるんだけど、こんな状況じゃ何の意味もない。何しろみんながみんな、その優先パスを持っているんだから。

　待っている間に列へ近づいてきたバイトの売り子さんから飲み物なんかを買いつつ、気ままに自分達たちの順番を待つ。遊園地価格なのかここ最近のブルジョワブームなのか、とにかく紙コップの一杯が馬鹿高いな。

　艶えん美びも艶美で、売り子さんに紙し幣へいを何枚も雑に手渡していた。

　ほんの一月前ならギョッとしていた光景だろう。

「お前、一二月なのによくソフトクリームなんか買うな。それ言ったら水着みたい……というか赤いリボンにチョコだの生クリームだのをイメージしたミニスカートや上着を羽織っただけの格好もまともじゃないけど」

「ちっちっちっ。しっかりライスミルクジェラートと呼びなさい。ブランド米だぜ？」

　ライスミルク、ねえ。

　ここ最近は炭水化物を抜いて瘦やせようみたいなダイエット理論が流は行やっていたけど、ぱったり途切れてしまった。

　理由は単純、みんながみんなゾンビパニックの記き憶おくを保持していたからだ。

　人が人を嚙かむ。血肉を貪むさぼる。俺も当事者の一人だけど、刑事生活のおかげで陰いん惨さんな経験を乗り越えられる免疫があった。推理マニアも右に同じ。でもみんながみんなそういう訳でもない。直接ゾンビとなった『体験組』はもちろん、話を伝え聞いただけの人達もかなりの騒そう動どうを起こしたらしい。実際、この異様な金回りの中でも食肉関係の稼かせぎはガクンと減っている。人によっては肉そのものから離はなれて、チーズやバターでも駄だ目めな場合もあるのだとか。まあ、結局完全な菜食主義を貫くのもそれはそれでかなりの苦痛を伴うから、しばらくすれば肉の消費量は回復するとの見込みだけど。

「つか、私としては刑事さんのホットコーヒーの方が信じらんないんだけど」

「？」

「ここはシーズン中の遊園地だよ、実は一番混雑してんのって有料のお化粧室なんじゃないの？　そんなの飲んじゃって後で困っても知らないからね」

　そうこうしている内に俺達の番が回ってきた。

　係員のお姉さんに案内される形で、開いたドアからゴンドラに乗り込む。

　ドアが閉まってロックがかかった瞬しゆん間かんに対面の艶美がキリッとした。

「さて刑事さん」

「景色を見ろ」

「さあさあ鍵かぎのかかる密室がやってきました！　これより二五分のロングラン運営中は誰だれにも何も止められません!!　おら分かってんだろー、ドキドキしろよコノヤロー!!」

「やめろ馬鹿、お前が密室って言うと人が死にそうで怖いんだよ!!」

　そんな訳でどったんばったん。迫りくる恋愛モンスター艶えん美びをしばしの間迎げい撃げきする。変な安全装置が働いて観覧車が止まるんじゃないかと心配したが、そこまで柔やわな構造でもないらしい。

「刑事さんさあ」

　いつの間にか艶美は対面ではなく隣となりに座っていた。

「さっき聞いてきたよね。一二月なのによくソフトクリームなんか買うなって。実を言うと艶美ちゃんもちょっぴり無む茶ちやはしているんだけどね」

「ほら見た事か」

「でもこの局面でバニラ味にトライしたのにはきちんとした意味があったのだよ」

「……、」

「だってさあ、せっかく雰ふん囲い気き作って両目を瞑つぶってゆっくりキス顔見せたところでさ、唇からハンバーガーのバーベキューソースの味が滲にじんできたら最悪じゃない？　生活感がありすぎる、夢から覚めちゃう!!　そんな訳で今なら女子中学生の唇からバニラの香りが漂うのだぜ？　ねえ刑事さんこの理想論をどう思うよ？」

「おい」

「だからもおさっさと肩を摑つかんでキスを迫れよこの野郎！　何だったら舌の上に乗ってる味まで確かめても構わないから!!　ていうかコーヒー味の唇って刑事さんのイメージにぴったりだと思います、きゃっ☆　ほらもう我が慢まんできないよ、二人合わせてコーヒーフロート味にしちゃうよ、刑事さんが行かないならこっちから行っちゃうぞむちゅー!!」

「健全な範はん囲いの中って条件はどこ行った!?」

　どうにかこうにか両手を使ってタコの物もの真ま似ねみたいになっている艶美の顔を両手で摑んでギリギリと遠ざける事には成功。

　やましい事は何もないのに、狭い室内には汗だくでぜえぜえはあはあ息を吐く男女が二人。

　……と言っても、たとえ盛大な誤解を受けたところで、警棒片手に鬼の形相で迫ってくる制服警官なんていうのももういないか。

　ちょっと遠い目になる。

　そもそも減給続き、有休もろくすっぽ残っていない俺が平日の朝から晩まで推理マニアに付き合って遊園地で遊び倒しているのだって、そういう事だ。

　日本はかつてない（不ぶ気き味みなくらい原因不明の）大量消費、飽食の時代に浮ついている、なんてニュースが連日流れているけど、実際にはそんな幸せな話でもない。

　結局、公務員だって仕事の一つだ。お金がなくちゃ回らない。

　例のグローブ＆インゴットだのトリプルローゼスだの、複数の国債格付け会社の問題に伴って日本円が連日予測不能なレベルで変動してしまうため、政府はまともな価値を測って予算配分の計算をする事ができなくなっている。何しろ基準となる一円の価値が分からない状態なんだから、一足す一さえ答えが出ない。冗談抜きに、一週間前に一億円でプロジェクトを回してくださいと決めても、一週間後に円の価値が五〇倍にも一〇〇倍にも膨ふくらんでいくような流れなんだから。そしてどんな理由でも、経理が白旗を揚げて予算の目め途どがつかないなら組織は回らない。足りないのはもちろん、多過ぎても裏金とか不正経理を疑われるんだから。

　円の世界で円を使っている俺達たちにはあんまりピンと来ないけど、輸出入に精を出す大企業とか、為替かわせの動きに注視する霞かすみヶが関せきの官僚さんなんかは完全に目を回しているって話。でもってそっちが動けないとなると、役所がいくら予算をお願いしても承認のハンコがやってこない。

　言ってみれば、日本の行政執行機関は軒並み開店休業状態だ。

　儲もうかっているのに動かない、という何とも不思議な状況。

　国民には知らされていないけど、それは警察だってそう。

　つまり俺が休みを取ったんじゃない。きちんと登庁したのに、警察機構の『本店』とやらがシャッターを閉じたままで中に入れない、といった方が正しい。

　交番の制服警官なんかは自発的に『見回り』を続けているみたいだけど、さて、それもいつまで保もつのかな。給料がなければ飯は食べられず、そうなったら金を稼かせぐ別の手段に時間を割り裂く必要が出てきてしまう。基本的に公務員は副業禁止だから、どっちかを取るよう迫られる時は来る。誰だれだって、いつまでも理想論は振りかざせない。

「よっと」

　物思いに耽ふけっているのが気に喰くわなかったのか、隣となりの艶えん美びが動いた。

　というか、人様の膝ひざの上に小さな尻しりを乗せて、体重全体をこっちに預けてきやがった。

「推理マニア、お前な」

「良いでしょこれくらい。にしてもキレイだよねえー！　お昼辺りに乗った時も良かったけど、夜だとやっぱり全然違う!!　お星様の絨じゆう毯たんみたいになってるし」

　人様を椅い子す代わりにすっぽり収まった艶美が、両足をパタパタ振りながらそんな風に言う。
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　釣られて俺も窓の外へ目をやっていた。

　ここから見える夜景は、きっと一週間前までのそれとは大きく異なるはずだ。街の隅々まで金が行き渡っていると喧けん伝でんするばかりに、必要以上にビッカビカに輝かがやいている。国債の利回りは半年だか一年単位だかだったはずだけど、何かしらのマジックで急激に富を得る方法があるらしい。一二月だし、家全体をクリスマスツリーみたいに飾り付けているトコが多いんだろう。

　あれだって、本格的にやったらいくらかかるか分からないのに。誰も彼もが何十年先のローンなんか気にしないで、紙かみ吹雪ふぶきみたいに札束をばら撒まいて、ひたすら『今』を享きよう受じゆしている。

　でも、だからこそ禍まが々まがしい何かを感じはしないか。

　こんなオカネモチの不自然な状況がいつまでも続くはずがないんだ。これはコメディ映画で目隠ししたまま崖がけの向こうまで歩いてしまったシーンと同じ。空中でスイスイ平泳ぎしている状態。そんなの永遠には続けられない。何も考えずに浮かれていたら、あの夜景を作る光が一つ残らず崖がけ下したに叩たたきつけられる事になるんだ。

「おっと、あっち見てよ刑事さん。もう夜光パレードの準備が進んでいるみたい。予定よりもちょっと早いな」

「いつになったら『今日』は終わってくれるんだ、くそ……」

「あはは！　だいじょぶだいじょぶ、きちんと園内のホテルは取ってあるからさ。パレード終わったらそのまんまバタンキューだよ。明日もお楽しみに、てか今夜は朝までお楽しみに☆」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………なん、だって？」

　呼吸が詰まりそうになる。

　確かにこの遊園地の中には同ブランド系列の高級ホテルがあるにはある。観覧車から見下ろせばプロジェクションマッピングだったか、凹凸のあるはずの壁一面に巨大な映像を流しているのがここからでも分かる。

　ただ問題はそこじゃないんだ。

　分かってるよね？　と目線を送ると、膝ひざの上の推理マニアは身をひねってこっちを見ながら合が点てんがいった調子で頷うなずくと、

「え？　やだなあー、そんな心配そうな顔しなくてもだーいじょうぶだって。もちろん部屋はダブルで同室ですけど？」

「そうじゃないしダブルベッドじゃより一層困るよ!!　というか何で女子中学生がそう簡単に部屋をポンポン取れるんだっ!?　危険がいっぱい宿泊施設だろおー!!」

「前代未聞の国債マジックで誰だれだってお金パワーを持っているからねえ。対応するお店側はハングアップ状態でてんやわんや、細かい精査なんてしてらんないんでしょ」

　そもそも平日の遊園地で背広にコートの男と水着同然……というか全身リボンにおざなりな上着とミニスカートの女子中学生が走り回っていても誰も咎とがめないのもそんな感じか。警察機関も含めて行政は開店休業状態だし、モラルハザードが顕在化しないよう祈るしかない。

「ともかく却下だ却下！　ホテルだなんて話は聞いていないし、約束じゃこうだったはずだ。あのゾンビパニックを切り抜けたら、一度くらいは遊園地デートに付き合ってやっても良いって。一度くらいは、だ！　二日目以降は対応してない!!」

「えー、遊園地から出ない限りはずーっと『一度』の範はん疇ちゆうじゃない？」

「お前、まさか俺をここに監禁してホテル暮らししようっていうんじゃないだろうな!?」

「うん？　待てよ、それも悪くないな……」

「いかん余計なアイデアを投げ込んでしまったっぽいぞ。ああもう、ダメなものはダメだ!!」

「でも刑事さん、ホテルなしだと困るんじゃないの？」

「何でだ、別に終電が過ぎているような時間でもないだろ」

「だから」

　人の膝ひざの上でくつろぎながら、ピッ、とツインテールの少女は指を立てて、

「その電車に乗るためのお金がどこにあるの、刑事さん？」

　あれ。

　まさか……!?

「ない、くそ、ないぞ！　俺の財布!?　推理マニア、お前いつの間に……!?」

「知らないなあニヤニヤ。何の事だか分かんないなあニマニマ」

「観覧車に乗る直前、ホットコーヒーを買っているんだ……。それ以前じゃないぞ。絶対観覧車に乗ってからだぞ……。どこだ、どのタイミングでやられた……？」

「ほらほら、小銭もＩＣカードもないんじゃどうにもならないよね。東京からちょっとはみ出ているって言っても、流石さすがに歩いて御お茶ちやノ水みずのマンションまで帰るのは酷こくだよね。ねっ、ねっ」

「……、」

「あ、それとも」

　にんまりと笑って。

　膝の上にすっぽり収まった推理マニアは、ぐるりと上に首をやる。俺と逆さまに目を合わせながら、彼女はこう挑発してくる。

「ここでリボンに上着、ミニスカートの私のカラダをまさぐって、なくしたお財布探し出す勇気はおありかな？」

「こいつ!!」

「わひゃあ!?　ほんとに手を突っ込まれるとドキドキしちゃうってば！　あははっ、くすぐったい、にゃっはっはっはっは!!」

　……あんまり正確に描写したいものでもないが、捜査活動のために必要な行いなのであった。ひとまず悪あく戦せん苦く闘とうの末に何とかして財布だけは取り戻したと記載しておく。

　というか、なんて所に隠かくしているんだ、恐ろしい……。

「ちえー。キス一回で正解を教えてあげるって流れに持っていこうと思ったのに、まさか初手から強行突破に来るとは。刑事さん、脱出ゲームでヒントの暗号表無視してダイヤル片っ端ぱしから回していく人でしょ」

　唇を尖とがらせている推理マニアだったが、何だか楽しそうな空気は変わらない。

　何となくすっぽりと膝ひざの上に収めて後ろから抱き締しめたままでまったりしていると、推理マニアがこんな風に言ってきた。

「私さあ、正直、こんな風になるなんて思ってなかった」

「……俺だって中学生相手に遊園地デートなんてびっくりだ」

「いんや、そうじゃなくて」

　ぱたぱたと可愛かわいらしく足を振りながら、




「私、実は本気じゃなかった」




　観覧車の中に、不思議な沈ちん黙もくが下りる。

　それは決定的な一言だった。まあ、分かっていた事ではあったけど。

「ああ、いや、刑事さんを騙だましていた訳じゃないんだよ。実際、菱ひし神がみ艶えん美びは本気で内うち幕まく隼はやぶさに恋してた。でもさ、それって保育園児が保母さんと結婚するって言い出すのと一緒で、絶対叶かなわないもんだと思っていたんだよね。私がいくら本気出したって、はいはいありがとうね絶対結婚しようねって頭を撫なでられておしまい。告白した途と端たんに人の胸の中にある恋愛感情まで勝手になかった事にされるっていうかなんていうか、まあでもそれでも好きな人には噓うそつきたくないし構わないっていうか。そんなものだったんだ。いいや、そのはずだったんだ」

「おい、どうして言い直す？」

「けど何でかなー？　絶対叶わないが故ゆえに思い切り胸を借りてドンドーン!!　ってぶつかっていく内に、何だか風向き変わってきたじゃん？　この壁ちょっとぐらついてるじゃん？　おいおいそんな事されたら艶美ちゃん本気になっちゃうよ。だって倒れるって教えてくれたら全力で体当たりするもん、この壁ぶっ壊こわして先に進むもん!!　いやあゾンビパニックからの遊園地デートとはねえ！　参っちゃったなあもおー照れ照れ!!」

「何だか知らんが制度を無視してこのまま婚姻届を提出しようって流れになってないか？　というか変わってない、別に風向き変わってない！　これは極限状況下でうっかり情と雰ふん囲い気きに流されて口を滑すべらせた不肖内うち幕まく隼はやぶさ禊みそぎの儀ぎ式しきだから!!」

　ぎゅむと推理マニアはこっちに体重を掛けてきた。

　うるさい、という意思表示のつもりらしい。

　そして艶えん美びは言った。

「変わったよ」

「何が？　どこが？」

「透とう輝き館かん。私達たちが初めて出会った最悪の事件。あの時の私達と比べれば、三五億年の生命の進化を辿たどるよりも変わったよ」

「……、」

　一いつ瞬しゆん。

　観覧車のガラスに映る艶美の顔が、あの頃ころのボロボロに錆さびた刃物のような少女のそれに切り替わったような、そんな気がした。

　頭を振って感傷的な幻覚を振り払い、膝ひざの上に乗せた小娘に言った。

「それはずるいな」

「女と男の駆け引きの真っ最中でしてよ？　惚ほれた男をグラつかせられるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだ、どんな手だって使わせてもらうよ」

　くすくすと笑って、自分の髪の匂においをこちらへ嗅かがせるように艶美は頭を押し付けてくる。

「というか、ちゃんと覚えてる？　何ならちょっとおさらいしてみようか」

「……結婚記念日みたいな会話だな。初デートの場所がどこだったか問い詰める的な」

「ぶえっふ!!　けっ、刑事さんこそ一足飛びだなあ!!」

　多少むせながらも、推理マニアはパタパタ足を振ってこんな風に切り出してきた。

「透輝館は都会からそう離はなれた場所でもない、それでいて丸ごと一個私有地になってる山の中に建ってる不ぶ気き味みな洋館。さて問題、この館やかたの特徴は何でしょう？」

「外壁を除く内壁、床、天てん井じよう、ドア、とにかく全部が透明な強化ガラス製。プライバシーゼロのイカれた空間で、家族に隠かくし事は不要なんて家訓をそのまんま体現した館だった。じゃあこいつらが生業なりわいにしていたのは？」

　何となくクイズ大会みたいになってきた。

　推理マニアも推理マニアで、昨日の事のようにすらすらと答えてくる。

「政治家や企業役員なんて大口の顧こ客きやく専門の占い師。真実とか隠し事とかにやたらうるさいのもこの関係だね。じゃあ刑事さん、この事件で死亡したのは結局何人？」

「三人。一人目は計画的な密室殺人、二人目は証拠を見つけてイレギュラーに殺害、三人目は濡ぬれ衣ぎぬを着せられて偽ぎ装そう自殺。そうだな、推理マニア、そのものずばり犯人は？」

「ご当主様の若奥様。なら凶器」

「ボウガン。ただし弓から発射されたケースと矢を摑つかんで刺したケースがあったぞ。ならそうだな、いかにも意味ありげな顔面包帯の執事の正体は？」

「周りがみんな気を遣ってくれていると勘かん違ちがいしていただけで、とっくの昔に怪け我がは治ち癒ゆしていた普通の執事さん。メイドさんのシャワーシーンは何回あった？」

「六回。……いや、途中で若奥様と車くるま椅い子すのお嬢じようさんのもあったから実際は四回かな」

「何で正確に覚えてんだよっ!!」

「そういうクイズだからだよ!!」

　ちょっと休憩。

　わずかな間を空けて、推理マニアがこう言ってきた。

「ぜえぜえはあはあ。なら第一の殺人のトリックは？　あらゆる壁が透明なんだから、本来だったら殺人アクションは全部お見通しになっちゃうはずだけど」

「各部屋の壁際にある家具の配置だ。一つ一つはただのスタンドライトやタンスだけど、重ねて見ると一面を奇き麗れいに埋めて隠かくしてしまう。それをリビングから現場の部屋までの透明な壁に一つずつ設置して、特製のブラインドで現場を隠していた。それなら若奥様の動機は何？」

「若奥様は再婚相手の後妻で一族に溶け込めていなかった。占い師の系けい譜ふで家族に隠し事は不要って妄もう執しゆうに囚とらわれて、みんなを一つの魂たましいにしようとした。ではでは問題、艶えん美びちゃんはどうやってケリをつけたでしょう？」

「ああ」

　推理マニアを膝ひざに乗せたまま、思わず天てん井じようへ目をやった。

　あの時。確か俺が真犯人にボウガンで脇わき腹ばらを撃うたれた後……、

「……お前が本気でブチ切れて、強化ガラスでできた透とう輝き館かん全体をぶっ壊こわしたんだ。若奥様はガラスの雨をまともに浴びて半死半生って感じだったな。おっかない」

「艶美ちゃんの恋はここから始まったのでした、照れ照れ。あっ!!」

　と、推理マニアは人の膝の上でぴょこんと小さな尻しりを浮かせた。

　目のやり場に困るものが顔のすぐ前いっぱいに広がってしまって何とも言えないが、推理マニアは気にしていないらしい。いやわざとかも。とにかくガラスの向こうへ目をやっている。

「準備中の夜光パレードの中にオレンジに光る馬車がある……。一〇回に一度って噂うわさのレアな山だ車しが出るみたいだよ刑事さん！　あれバックにツーショット撮ると恋が実るとかいうの!!」

「……逆に夜の遊園地までやってきてツーショット撮る間柄で恋が実っていないケースの方が珍しくないか？」

「うふ、認めたね？　認知したね刑事さん!!」

「その言い回しはホントにやめろ馬鹿野郎!!」

　再びとすんと艶えん美びの尻しりが定位置に。相変わらず俺の膝ひざの上でパタパタと両足を振りながら、窓の外を眺めて黄色い声を出している。

　後ろから軽く胴に手を回してシートベルトごっこをしながら、でも思う。

　推理マニアは一見して幸せで、でも内実はかなり危険な状況までこの国が、いいや世界が追い詰められている事は……当然、気づいているんだろう。こいつはそこまで馬鹿じゃない。でも気づいていながら、最期の瞬しゆん間かんまで楽しむ道を選んだんだろう。

　まるで夢見る少女のような選択。

　でもさ、本当は分かっているはずだ。

　こんなのは長続きしない。自分がどうして幸せなのかその理由も分からないなんてメチャクチャな状況を続けられる訳がない。パイロットがいないまま勝手に飛び続ける旅客機の中がどれだけ快適だからって、ずっと享きよう受じゆはしていられないんだ。ちょっと天候が悪化して乱気流に入ったら、燃料メーターに警告ランプが点ついたら、それでもうおしまいなんだよ。

　だから。

　たっぷり二五分もかけて観覧車が一周回り、地上へ戻ってきた時だった。

「どうしよっか。お取込み中の札かけてもう一周楽しんじゃう？」

「多分無理だ」

　俺はそれだけ言って、膝の上から推理マニアの小さな体を下ろした。

　不満顔の彼女を置いて、内側からドアを開ける。

　そこに見知った顔があった。

　似たようなスーツにコートのはずなのに、俺とはどこか決定的に違う。風格ってのはどうやったら手に入るんだって気持ちにさせてくれる黒髪の独身貴族。

　美み島しま警視長だった。




「やあ内うち幕まく君、もしもまだ君に社会の理性が残っているのなら、仕事の話をさせていただいてもよろしいかな？」




　夢のような時間は終わった。

　さあ、お前の大好きな頭の体操だぞ、推理マニア。

　世界の破滅について考えようか。




　　　　　２




　ジェットコースターのレールや観覧車の骨格をなぞる形で配置された無数のＬＥＤ電球、行き交う人々が振り回すペンライトや夜光塗料のスティック、おまけに高級ホテルやお化け屋敷の外壁なんかを丸ごと一面デカデカと彩いろどり、妖よう精せいさんや眼帯の魔ま女じよなんかを踊らせているプロジェクションマッピング。

　何もかもが大量消費、飽食の時代の象徴の中、俺達たちは園内にある屋外レストランのテーブルで話をする事になった。

　俺と推理マニアと美み島しま警視長。

　それと、彼はもう一人、俺の知らないゲストの女性を連れていた。セミロングの黒髪の女性は、歳としの頃ころなら大学生くらいだろうか。平日の夜に女子中学生を連れ回している俺に言えた義理はないけど、三〇代後半の美島さんとどういう接点があるのか、全く予想がつかない。理知的なメガネにシックなタブレット端たん末まつと、もう少し歳がいけば秘書が似合いそうだけど。

　ただ、そんな雰ふん囲い気きに反して服装は青系のマーチングバンドみたいなものだった。レギンスに包まれた足やミニスカートがものすごくアンバランスだ。クリスマスだし、遊園地だし、何らかの仮装キャンペーンでもやっているのか。

　彼はこう紹介した。

「こちらは小こ手て蜜みつ聖せい歌かさん。本家正統のトラブルシューター一番機だそうだ。ちなみに内うち幕まく君、小手蜜本家そのものについてはどれくらい知っているかな？」

「こてみつ……？」

　言われてもピンと来ない。

　身に覚えのある範はん囲いでなら、

「確か全ぜん滅めつ村むらの時に……甥おいの忍しのぶと一緒にいた女子高生が、そんな苗みよう字じだった気はしますけど」

「あれはジョーカーです」

　ピシャリと聖歌さん？　は涼しい顔で遮さえぎるように言ってきた。やっぱりアクティブなマーチングバンドの衣装とは合わない。

「『小手蜜』が旧財閥時代から軒を連ねる金きん融ゆう筋すじであるのは事実ですが、我々の目的は個人で財を成す事ではございません。常に揺れ動く金融、為替かわせ、国債などの場に介入を続け、『日本円』というブランドを高水準で維持し続ける事、もって国家への奉仕とみなす事。それこそが我々小手蜜の本ほん懐かいであったはずなのです。……ですがあの小娘は一族の楔くさびを逃れ、ひたすらに個人の財を追求するようになってしまった。四番機の暴走は我々全体にとっても恥ずべき事態です」

「まあまあ聖歌さん、今は惑まど歌かちゃんの話は良いだろう。大きな問題は別にある」

　美島さんがやんわりと歯止めをかけると、聖歌さんはこほんと咳せき払ばらいした。

　それから、彼は改めてこちらの顔を見る。

「複数の格付け会社のリストがバラバラなせいで、世界中の国債の価値が分からない中、例外的に日本を含めたいくつかのエアポケットだけが高水準を保持し、『ネットワーク』を築いているって話になっているけど、実はこれ、真っ赤な噓うそなんだ」

　ぺろりと子供のように舌を出して。

「本来であれば、日本国債も、通貨の円も、ブラックボックスに吞のみ込まれている。その価値は紙かみ屑くず同然にガリガリ落ちてる……はずだった」

「？　どういう事でしょう？？？」

　訳が分からずに尋ねると、答えてくれたのは聖せい歌かさんだった。

「一つ、現在の日本は国債や為替かわせ以外にも価値ある換金素材が多く、円そのものが崩ほう壊かいしてもしばらく持ち堪こたえる余力があった。例えばインテリビレッジ系の超高級ブランド野菜や人間国宝の工芸品などですね。二つ、我々小こ手て蜜みつ本家が人には言えない方法で『日本円』の価値を維持し続けた。まあこちらについてはほとんど実態はなく、実質痛みを散らす麻酔に似た金きん融ゆうマジックでしかありませんが。そして三つ、『世界の本当の実力者達たち』が自みずからの財産を失うのを恐れた。よって、エアポケットを死守して自分の財産を預ける仮の場を構築した。これが今の不自然な状況を支えている三つの柱となります」

　難しいようでいて、そんなに大変な話でもない。

　要点だけを切り抜けば良い。

「ねえ、その三本の柱は、太さは均一なんじゃないよね？」

「ええ、実際には三つ目が非常に大きい。そもそも日本……というかあちこちに散見するエアポケットの価値が保持されているのは、海外にある複数の格付け会社が、いずれもたまたま該当国を重要視しなかったので、不当に高くも低くも評価しなかった。ＡＢＣが共に似たような評価をつけたので、混乱に巻き込まれる事はなかった……という話ですが、これはおかしい」

「……そうか、諸外国は合同軍事演習とかいう名目で海洋封ふう鎖さまでしているんだよな。この状況は人為的に作られたに違いないから『ネットワーク』の参加国に、中でも一番切り込みやすい日本に何とかしろって。でも、日本の評価を落としたいなら簡単なんだ。海外にある格付け会社が国債のランクを変えてしまえば良い」

「つまりそれを邪じや魔ましている者がいる」

　美み島しまさんは肩をすくめて、

「彼らが日本国債や円……いいや、複数のエアポケットを結ぶ『ネットワーク』に小分けして財産を預けている実力者達。でも彼らも外国人だ。別に財産さえ守れるなら、日本という国に固こ執しつする理由は特にない。何しろ、エアポケットは一ヵ所じゃなく、別に全財産を預けている訳ではないんだから。何かの気き紛まぐれで格付け会社への働きかけをストップさせてしまったら、薄はく氷ひようの上の国家は冷たい氷水にどぼん。彼らも多少は損をするけど、多少だ。小分けにしておいた財の一つを失う程度。首を吊つらなきゃならないレベルじゃない」

「……すでにその兆候が見え隠かくれしている、と？」

「でなければ、例の合同軍事演習……実質的な海洋封鎖など行われていないでしょう。隠し財産を保存しておきたいだけなら、あんな事はしません。実力者達は、自国側の民衆の怒りを抑えきれなくなっている。そしていくつか小分けした隠し財産の金庫の一つを死守する事と、金庫を庇かばい続けたために殺到する民衆の手で火ひ炙あぶりにされるのを恐れる事。どちらに天てん秤びんが傾くかは分かりません。下手をすると、今すぐにでもスイッチを切られる。彼らもお金は大事でしょうが、自国での立場や命に代えられるかどうかは未知数です。それも、全財産ではなくヘソクリ程度の金のためにそこまでできるかは」

　小こ手て蜜みつ聖せい歌かさんはサラリと言ってのけた。

　美み島しまさんもこう続けた。

「そして、内うち幕まく君も不ふ穏おんな空気は嗅かぎ取っているだろう。予算配分ができないから各省庁、行政機関は開店休業？　そんな中でも防衛省や自衛隊だけは『有志』として海の暴発を懸け念ねんして例外的に動いている？　そんな馬鹿な。それってつまり、防衛省が一強で全省庁の舵かじ取とりを肩代わりしてしまっているって話じゃないか。この国に存在してはならない戒厳令って言葉を、別のやり方で迂う回かいしているだけじゃないか。多た国こく籍せき連合軍の海洋封ふう鎖さに対抗するため、防衛省は相当ピリピリしている。そんな大義名分の下に、どれだけの越権行為が行われるか分かったもんじゃない。そう踏ふんでいるから、内幕君はこんな所にいる。所属する東京から少し離はなれた、でも何かあればすぐに駆けつけられる距きよ離りをキープして。微妙に命令系統から外れ、仮に警視庁交付の胡う散さん臭くさい辞令が飛んでも無視できる位置でね。だろう？」

「……、」

　ギチリと空気が軋きしむ。

　美島さんが言っている事、そして俺の頭の中で渦巻いている事が正しければ、これはもう『事件』を超えた『事変』だ。何の力もない刑事が一人でどうにかできる話ではない。事態の解決には、最悪、内戦って言葉が出てきたって不思議じゃない状況だ。

　が。

　美島さんは、ここまで来て掌てのひらを簡単にひっくり返した。

「───という話なんだけど、実はこんなのポーズなんだ。ほんとにヤバいのは別にある」

「なっ、ええ!?」

「あっはっは！　驚おどろくのも無理はないよね。でも自衛隊の暴走なんて起こらないよ。彼らだってプロだ、だから分かるんだ。ほんとに『暴発』が起こって本格的な戦せん闘とう状態になれば、日本なんか簡単に干ひ上あがる。燃料や弾薬の都合でね、この国単独じゃ全国の備蓄基地からかき集めたって三ヵ月も戦争できないんだから。というより、そういう形で牙きばを抜かれてきたんだよ。つまり防衛省の動きそのものがブラフ、本当の社会不安を爆ばく発はつ的てきに蔓まん延えんさせないための、分かりやすい痛み止めなのさ」

　じゃあ何が問題なんだ。

　戒厳令じみたピリピリムードまで作って、何から目を逸そらそうとしている？

「並行している問題は、こちらになります」

　と、聖歌さんがテーブルの上にタブレット端たん末まつを差し出してきた。

　そこには連日連夜の乱らん痴ち気き騒さわぎ、明るいニュースの一つが表示されていた。




『ナチュラルコンビニ、ついに全国展開か。

　ますます健康志向の高まる日本人のニーズに応こたえる格好で、インテリビレッジ産の農産物だけでまとめたセレブな店舗を全国的に開業させる動きを、大手コンビニチェーン、ネクストストアホールディングスが公式に認めました。これにより、従来は高級料亭か外貨獲得手段と言われてきた超高ブランド野菜がもっと身近に……』




　悪い冗談みたいな記事だった。

　こんなのを笑顔で見ていられる人間の心境が知れない。

「ブドウが一房三万円。純米大だい吟ぎん醸じようなら数百万単位。……こんなのをコンビニでポンポン買えちゃうくらい、札束見せびらかしている群衆が増えてきたって訳なんだねえ」

「でも、ちょっと待ってください。これって……！」

「そう、所しよ詮せんこんな浮ついた大量消費は胡こ蝶ちようの夢さ。いつかは弾はじけて消えてなくなる。日本から弾けるのか、『ネットワーク』で繫つながっている他のエアポケットからの破は綻たんが伝染してくるのか、この際それは関係ない。いずれ、必ず、終わる。その時を見据えて今から被害を最小に抑えるべく努力するべきなんだけど、こいつはその真逆の道を突っ走っている。最後の一線、決定的な金銭感覚の崩ほう壊かいさ。もしも実際にナチュラルコンビニが全国津つ々つ浦うら々うらで一斉開店して、誰だれも彼もが数百万の食材を当たり前に買い食いするような時代がやってきてごらん。そこからの『崩壊』の揺さぶりは、かつてのバブルなんかの比じゃなくなる。本当に、この国は倒れっ放しで二度と起き上がれなくなるんだよ」

　立派な鉄橋の上に大勢の人を渡らせて、大丈夫だよ頑丈だよと嘯うそぶきながら、ひっそりと土台の橋げたを引っこ抜くような所業。

　当然ながら、上を歩いている人のその後なんて気にしていない。

　ひゅー!!　という気の触れたような歓声があった。

　ちょっと離はなれた所でカメラのフラッシュ。

　大学生くらいのグループが自分の頭上にたくさんの紙し幣へいを投げかけて、自撮り棒の先のスマホにポーズを決めていた。ブログなり動画サイトなりに投稿するためのネタ作りだろう。

　風に流される紙幣なんか気にしない。

　ばら撒まいた本人も、迷惑そうに見ている周りの人達たちも。

　ビカビカと光り輝かがやくプロジェクションマッピングの照り返しを受けて、ライトアップされた夜桜の花弁が散るように、紙のお金が舞まい飛んでいた。

「彼らの持っているお金のほとんどは、自分で稼かせいだものじゃない。『ネットワーク』間で国債のやり取りを繰り返してレアリティを高めてから個人間取引で『外』に売り捌さばくマジック。つまり、見せかけなんだよ。これが一番怖い。来年までにここまで稼かせげるから思い切って買っちゃえ、借金だ、ローンだ、俺達だったら大丈夫！　……悪いんだけどさ、夢が弾はじけても借金は残るんだ。ブドウが一房三万円、小さな紙パックの感覚で買って帰る酒が一〇〇万円クラス。それが『当たり前』になった彼らの『贅ぜい沢たく』だの『先行投資』だのなんて想像もしたくないね」

「おあつらえ向きに、ナチュラルコンビニを展開するネクストストアホールディングスは一見国内グループを装よそおっていますが、多くの外国人役員を招いているため、実質的に首脳部は海外寄りの思考で埋められています。『純国産の外資系』と言ったところでしょうか」

「じゃあ金銭感覚をぶっ潰つぶすのは、砲弾を使わずにこの国を倒そうとする外国人って話なの？」

　推理マニアが眉まゆをひそめると、美み島しまさんは肩をすくめた。

「どうだかね。『世界の本当の実力者』が絡からんでいるのは事実だろうけど、狙ねらいまでは。本当に害意を持って日本人全体の金銭感覚を崩くずしに来ているのか、あるいは単純に特大の飽食の時代に浮つく日本人にくっついてお金を稼ごうとしているのか。……何にしたって、このまま放ほうっておけば国がなくなるのは事実なんだけど」

「……そんなにも危険なら、出店を止める事は？」

「どんな権限で？　別に売り物に危険性はないし、値段だってインテリビレッジ産であるのを考えれば『適正』。つまり問題らしい問題はない。ここは危険思想の一言で民衆を投獄できる独裁国じゃない。形のない陰いん謀ぼう論ろんで全国二〇〇店舗以上の出店を一斉に差し止めるだなんて資本主義への反逆さ。何より、行政執行機関は軒並み開店休業中だろう？　地裁だって動かないよ」

　あっちは防衛省の差し金かと思っていたけど、そうじゃなかったのか。

　裏の裏は表。

　本当に警察庁も警視庁も首が回らなくなっているだけだった？

　だとしても、それはそれでまずいのか!!

「けどね内うち幕まく君、一番の問題はそこじゃないんだ」

　美島さんはさらに言った。

「海洋封ふう鎖さだのナチュラルコンビニだのっていうのは、枝葉だ。そもそも何でこんな風になった？　複数の格付け会社が台頭してバラバラのリストを作るようになった。何で人類丸ごと集団自殺みたいな事が蔓延はびこった？　世界はこんなにも眩まばゆくて、だけど底なしの貧乏に陥おちいった？　誰だれもが今の状況に不満なのに、混乱を生むリストを全部ナシにして信じなければ良いのに、まるで誰もが否定したがる世界の破滅が書かれた予言書みたいに注目をやめられないんだ？　そんな不自然な『心の動き』の元凶は？　それを何とかしないと根本的な解決にはならないのさ」

　分かってる。

　でも何でそこで俺達たちが出てくるんだ？

　防衛省の陰謀論なんかどこにもなかった。ナチュラルコンビニの全国展開は止められない。なら、開店休業中の背広男一人に何を期待しているって言うんだ？

　美み島しまさんと聖せい歌かさんは、何をどこまで摑つかんでいるんだ。




「実は何も分かってないんでしょ。ったく、トラブルシューターの一番機が聞いて呆あきれる」




　その時だった。

　これ以上ない侮ぶ蔑べつを込めて、少女の声で横よこ槍やりが入った。

　そっちに目をやった艶えん美びが、ちょっと驚おどろいた声を上げる。

「おやまあ惑まど歌かじゃないかね」

「そういうあなたは艶美じゃないかね」

　やはり全ぜん滅めつ村むらで見た女子高生だ。今は逆光を当てると透けそうな白いワンピースの上から分厚いコートを羽織っている。

「どしたの急に？　こんな排ガスだらけの大都会に戻ってくるなんて珍しい。ついこの間、知らぬ間に胸にぽっかり穴が空いていて、あれが初恋だと思った時にはもう終わってたーなんて電話で泣きついてきたばっかりだっていうのに」

「ああいやその話はまた今度ね。ついでにここのホテルのロイヤルスイートは私の私室だよ。年単位で借りているとかじゃなくて、大口の株主になったら非公式の優待なのか部屋がついてきた。……つかね、忍しのぶクンのあの性格なら絶対ハッピーエンドの後になんかあるし。あいつ浮気の山を越えられるとは思えないからいくらでもチャンスあるし、ぶつぶつ……」

　と。

　今まで冷静沈着だった聖歌さんから、ザワリと殺気立った空気が漂ただよってきた。

「役立たずのジョーカーが……」

「はいはい便利なハートのエースさんは隅っこで黙だまってて。言われた事しかできない一〇〇点満点に凄すごまれても誰だれがビビるの？　メインフレームの婆ばあさんの顔色窺うかがいで精一杯だった一番機は、本家を抜けて自じ儘ままに生きる暴走四番機が羨うらやましくて仕方がなかった。でしょ？」

「私が、何ですって？」

「あれえー違ったー？　それともあれかな、本家の攻こう撃げきサーバー達たちが束になってかかってきても私一人の財テクに蹴け散ちらされて、金きん融ゆうバトルで尻尾しつぽを丸めて逃げ出しちゃった事が引っかかっているのかしら？　とにかく民事再生法の申請なんて間抜けなニュースを垂れ流したくなければすっこんでろ、セミプロ」

　明るいマーチングバンドみたいな衣装の聖歌さんに目をやり、鼻で笑って惑歌（……ちゃん？）は先を続ける。

「アンタ投資の時も自分から仕掛けるより相手にボロ出させる方が好きだもんね。主導しているのはそっちの警察のお偉いさん。彼も彼で、思い当たる節は全部調べて、バケツの底に穴がないのを確かめて、首をひねって、最後の最後ですがるように艶えん美び達たちへ接触してきたって感じかな」

「……いやあ、参ったな」

「だって、北の大地の風ふう化か村むらの件があったものね。私も、艶美も、刑事さんも、そこで見ているものね。百鬼夜行とかいう謎の組織と、そこで重宝されてきた特殊な座敷童の一件を。確かあれ、もう一つの黒幕は機動隊じゃなかったかしら。だからリザルトを知ってるお偉いさんはピンときたんだ、後はそこくらいしか残っていないって」

　座ざ敷しき童わらし。

　富と破滅を司つかさどる妖よう怪かい。

　しかも百ひやつ鬼き夜や行こうとかいう組織によって、明らかに手を加えられているであろう個体。

　まさか。

　でも、まさか、そんな、ここまで……!?

「惑まど歌かちゃん」

　美み島しまさんが探るような声を出した。

　一見して柔にゆう和わで、しかし不ふ穏おんが見えればすぐにでも刺しかねない。そんな目で。

「では『小こ手て蜜みつ』の外にいる君なら、何か有益な情報があると？」

「何も。私はそこのお利口さんと違って正直ですから」

　ギリッ!!　と奥歯を嚙かむ音を無視して、惑歌ちゃんはサラリと言った。

「ただし忍しのぶクンからこれだけ聞いてる。ああもう、イチャイチャラブラブ好き勝手やらかしているくせに純度一〇〇％って目で人様を信じてくれちゃってるあのスケコマシからね」

「具体的に何を？」

　単純な問いかけ。

　答えもまたシンプルだった。




「ブラックボックスに一番近いのは俺達だ。外野は余計な事をしないで引っ込んでろってさ」













　　　共有される記き憶おく　二







　おそらく忍しのぶが一〇歳くらいの時だったと思う。

　その日、学校から帰ってきた幼い忍といつものように仏間で遊んでいた赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしは、ふと彼の変化のようなものに気づいてしまった。

　正確に、一体いつからだったかは座敷童にも分からない。

　ただ、今日。自覚的にアクションしてみると、返ってくる反応はやはり予想した通りのものだった。

（絵柄がクールだという理由で流は行やっているが、女の子カードだけでデッキを組む勇気はクラスの誰だれにも出ないらしい）海外製のトレーディングカードをよそに、座敷童はモヤモヤを晴らすべく質問する。

「忍」

「なに姉ちゃん」

「……さっきから気になっていたんだけど、どうしてお姉ちゃんと目を合わせてくれないの？」

　ぴくん、と忍の肩がちょっと動いた。

　扇状に広げたカードへ目をやりながら、彼は努めて冷静な声を返す。

「そんな事ない」

「んー？」

「ないってば」

「むむー？？？」

　無理にでも目を合わせるべく下から覗のぞき込んでみると、やはり忍の目線は横へ逃げる。そちらを追うように回り込んでみると、反対側へ。そんな事を何度か繰くり返しているとついに逃げ場を失ったのか、忍は天てん井じようへ目線を投げ、そのままころんと後ろへ転がってしまった。

　とりあえず膝ひざ枕まくらして真上から見下ろす格好で目を合わせると、もう観念したように忍が口を開いた。

「姉ちゃんが嫌きらいな訳じゃないんです」

「見れば分かる」

「ただ、その、ううー……。なんか姉ちゃんと顔を合わせるのが、おっ、お恥ずかしい！」

「えっ？」

「こう、ぎゅーって熱が集まって、頭がカッカして何にも考えられなくなる訳。自分でも良く分からないけど、これは普通の状態じゃない。いったん落ち着くためには姉ちゃんを頭の中からシャットアウトするしかない!!」

「……、」

「でも何でなんだろうな。姉ちゃんが目の前にいなくても、学校の作文とかで姉ちゃんの事書こうとしたりするとカッカする。これ始まっちゃうとどうにもならないから困っているんだけど」

　しーのぶー、と母の呼ぶ声があり、パッと彼は膝ひざ枕まくら状態から起き上がる。

　何気に解説文が英語なので学校では教材扱いされているカードを脇わきに置いて、忍しのぶは母親の手伝いに向かってしまった。

　でもって。

　一人置いてきぼりにされていた座ざ敷しき童わらしは、何かとんでもない事をしでかしてしまったんじゃないか感に襲おそわれていた。

　要約すると、




　あれ？

　一〇歳の忍から『女』として見られている？？？




　のちに。

　わたわたわたたっっっ!!　と両手を振り回して身振り手振りで人間に相談を持ちかける座敷童。

「ええとその私はひょっとしたら忍の心の開けてはならない蓋ふたをガッパリ開けてしまったのではないかしらこれ大丈夫かしら場合によっては切腹というか女性の場合は喉のどに刃を突き立てる方が正しいけどとにかくそういうのも辞さない構えではあるけどもー!!」

　が、対する忍の母は吞のん気きなものだった。

「というか自然な反応だと思うけど」

「自然!?」

「そもそも心理学だと男の子がまず興味を持つ異性は母親なんですって。エディプスコンプレックスだったかな。でも倫理的にまずいってのはすぐ分かるから、歯止めがかかる。そこで第二ステップ。男の子はその母親の像を参考に、理想の異性の像を形作っていく。と言っても、別に私そっくりの誰だれかを捜すとは限らないわ。母親に似た誰か、あるいは母親にないものを持つ誰か。始点が母親ってだけで、分岐の仕方はそれこそ千差万別って訳」

　ちなみにこの第二ステップを踏ふみ損なうと本格的なマザコンになるんだけど、と彼女は余計な豆知識を盛り込みつつ、

「忍の様子を見ていると、『年上は踏とう襲しゆうしつつ、でも母親にないものを持つ誰か』に転がっているみたいねえ。で、母親以外の、身近で、年上の、接触の機会が多い、異性。……逆に聞くけど、これ以上に当てはまる誰だれかが忍しのぶの周りにいるのかしら？」

「うう」

　論理的に説明されれば分かる。

　だがそれとこれとは別の次元として、座ざ敷しき童わらしは胸の前で両手の人差し指をくっつけたり離はなしたりしていた。

「うううううー!!」

「あっはは！　忍が一片の曇くもりもない神の使いにでも見えていた？　でも男の子なんてそんなものよ。保育園児だって保母さんと結婚するとか平気で言い出すしね。だから忍がそういう風になったのは、何もあなたの接し方の問題じゃないわ。気にする必要も責任を感じる義務もない。彼らはね、生まれてから死ぬまでケダモノの部分を持っているの。今のところはぬいぐるみみたいな丸っこいモンスターだけどねー？　がーおー」

　わたわたわたたっ!!

　もう色んな重圧で潰つぶれそうになっている座敷童が言語化不可能な調子でなおも相談を続けると、上手に読み取った忍の母はこんな風に答えた。

「ええ？　これからどう接すれば良いか。流石さすがに知らないなあそんなの、それは忍とあなたの問題だし。確かに私は忍の親だけど、忍の胸の中にどんな像があるかまで集中管理するモンスターになる気はないしい？　このままあなたを追い続ける事もあれば、第二、第三の異性の像を作って目移りするかもしれない。それは当人の自由でしょ。あなただって変化を望むなら変化するよう振る舞まえば良いし、今まで通りにしたいなら今まで通りに振る舞えば良いし。まあ親としてはソワソワするし、あなた以上の良い女をよそで捜せって相当酷こくなクエストになるとは思うけど」

「……!?」

「突き放すなって？　でもあなただって忍に嫌きらわれるよりは好かれている方が良いんじゃない。ま、保育園児と保母さん、中学生と家庭教師みたいに、普通ならしばらく観察を続けていると年齢差の問題に違和感を覚えて自然と冷めちゃうものなんだけど、あなたの場合はその辺も反則技があるからねえ？」

　何だそれは。

　まだ何かあるのか。

　小刻みに振動している座敷童に向けて、忍の母親は肩をすくめてこう答えた。




「だってあなた、羨うらやましい事に全く歳としを取らないじゃない。このまま忍が成長してあなたの背丈を追い抜いちゃったら年齢差のストッパーは外れちゃうんだけど、その辺どう思っているの？　今あなたが頭の中で浮かべている言い訳、全部奇き麗れいになくなっちゃうんだけど」













　　　第三章　極ごく彩さい色しきの前ぜん日じつ譚たん＠菱ひし神がみ舞まい







　　　　　１




　日本全国が大量消費に浮かれまくっている中、地方空港のラウンジで拳けん銃じゆう隠かくし持ったまんま吞のん気きにコーヒーを吞のんでるぷりちー舞ちゃん。タンクトップにホットパンツ、季節に合わせてジャケット羽織っているんだけど、エアコン効き過ぎでかえって暑いな。お得意様である百ひやつ鬼き夜や行こうの移動拠点がやってくるまでの暇ひま潰つぶしだったんだけど、その真っ最中に衛星携帯電話に連絡が入ってきた。

　番号を見て顔をしかめる。

　出るか、無視するか。判断に数秒、そしてこの数秒で私が逡しゆん巡じゆんしている事を相手に気け取どられたと悟ってうんざり。

　電話に出ると、開口一番本気で呪のろってやりたくなるヤツの声が飛んできた。

『やあ舞、お兄ちゃんだよ。何番目のお兄ちゃんかは分かるかな？』

「恭きよォォォォォォォォォォォうお兄ィィィィィィィィィィィィィたァァァァァァァァァァん」

『呪じゆ殺さつなら贅ぜいか蒐あかね辺りが受けて立つけどその背格好でお兄たんはやめようじゃないか、常識的じゃないなあ！　うわあ本気で鳥肌が出てきた!!』

「んで今日は何？」

『冷たいし常識的な兄妹の会話じゃないなあ。つい最近「夜桜弐式」を譲じよう渡としてあげたばかりだっていうのに、もう恩義を忘れてしまったのかい？』

「その恩義って言葉も家族の間で交わすもんじゃないなあ」

『失敬、僕とした事が常識的じゃなかった。少々死にたい気分だが、これもまあ常識的じゃないんだろうなあ、くすくす』

　……あれ？　何だろう、この着流し常識バカ。口振りに反して、常識から半歩ズレた自分を楽しみ始めているような節があるんだけど、なんかあった？　……いや、まさかな……。だって相手はあの『菱神の男』なんだし。

『そろそろ本題に入りたいんだけど、舞。ちょっとお兄ちゃんの頼たのみを聞く気はないかな』

「内容による。アンタをぶっ殺せっていうなら報ほう酬しゆうナシでオーケー」

　何の気なしに、いつも通りにそんな風に切り返した。

　が、やってきたのはやっぱりいつものこいつらしくもない非常識極まる返答だった。




『うん。舞まい、ギブアップだ。正直もううんざりしている。これ以上菱ひし神がみグループが気持ち悪く変質していく前に、「菱神の女」の手で瓦が礫れきの山にしてくれないかな』




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

『菱神の男』は静的な集合を示す。

『菱神の女』は動的な離り別べつを示す。

　どちらかに善悪がある訳じゃない。時代の混乱期には『菱神の男』が台頭して巨大組織を築き上げ、時代の退廃期には『菱神の女』が台頭して腐くさり切った巨大組織を壊かい滅めつさせる。

　人類全体にとっての、エロスとタナトス。

　菱神の女は凶事を招く。

「そっか……」

　私は衛星携帯電話を手にポツリと一言。

　ラウンジのソファに背中を預け、高い高い天てん井じようへ目をやり、さらに続けて、

「……もう『そんな』になっちゃった、か」

『盛じよう者しや必ひつ衰すい。退廃期というより、もはや爛らん熟じゆく期きか腐ふ敗はい期きとでも言った方が良い。僕も色々考えたんだけどね。落ちぶれる企業を立て直す方法はいくつかあっても、無限に成長を続けて肥大しまくる企業を抑える方法なんてなかなかないんだよ』

「うー、あー。樒しきみの婆ばあさんも面倒なもん押し付けてくれたよねえ。何が菱神筋の始祖だっつーの、胸張るような事か」

『あの人が悪さをした訳ではないさ。ただ平安の頃ころに摑つかめないものは月だけだと謳うたったどこぞの権力者が、実際に衛星を一つ手に入れてみたくなって分かりやすい「力」を欲した結果、人工的に造られた血筋が僕達たちの始まりだ。時代が、常識が、それを牛ぎゆう耳じる者が行った罪だ、樒さん個人を責めるのは常識的に見ても酷こくだろう』

「その貴族野郎、今からでも口寄せしてテキトーな式しき神がみにでも魂たましい憑つけてドツキ回そうかね」

『そんな常識的じゃない事やらなくても大丈夫だよ、あの人は日本人より早くアポロ計画で先を越されてきっと天国で悔しがっているさ』

　それより本題だ、と恭きようは切り返し、

『僕達はあくまでも常識に従うつもりだが、その常識自体が気持ち悪くて仕方がないんだ。例の内うち幕まく刑事にも期待していたんだが、いかんせん時代の流れが早過ぎるみたいだし。だから舞、頼たのむから「本業」に勤いそしんでくれないか？　僕の知る常識が僕の知る範はん囲いに留とどまっている間に、息の根を止めて欲しいんだよ。安楽死、常識的な言葉だろう？』

「ちなみに何で私？」

『適任だと思って』

　菱ひし神がみ恭きようはけろりとした調子で即答した。

『表に出て行った「菱神の女」にも色々いる。

　生産を破は壊かいする顕あらわ、







　教育を破壊する失しつ、







　制度を破壊する由ゆう、







　倫理を破壊する夢ゆめ、







　健康を破壊する落らく、







　信しん頼らいを破壊する籤くじ、







　金きん融ゆうを破壊する浪ろう、







　伝統を破壊する新あらた、







　信仰を破壊する箍たが、







　希望を破壊する天あま、







　他にも色々。
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でもまあ、今回のケースじゃあ一番の適任はやっぱり、君、舞まいだろう。あるいは樒しきみさんよりも艶えん美びよりも君だ』

「私の菱ひし神がみが何だか知ってて言ってる？」

『真実を破壊する舞、盛じよう者しや必ひつ衰すいには最適だ。……おっかない、見方によっては始祖の樒よりも異質なんじゃないのかな』

　なるほどね。

　そういう『見方』をできる事自体が生産的というか何というか……ま、この辺はどこまで行っても『菱神の男』って訳か。

『どうだろう舞。お兄ちゃんの顔を立てて、ここは引き受けてはくれないだろうか。菱神グループは、そろそろ僕達たちの手を離はなれて勝手に暴れ始める。気持ち悪いよ、無限に膨ふくらみ続けて死ぬに死ねない、そんな構造の一部になるだなんて想像もしたくない。こうして話しているだけで夢に出そうだ。有終の美っていうのは至高の贅ぜい沢たくなんだよ。舞ぶ台たいを下りるというのは、極めた者にしかできない選択だ。だからさ、頼たのむよ。舞、僕の常識的な尊厳を救ってはくれないか？』

「そうだねえ」

　くすくすと笑って。

　衛星携帯電話を摑つかみ直して。

「じゃあ最大最悪の舞ちゃんから愛いとしいお兄たんへ、カンッペキな終わりを与えてあげよう。絶望するよ、真っ黒になるよ、世界の全部が信じられなくなるよ。それでも良いのなら」

　電話口から吐息が聞こえた。

　微かすかな期待を込めたもの。死の休息。

　でも何を考えてんのかね。盛者必衰、有終の美？　私は根本的に『菱神の女』だぞ。樒のババアじゃあるまいし、人に期待されたまま人を幸せにする道なんて選ぶとでも思ってんのか。




「菱神グループを倒す一番の方法は、何もしない、だ。存分に内から腐くさって崩くずれて、目の前に楽に死ねる方法があると分かったまま壊え死しの苦しみを味わい尽くしていけよ、『菱神の男』」




　何か言おうとした恭きようを無視して、電話を切る。踵かかとに銃を隠かくしたブーツで床をトントン。

　そしてコーヒーを一口。

　甘ったれんなよ、お坊ちゃん。

　何なら驕おごりの時代に惹ひかれて妖よう怪かいさｉ木カズが出てくる確率きせきでも願ってな。




　　　　　２




　青あお行灯あんどんとの戦争中に菱神航空工業から急きゆう遽きよ買い取ったっていう新しい移動拠点もすっかり百ひやつ鬼き夜や行こうカラーに染まったもんだ。ここが高度五〇〇〇メートルである事も忘れそうなくらいで、見た目だけなら京の都の公家とか貴族とかの大邸宅と変わらない。人工物の塊かたまりだけど、こんな中では自然が大好き妖よう怪かい達たちも居心地が良いのか、結構あっちこっちで気ままにくつろいでいる。

「母ちゃん」

　と、そんな中でも滅法無害で愛らしい、犬型妖怪すねこすりの親子がここに。

「ここに寝て、母ちゃんの毛け繕づくろいする」

「何だい儀ぎ助すけ。四本足の生き物っていうのはね、人間の赤ちゃんと違って生まれて数時間も経たって、自分の足で立ち上がった時には、もう親離ばなれを始めているものなのよ。ったく、あのダメ亭主が。こんな事も教えてこなかったって言うのかい」

「父ちゃんはダメじゃないよ。だってちゃんと約束を守った！　たとえどんな暗くら闇やみの中からでも母ちゃんを絶対に見つけ出して、また家族三人で暮らせるようにするって。男と男の約束をきちんと守ったんだ」

「……、」

「だから父ちゃんはすごいんだよ。こうして毛繕いできるのも父ちゃんのおかげ！　父ちゃんは俺の英雄なんだ！」

「こらやめなさい儀助、くすぐったい」

　そんなやり取りをちょっと離れた場所、つまり私の足元で眺めている本家本元すねこすり。なんかお父さんモードで目元が潤うるみそうになっているので、うりうりとブーツの先を押し付けてからかってやる事に。

「悪いんだけど、一家の団だん欒らんは仕事を済ませてからね。百鬼夜行にいる以上、今のアンタは父親である前に私の窓口、正規エージェントだ」

「分かっていますよ」

　すねこすりと二人、そっと温かい場所から離れていく。

　他にも見慣れない妖怪や術者があちこちにいる。猫びよう鬼きの使し役えき者しやは病びよう魔まのヤツにべったりって話だし、四〇式の座ざ敷しき童わらしは特別枠の座敷牢ろうだったかな。

「結局、その、三九式……あの赤い浴衣ゆかたの座敷童さんはどれくらい危険なものなんですか？　ええと、私が知る限りではそんなイメージは湧わかないのですが」

「それも含めてお嬢じようちゃんから話があるでしょ」

　と、そんな風に言い合っていた時だった。

　なんか見つけた。

　いつもお嬢ちゃんが常駐している、身内からは『天てん守しゆ閣かく』なんて呼ばれている大広間の襖ふすまの前で、なんか色っぽい巫み女この姉ちゃんが身を屈かがめて奥を覗のぞき込んでいる。

　というか五本指の一角、『巫ふ蠱この透とう視し者しや』っぽい。

「な、何やってるんでしょうね？」

「目め隠かくし巫み女こが覗のぞきとかすげーギャグ時空っぽいね」




　　　　　３（3rd person）




「病びよう魔ま」

　紫色の着物を纏まとう少女、百ひやつ鬼き夜や行こう最高指導者の祝はふりは凜りんとした声を放った。

　最強の実力を持つ五本指の一角、『病魔の使し役えき者しや』は床に額がつくほど深く深く頭を下げていた。ＳＷＡＴのような漆しつ黒こくの特殊戦せん闘とう服ふくに、あちこちのホルスターに収めた大量の呪じゆ符ふ。自家生産のストレスを符で操って病魔を錬れん成せいするその男は、全身筋肉の塊かたまりといった大きな体を極限まで平伏して、彼女の話を耳に収める。

「急な呼び立てですみません。ですが真っ先にあなたの耳に入れておきたいと判断したのです」

「はい」

　この少女が懐ふところ刀がたなとも呼べる五本指を呼びつけたのだから、相当の事であろう。それも人払いを施ほどこし、側近さえ下がらせての相談。下界では複数の格付け会社の問題から発展した国際的な金きん融ゆう停てい滞たい、大暴落による混乱が続くとも聞く。『ネットワーク』を使ったマジック、多た国こく籍せき連合軍による海洋封ふう鎖さに、防衛省の不ふ穏おんな動き、国内系を装よそおう外資系のナチュラルコンビニを利用した金銭感覚の崩ほう壊かい計画。その解決ともなれば、荒事の必要性も出てくる。だがどこへどのような形で投入されるにせよ、必ずやその期待に応こたえると『病魔の使役者』は心に決めている。

　なので、いかなる勅ちよく命めいであろうが心が揺らぐ事はないという確信があった。

　この少女に死ねと言われれば死ねるのが彼だ。

　そして祝は本題を切り出した。

「……つい先ほど気づいたのです。いえ、ひょっとしたら取り立てて騒さわぐほどの事ではないのかもしれませんが」

「はい……？」

　何かしら、重要作戦の暗あん喩ゆかと勘かん繰ぐった。

　だがそういう訳でもない事が、直後の祝の台詞せりふでもって証明される。




「病魔。つまりどうやら私は初めての生理が来

「うおっほんッッッ!!!!!!」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………？？？

「病びよう魔ま？」

「ごほごほ、いえ失礼。申し訳ありません祝はふり様、今一度、この病魔めに拝命いただけますと」

「ええ、私も座して待っていた訳ではありません。一通りは自分の力で調べてみたのです。こういう場合には慣例として赤飯を炊くものだと。後は生理用品にはいくつかの種類があるらしいのですが、私一人では判断しかねる部分もありまして。病魔、あなたにも手伝ってほしいのです。この場合私はどちらを選ぶべきか、そう具体的にはナプ───」

「げふんげほん!!　うえっ、がぶぐちゃ!!!!!!」

「───ンポンか、あら？　病魔、一体どうしたのですか!?　自家生産のストレスの制御に問題があるのでしたらすぐに香こうの準備をするよう伝えますが!!」

　思わず口から血の塊かたまりが飛び出した『病魔の使し役えき者しや』へ、心配そうに祝が声をかける。

　とりあえず小刻みに震ふるえて平伏したまま、しかし意味が分からずに頭の中を疑問符でいっぱいにしている『病魔の使役者』は、恐れ多くも最高指導者に異を唱えてみる事にした。

「あの」

「何でしょう？」

「……それが何な故ぜわたくしめの出番になると……？」

「病魔は私の主治医のようなものではありませんか。私の肉体の基幹構造について、あなた以上に詳しい存在はおりません。表面上を模も倣ほうする影武者の豆まめ狸だぬきの線も考えはしたのですが、やはり内部を含めた総合的な観点から見るに、病魔に相談するのが一番だと考えたのです」

　祝の声に淀よどみはなく、もっと言えば照れや羞しゆう恥ちの情は微み塵じんも感じられず、本当にただ相談しているだけだというのは良く分かる。

　超信しん頼らいしている。

　そう、彼女からしてみれば風か邪ぜを引いたので馴な染じみの医者に診てもらうのと変わらないのだ。

　だがこんなナリやスキルに反して、『病魔の使役者』は常識人であった。

　そして面倒臭い事にサムライ気質の男でもあった。

　両手で三つ指をつき、美しい日本の土ど下げ座ざのまま『病魔の使役者』は全力の思考を回す。

（ええー？　確かに代理母製造などの都合もあって、祝様に関して言えば目を瞑つぶっていても解剖図をそらで描けるほどに詳細を把は握あくしてはいるが、そもそも論として医師免許も持っていない俺が祝様の体を診ている事自体、言ってみれば『ごっこ』で医者の真ま似ねをしているのがもう人として駄だ目めなのではないか……？）

　ギリギリギリギリー!!　と胃袋の辺りにとんでもない重圧がかかる。

　命令だったとはいえ、何だか軽めに切腹したくなってきた。

　言い忘れていたが、彼は非常にストレスが溜たまりやすいナイーブな心の持ち主でもある。

「どうしたのですか、病魔？」

「い、いえ。しかしそういう話であれば、例えば妹の……そう、『巫ふ蠱この透とう視し者しや』などに話を回した方がよろしいのではと」

「あの、それがなのですが、それとなく話を聞き出してみたものの、どうやら生理用品の類たぐいは全く使っていないようで。経血のこんとろーる、ですか？　歩行だの鼠そ蹊けい部ぶの筋肉の締しめ付け方だの、私にはいささか難易度が高過ぎるようでしたのでどうしたものかと」

「何でしたら『情じよう念ねんの捕ほ食しよく者しや』という手も」

「彼女は想像妊娠のスペシャリストなので当てになりません。月経周期などないに等しい生活ではないですか。……ねえ病びよう魔ま、ですからあなたにしか頼たのめない事なのです。私の悩みの相談に乗ってはいただけませんか？」

　祝はふり様、キラッキラの笑顔。

　一方病魔は死相が出てる。

「……、」

（どうするっ!?　この無む駄だに高めてしまった信しん頼らいにどう始末をつけるのだ俺よ!!　いいやまだ他に何か手はあるはずだ、切腹は容た易やすいがそれでは祝様の憂うれいを取り除けぬ！　『猫びよう鬼きの使し役えき者しや』などは……駄目か。青あお行灯あんどんからの合流組は言ってみれば外と様ざま、これから武功と忠義によって信用を重ね、本丸との距きよ離りを縮めていく段階。流石さすがにいきなり祝様と二人きりで謁えつ見けんさせては摂政関白を気取る他の幹部連中との間に不和が生じかねん。ではどうすれば……!!）

「ハッ!!　そうだ、座ざ敷しき牢ろうにおられます迷めい様などにご相談されては!!」

「この愚おろか者!!　実の母にこのような話ができますか、恥ずかしい!!」

　羞しゆう恥ちの基準が分かんねえー!!　と本当に喉のどまで出かかったが、やはり『病魔の使役者』は現代に生きるサムライなのだった。主君にツッコミを入れて恥をかかせるなどもってのほか。

　あくまでも平伏のまま、『病魔の使役者』は地雷処理みたいな探り探りで状況の打開に努める。

「しかし、しかしです祝様。生憎あいにくと、わたくしめもまた、婦人向けの生理用品などにはとんと縁のない生活を送っているはずなのですが……」

「病魔」

　ピシャリと遮さえぎられた。

　抜き身の名刀を彩いろどる冷たくも妖あやしい刃文のような、えらい威圧が迫る。

「……この百ひやつ鬼き夜や行こう最高指導者である私の決定に背そむくと、あなたはそう言っている訳ですか？」

「いえ!!　いいえ!!　滅めつ相そうもございません祝様!!」

　平に平にと頭を下げて、額と床が摩ま擦さつで軽く発火しそうになりながらも、真ま面じ目め人間『病魔の使役者』は運命の舵かじ取とりに悩みまくっていた。

　前後左右、ここからどう進めば良いというのだ!?







　そして襖ふすま一枚挟んで『巫ふ蠱この透とう視し者しや』はわなわなしていた。

　妹は見た!!

「……一体、一体私のお兄ちゃんに何が!?　ハッ！　言われてみれば幼少期、体内に収めた蟲むしの制御を誤ってお兄ちゃんに取り除いてもらった事があったけど、まさかあそこで何かのネジが外れて巡り巡ってこのような史上最強のお医者さんごっこが板についたと！　どうしようこれ私の責任じゃんもおー……!?」

　何やら面白い事になっているグラマラス目め隠かくし巫み女こだが、仮にも相手は単たん騎きで大陸を一個沈めると噂うわさされるあの五本指の一角。その辺のぬいぐるみ妖よう怪かいではそうそう簡単にツッコミを入れられるものでもない。

　なので、ぬいぐるみ系代表の豆まめ狸だぬきに引っ張られてやってきた同格の『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』、黒い執事服にメガネの優やさ男おとこが自分のこめかみを指でぐりぐりしながらようやくの一声を掛けていた。

「よお、さっきからテメェ何をしてやがるんだ。殺気ばら撒まき放題で周りをビビらせてんじゃないよ大人げない」

「ハッ!?」

「大体そっちは祝はふり様が直じき々じきに人を払っている最中だろうが。何が起きているかは興味もねえけど、変な疑念を持たれて僻へき地ちに飛ばされても知らねえぞ」

「いっ、いえこれはその、違うのです神業よ!!」

「何が正しくて間違っているのかなんて俺には分からんよ。ただ祝様が下がれと言ったら下がるんだ。基本だろ？　つーか所しよ詮せん俺達たちは手の先についている指の一本だぜ、弁わきまえろ。何を思い上がったか知らねえが、指先風ふ情ぜいが頭の祝様を上回れるとでも考えたのかーこいつー？」

「……、」

　そう言われちゃうと反論できない。

　そもそも祝の真意など分かるはずもないのだ。何やらっ、何やら!!　このまま放ほうっておくと襖一枚隔へだてた向こうでとんでもない時空が展開してしまうような気がするが、それもまた『巫蠱の透視者』から見た一面的なもの。その采さい配はい一つで国家の運命が決まる祝の側からすれば、どのような些さ事じであれ、思考を乱し策略を止める存在は看過できないのかもしれない。それは巡り巡って世界の歴史全体を左右するものなのかもしれない。

　そんな風に、無理矢理にでも納得する事にした。

　大変後ろ髪を引かれながらもその場を去ろうと、屈かがんだ状態からゆっくりと立ち上がった。

　その時であった。

　キィ……という軋きしんだ金属の音が聞こえた。決して大きくはないその音に触発され、不思議と見えない手で顔を摑つかまれたようにそちらへ振り返った目隠し巫女は、やはりそこで見た。

　同じ五本指の一角。

『伝でん家かの超ちよう越えつ者しや』。

　ボロボロの幌ほろ付き車くるま椅い子すに腰掛けたその老人が、ひたりと彼女の顔を見据えていた事を。

　和装の老人は安易な言葉など放たない。

　だが確かに、コクリと一度だけ頷うなずいたのを。

　そしてその目が雄弁に語っていたのだ。やりたいようにやるが良いと。

（伝でん家かのおじいちゃん……!!）

　ぶわっ!!　と目め隠かくしの奥で泣きが入りそうになった『巫ふ蠱この透とう視し者しや』だったが、今はそれどころではない。背中を押された事でやるべき事が明確に見えた。巫み女こ装束の袖そでの中から、ジャカジャカ!!　と勢い良くドイツ製の古い拳けん銃じゆうを二丁ほど飛び出させる。

「あっ、ちょっと待てこいつ!!　殿中だぞ!!」

　慌てふためく『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』の言葉なんぞ聞きやしない。そのまんま天の声に導かれるように、『巫蠱の透視者』は勢い良く襖ふすまを蹴け倒たおして中へ踏ふみ込んでいく。

「このお兄ちゃんめ!!　立派な事件だバカヤローッッッ!!!!!!」

[image: ]




　　　　　４




　そしてご乱心の目隠し巫女さんは他の『五本指』が何人も飛び交う形で取り押さえられ（何でか伝でん家かのじいさんだけは鷹おう揚ように頷うなずくだけで何にもしてなかった。多分うたた寝して船を漕こいでいる）、今は座ざ敷しき牢ろうの方で頭を冷やしている真っ最中らしい。

　でもって何だかしばらくお嬢じようちゃんは奥に引っ込んでいた。

　組織に属する女性系の妖よう怪かい達たち、女天てん狗ぐ、二口女、飛ひの縁えん魔ま辺りに相談事があるみたい。ちなみにあの病びよう魔まのヤツが珍しく、妖怪達を死ぬほど拝んでいたのもレアっちゃレアだったかな。

「お待たせいたしました」

　再びやってきたお嬢ちゃんは涼しいものだった。

　うーん、『五本指』大暴れだっていうのに、妙な落ち着きを手に入れたなあ……。

　ちなみに本題の方はと言うと、

「『巫ふ蠱この透とう視し者しや』とも関連があったのですが……話を聞くのはもう少し時間がかかりそうです。一体彼女に何があったのか。文字通りに虫の居所が悪かったのやもしれないのですが……」

　私の足元では、すねこすりが小刻みに震ふるえていた。

『五本指』同士の直接戦せん闘とうがよっぽど恐ろしかったみたい。無理もない、やってる事はボケとツッコミだろうがそれで大陸沈める連中だぜ。ほのぼの観察なんかできるかっての。

「せ、制御系の問題でしょうか？　リアルに蟲むしを飼っている人の事は良く分かりませんね。ぶるぶる」

「ああ、でも、目め隠かくし巫み女こさんの話になったとなると」

「お母様……百ひやつ鬼き夜や行こう極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらしからの協力は取りつけているのですが、やはり三九式がもたらす『破滅の運命』に抗あらがうだけの出力は提供できない、との分析結果が出ています」

　……、参ったね、こりゃ。

　あれだけ最強最強息巻いていた旧百鬼夜行組でもこの有り様か。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいってのはどこにだってついて回るもんだ。

「……ま、オカルト極めた程度で何でもかんでも順風満まん帆ぱんになるんなら、そもそもお嬢ちゃん達の祖先だって壇だんノ浦うらに沈む事もなかったか」

「？」

　グローブ＆インゴットだのトリプルローゼスだの、世界中の複数の格付け会社がムキになってバラバラの評価リストを出した事で始まった、各国の国債の価値の崩ほう壊かい。空回り？　ブラックボックス化？　まあ何でも良いけど、どこまで影えい響きようは広がっていたっけ。

　米ドルや欧州ユーロは当然として、新興五ヵ国なんて呼ばれている中国元げん、伯レアル、印ルピー、露ルーブル、南阿ランド。他にも韓国ウォン、香港ドル、豪州ドル、とにかく何でもござれ。電子マネーや仮想通貨も軒並みやられているんだっけ。

　何とか無事なのは『ネットワーク』。今までその存在を忘れられていたり侮あなどられていたりした場所がぽっかりと開いた、複数のエアポケット。でもって、幸か不幸か日本もその一角に食い込んでいた、と。

　と、見た目にはこれが問題の概がい要よう。

　でも根本的におかしいんだ。

　セーフバンキング、トリプルローゼス、蓬萊公司ポンライコンス、まあ何でも良い、複数の格付け会社が台頭するのはまだ分かる。でもてんでバラバラの評価リストなんか出る訳ない。評価は会社が『決める』ものじゃないんだ。天気予報と一緒で、専門家が『計算している』だけなんだ。手間も時間もかかるけど、その気になれば素人しろうとだって答えは出せる。ほんとに訳の分かんないリストを提出したってアマチュア投資家に見抜かれておしまいってだけ。

　にも拘かかわらず、そんな動きにはなってない。

　誰だれもが否定したがる破滅の予言書を誰もが信じてしまうように。

　つまり、問題の本質はお金でも国債でも情報でもない。『心の動き』だ。

　そして私達たちは、早い段階から元凶について予測を立てていた。

　富を司つかさどる妖よう怪かい。

　破滅をもたらすチゾメノザシキワラシ。

　しかも百ひやつ鬼き夜や行こうの手によって、世界の運命さえ自在に操るほどの力を得た。

　すねこすりは私の足元ですりすりしながら、

「やはり、三九式が中心なんですね」

「ええ。そして四〇式はほぼノーリスクで安定的に運命の改変を行える代わりに、その力は常に均一で、突発的な波が激しい三九式の上限値には敵かなわないとの話です」

「何しろ呪まじなはこの問題を何とかするために、一億五〇〇〇万人をゾンビに作り変えてでも国土の強きよう靭じん化かを進めようとした訳だしねえ。その国民総員で『赤』を押さえ込んでいる間に、常に安定的な四〇式の力で運命全体を捻ねじ曲げようとした。あの天才の中の天才でさえ、そんな選せん択たく肢ししか残らなかったんだ。何の犠ぎ牲せいもなく解決するのは不可能に近い、か」

「……犠牲と安易に言いますが、許容すれば可能であると？」

　お嬢じようちゃんの言葉に、すねこすりがビクッと体を震ふるわせる。

「どうだろうねえ」

　こっちもプロなので、できない事まで安易に請け負うのも真しん摯しじゃない。

「『赤』が佇たたずむ納のう骨こつ村むら一帯は、おそらくもう見えない迷宮と化してる。害意のある者が近づこうとしたって世界の運命そのものが邪じや魔まして阻はばむ。いいや、害意がなくて、他の誰かに操られている者であっても以下略かな。むしろ、呪のヤツがあそこまで肉にく薄はくできた方が異質だったんだ」

　つーか。

　目め隠かくし巫み女こさんが大暴れしたのだって、巡り巡って『赤』の利に適かなった運命なんじゃないの？　一見馬鹿馬鹿しい事でももう笑ってられないんだよ、今の状況を考えると。

　問題なのは面白時空じゃない。

　未来だの運命だのを直接視野に入れる、あの『巫ふ蠱この透とう視し者しや』があんなに振り回されているってのが厄介なんだ。一番のスペシャリスト、でもって三九式の力を最も見破る公算の高い強敵から、真っ先に叩たたき潰つぶす形で。しかもカンッペキに継ぎ目なしで運命のレールを切り替えて。もういつ迷い込んだかは誰だれにも分からない。地雷探知機持った爆ばく弾だん処理班でも踏ふんづけるって状況なのに、徒と手しゆ空くう拳けんの私達たちにどうしろって言うんだってね。

　他にも……妹の艶えん美びとか、小こ手て蜜みつ関係とか、座ざ敷しき牢ろうの四〇式とか、『核心』に迫れる可能性を持った連中の動きは要チェックかな。もしも普段じゃありえない行動パターンを取っていたら術中にはまっていると睨にらんで良い。ひょっとしたら、見た目は面白時空の実質脱出不可能な『迷宮』の中で踊らされている可能性もゼロじゃない。

　つまり、三九式に挑むも何も、まず三九式に認められなければ近づく事もままならない。

　幸か不幸か、どっちに転ぶにしたって様々なハプニングが起きて、万全の準備を呆あつ気けなく突き崩されて、本人も気づかない内にギブアップを迫られる。幸せってのは怖いよ。栄転させて地方に飛ばすっていうかさ、人は幸せになる事には抗あらがえない生き物なんだ。そして座ざ敷しき童わらしはそれを操り、自分好みの展開を整える。本人の自覚のあるなしに拘かかわらず。あの座敷童と同じフィールドに立てるとしたら、それこそ生まれる前からの付き合いくらいの強固な繫つながりがあって、嗅きゆう覚かくで癖くせを見抜けるくらいでないと無理でしょうね。

　でもって多分、それは私達の役目じゃない。

　鍵かぎは納のう骨こつ村むらに住んでいる高校生が握っているんだ。哀かなしい事にね。

　お嬢じようちゃんはお嬢ちゃんで思案しながら、

「あの不安定な三九式が、そこまで高精度で我々を迎げい撃げきできるとも思えないのですが……」

「分かってんでしょ？　こんな最悪な状況を作るだけ作って『赤』が空中分解なんか起こしたら、それこそ何が待っているかなんて見えないよ。うちの庭までこっそり近づいてきた原げん潜せんが、弾道ミサイルの発射もしないでいきなりメルトダウンを起こすようなもんだ」

「被害が出るのは同じだけど、被害の予測がつかなくなる……ってところですか」

　すねこすりの言葉に私は息を吐いて、

「はた迷惑なのは変わんないけどね」

「……運命論の破断によって、時空が崩ほう壊かいする可能性は？」

「それこそ終末論のシミュレーションなら巫蠱の姉ちゃんに頼たのんでよ。ただ、逆に言うけどお嬢ちゃん、今この世界はくまなく三九式の影えい響きよう下かにある。この移動拠点と同じさ、いきなりエンジンが全部火を噴いたとして、安全に着陸できる見込みはどれだけ残っているのかな？」

　そう、単純に元凶を倒せばおしまいって訳じゃないんだ。

　そんなに軽い存在じゃないんだ。

　目に見えているのがお金の話だからって、そこで問題を矮わい小しよう化かしちゃあいけない。座敷童の根本にあるのは運命を操る力、つまり今度の相手は世界の運命だよ？　日本とかアジアとか地球とか太陽系とか銀河系とかいう話じゃない、『世界』ってでっかい枠組み全部だよ？　もう国造りの神様のやる事さえ超えているかもしれない。まして人間の手で何とかなるレベルの問題なのかね。

　盛じよう者しや必ひつ衰すい。

　どれだけ盛んな者もいずれ必ず衰える。

　運命の牙きばや爪つめってのはそういう規模。その不可逆の流れみたいなもの全部に抗あらがえる存在なんてどれだけいる？　世の中には忘れられた神様だってゴロゴロいるって有り様なのに。

「百ひやつ鬼き夜や行こうから離はなれた、柔軟な頭を持つあなたに今一度お尋ねします」

「はいよ」

「……我々にできる事は？」

　大きな意味を持つ言葉だった。

　そして私も私で肩をすくめ、率直に答えた。

「ま、外堀を埋める必要はなさそうだからなあ。てっきり青あお行灯あんどんグループとの戦争で疲ひ弊へいした百鬼夜行を襲おそってきたり、旧リーダーの呪まじなが起こしたゾンビパニックの責任追及とか大義名分掲げて攻め込んでくるアホが出てくるかと思ったけど、そういう気配もないし……」

「良くも悪くも、青行灯のおかげでしょう。元々、彼女は全国各地から『変えようとする者』を徹てつ底てい的てきに青田買いしてきたはず。つまり不ふ穏おん分子を一ヵ所に束ねた上で撃げき破はされたのです。彼女の誘さそいに乗らなかった、もしくは誘うだけの価値もないと判断されたその他大勢に、百鬼夜行に牙を剝むくだけの気き概がいは残らなかったのでは？」

「だとすると、本丸の『赤』くらいしか相手はいなくなるんだけど」

「先ほどの問題に戻ります。納のう骨こつ村むらの周辺は目に見えない迷いの森。継ぎ目なく世界全体を操る運命論に阻そ害がいされる最高難度の迷宮。それを前にして、私達たちにできる事は？」

　うーん。

　これを認めるのはプロっぽくないんだけど。

　でも直接的な危機を前に、メンツとかプライドとか掲げて本質から遠ざかるってのも私の性分じゃないし、こう答えるしかないかなー。




「あなた達の恋を応援してあげるー、なんて無責任な言葉は良く聞くけど、実際にそれで上う手まくいったなんて話はとんと知らないねえ」




　結局、これはそういう話。

　何とも恐ろしい事に、たった一組のバカップルの決断に七〇億人の未来がベットされちゃっているって訳だ。




　　　　　５（3rd person）




　菱ひし神がみ舞まいとの『会合』を終えると、紫色の着物の少女、祝はふりもまた大広間から席を外した。最低限の護衛として影武者の豆まめ狸だぬきを傍かたわらに控えさせたまま、古都に佇たたずむ旧家の大邸宅のような廊下をしばらく歩いていくと、やがてその豆狸に向けてこう告げた。

「では、あなたもここまでという事で」

「嬢じようちゃん」

「大丈夫ですよ。百ひやつ鬼き夜や行こうの技術は確かなものですし、何よりアレは私の家族です」

　呪まじなとの戦いは終わり、喪もは明けて、少女もまた色鮮やかな着物に着替えている。

　どこか心配そうな声を掛けるぬいぐるみのような豆狸に淡く笑って、祝は入口にそっと手を添える。それは戸というより門。鍵かぎの機構がなくとも純粋な厚さと重みだけで開閉に難なん儀ぎしそうな木製の扉は寄よせ木ぎ細工のように複雑で、極ごく一部の世話役と祝以外の操作を頑かたくなに拒こばむ。

　うっすらと開いたその隙すき間ま、暗がりの向こうから、何かが流れ込む。

　この時点で空気が変わる。雰ふん囲い気きが吞のみ込まれる。

　敢あえて言うなら時代。

　時間や距きよ離りの概がい念ねんさえ、奥で待つ暗がりは断絶し、孤高を維持している。

　小さな両手に目一杯の力を加えると、それまでの厚さ重さが噓うそだったように、あっさりと門は開いていく。

　中は茶室が二つ分ほど。

　祝のいる片側は板張りで、もう片方が畳たたみ敷じき。

　そして間には破は邪じやで知られる桃の木を使って頑丈な格子が築かれ、子供の祝でも身を縮めなければ潜くぐれないほどの小さな扉を除いて、一切の往来が禁じられていた。

　座ざ敷しき牢ろうだ。

「お母様」

　祝は声を掛ける。

　暗がりの中、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくが照らす淡い肌の色が、ことりとわずかに傾かしいでいた。

　衣きぬ擦ずれはおろか、吐息の音さえ聞こえない。

　だが、いる。

　どこか祝にも似た、ばっさりと肩のラインで切り揃そろえた艶つややかな黒髪。健康的と呼ぶにはやや遠いが、蠱こ惑わくと呼ぶ程度では絶対的に言葉が足りない滑なめらかな肌。顔の半分を覆おおううっすらとしたベールの向こうで、左右で色の違う瞳ひとみが瞬まばたきもせずに祝を穿うがつ。白い浴衣ゆかたを着崩して、その豊満なボディラインを隠かくそうともしない女性は、正座を横に崩したような体勢でじっと佇たたずんでいた。非生物的に、何かの置物か、あるいは夢幻のように。首から下げたヘッドマウントディスプレイだけがひどく近代的な流線形の集合で、霧きりから浮いている風にも思えた。

　百ひやつ鬼き夜や行こう極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし。

　迷めい。

　少女の、実の母親。

「お変わりはありませんか？」

　祝はふりが声を投げても、そのグラマラスな妖よう怪かいに反応はない。

　こうしている少女自身、己が何を望むのかは判断がつきかねた。破は邪じやの牢ろうへの軟禁は四〇式の持つ『世界の運命を変える力』が不規則に洩もれないための苦肉の策だったが、これもまた、正しい行いかどうかは不明。前例がないのだ。因果や時系列を問わずあらゆる世界を垣かい間ま見る『巫ふ蠱この透とう視し者しや』は一応の太鼓判を押しているが、彼女もまた、自分の瞳ひとみで見たモノが正確な情報なのか、すでにこの時点から操作・誘ゆう導どうが始まっているのかは証明のしようがないはずだ。

　迷は何も言わない。

　最低限の言語はおろか、身じろぎ一つ、あるいは呼吸や脈拍さえも怪しい。世話役が手を動かさなければ、おそらくその髪や肩にうっすらと埃ほこりさえ積もっていただろう。まるで、一人の男の死と共にコントローラを置き忘れてしまったような、その有り様。

　だからこそ。

　ひょっとしたらこれは己自身との対話に過ぎないのでは、と祝は考え始めていた。

「私達たちは、あなたの目指していたものを破は壊かいしてしまったのかもしれない」

　ぽつりぽつりと。

　絶対に返事のない言葉を、降り始めの雨のように少女は洩もらす。

「その結果として、あなたが危き惧ぐしていた通りの世界がやってきたのかもしれない」

　迷は動かない。

　投げ出された玩具おもちやや人形のように、ピクリとも。

「ですが、私達は選択の結果を後悔しません」

　だが、言葉は続く。

　無言の圧、沈ちん黙もくの逆風、とてつもない徒労感。

　この隔かく絶ぜつされた座敷牢にわだかまる、自家生産の鉛なまりを振り切る格好で。

「たとえ方法はなかったとしても。今の私達は座して待つばかりで、素人しろうとの高校生に世界の命運を預けるような愚ぐの骨頂を進んだとしても。それでもゾンビパニックの蔓まん延えんで全すべてを解決しようとしたあなた達に抗あらがった事は、絶対に胸を張るべきです。私はあなた、いえ、あなた達から言葉で教わるものはなかったけれど、これだけは学ぶ事ができた」

　焦点の合わないその瞳と、静かに目を合わせる。

　ただ蠟ろう燭そくの光を照り返すだけの瞳どう孔こうと、しかしどこまでも根気良く。

「私は、愚おろかで無力な混血です」

　はっきりと、祝はふりは言い切った。

「妖よう怪かいとしての不死の肉体を持つでもなく、人間としての当主の血の正当性を証明する事さえ怪しい半はん端ぱ者ものでしかありません」

　己の薄うすい胸に手を当てて。かつては自己の存在そのものを揺さぶる事実を自みずからの心で受け止め、消化し、その口で放つまでに。

「なればこそ、最後の最後まで繰くり返してみせましょう、愚ぐ直ちよくな挑戦を。理論の上ではすでに打つ手のない、その先の分岐。なおそこで足あ搔がいてみせましょう。今ある百ひやつ鬼き夜や行こうと、あなた達たちが描いた百鬼夜行と、私の目指す百鬼夜行は、それぞれ別々のものかもしれない。だからこそ示してみせましょう、誰だれかに与えられたものではない、私がこの身で醸じよう成せいする百鬼夜行を」

　言うべき事は終わった。

　母親というよりも、己自身との対面は完了した。

　気持ちの整理はついた。

　一礼して破は邪じやの桃の格子から背を向けようとしたところで、信じられない事が起きた。

　動いたのだ。

　白い浴衣の座敷童が。

「……、」

　小さなものだった。格子の近くで正座を崩していた迷めいがゆるりと右手を胸元へ寄せ、人差し指を使ってヘッドマウントディスプレイの表面をコンコンと小さく叩たたいただけだった。だが祝は、その些さ細さいな変化に頭が空白で埋まるほどの驚きよう愕がくを得る。因果律の観点で眺めてみれば、地球の公転がいきなり逆回りになるよりも無む茶ちやな動きのはずだった。

　たっぷり一分以上の時間がかかっただろう。

　ようやく、痺しびれるような舌を動かして、祝が新たな言葉を放っていた。

「おかあ、さま……？」

　それだけ。

　戦時となれば一〇〇の状況に一〇〇の策で迎え撃うち、各おの々おのの可能性を一〇〇手先まで突き詰める現百鬼夜行の長おさは、その頭をフル回転させても一言しか出せなかった。

　対して、やはり迷は答えない。

　コンコン、と再び細い人差し指で首回りの機材を軽く叩く。

（……これ、が……？）

　祝は思わず小さな手を座ざ敷しき牢ろうに伸ばしていた。格子の隙すき間まは大きいため、その気になれば子供の祝なら手足どころか顔まで入りそうなほどだった。一切抵抗の素そ振ぶりを見せない迷の首からヘッドマウントディスプレイをそっと抜いて、手に取る。母親のぬくもりと髪の匂においがわずかに残ったその機材を、両手の中で弄もてあそぶ。ケーブル類は繫つながっていない。これだけで完成しているのか、あるいは浴衣ゆかたの胸元に無線式の映像機器本体でも収まっているのか。判断はつきかねたが、祝はふりはやがてヘッドマウントディスプレイを目元にかけ、複数のゴムバンドで頭に固定し、そしてこめかみ近くにあるボタンを手触りで確認して押し込んだ。

　画面、という概がい念ねんはあまりなかった。

　祝の主観であれば、目の前の暗くら闇やみに等身大の人間がそのまま立っているかのように見えた。

　すなわち。

　旧百ひやつ鬼き夜や行こうリーダー・呪まじなが。

「……ッ!?」

『やあ祝。迷めいはちょっと言葉が足りないからいきなりの事になったとは思うけど、やっぱり驚おどろかせてしまったかな。お父さんだよ』

　長く伸ばした髪を先の方で束ねた長身の父親。妻である迷とそれぞれ瞳ひとみを交換した男。旧華族の肖像画から飛び出してきたように時代錯さく誤ごな礼服に、瞳を彩いろどる片眼鏡。彼はこちらを見て話している訳ではない。それはあくまでも過去に記録された映像に過ぎない。にも拘かかわらず、幼い祝はその瞳から逃れる事もできなかった。

　強大な敵に対する理性では拭ぬぐいようのない畏い怖ふか。

　あるいは、もっと別の情によるものか。

『この映像に辿たどり着いたという事は……というより、世界をそっくり捻じ曲げる迷と物理的な接触を可能にしたという時点で、私という本丸は落とされたと見るべきだろう。あまり面白い未来ではないが、同時に複雑な気分でもある。なんというか、親おや離ばなれを目まの当たりにした父というのはこういう気分になるのかもしれないね』

　だから、と過去の呪は続けた。

　呆ぼう然ぜんとする娘に向けて。

『常に最悪には備えておこう。どのような決着であれ、チゾメノザシキワラシに抗する道を残しておこう。祝、親離れした君には余計なお世話かもしれないけれど、異なる道へ分岐した君へ一つ贈り物をしておこう。実際に使うかどうかは、君に委ゆだねる』

　途と端たんの出来事だった。

　ぶわっ!!　と視界一面を埋め尽くす暗がりが光を帯びた。炙あぶり出されたのは背後の壁。おそらくはゾンビパニックの中心となった墓ぼ石せき山やま山中の竪たて穴あな『御み口くち様さま』のどこかだろう。粗末な板張りの小屋のようなその壁一面に、びっしりと埋め尽くすように古い和紙が貼はり付けてある。元の色が分からなくなるほどに。

　その正体は全すべて百鬼夜行の秘中の秘であった。

　あるいは図面であり、あるいは祝詞のりとであり、あるいは紋様であった。

　しかもただ乱雑に配したのではない。膨ぼう大だいな情報には全て共通項が備わっていた。

「……これ、座ざ敷しき童わらし、の……？」

『はっきり言っておこう。ここにある一〇八の秘ひ儀ぎを最大効率で活用すれば、辿り着く結末は私と同じゾンビパニックで落ち着く。だが君達たちは蹴けった。なら条件を五分にしよう。私と同じ材料を手にした上で、私と違う道を歩んでみせろ。この中には座ざ敷しき童わらしの力を増幅させる術もあるし、ハーフの君のバランスを意図して崩す術もある。妖よう怪かいを殺す術もあるし、活いかす術もある。どうするかは君に任せよう。どうか私には思いもつかなかったレシピを完成させておくれ』

　ただただ圧倒される祝はふりに、一転して迷めいは楽しそうに片目を瞑つぶる。

『無用な助言を与えるならば、インテリビレッジ納のう骨こつ村むらの陣じん内ない忍しのぶ君に着目してみると良い。私が敗北するビジョンに心当たりはないが、実際に起こってしまったとすれば「五本指」など予定調和の最大戦力との激突ではなく、彼のような番狂わせの因子が必要になる。心当たりはあるかい？　あるのなら、素直に頼たよってみると良い。彼はどんな妖怪とでも仲良くなれる。ハーフの祝が最終的にどちらへ向かいたいかは任せるが、きっと君の力になってくれる』

　ただし、と。

　そこで強く、本当に強く呪まじなは断ち切るように告げた。

　否定の前段階となる台詞せりふ。

　思わずビクリと身構える祝に対し、父親は厳おごそかにこう予言したものだった。




『彼の妖怪好かれ体質はあまり馬鹿にしない方が良い。うっかりしていると祝、君もやられるぞ。いや流石さすがに私も陣内忍君の良識を信じるが、いやいや、でもここだけは迂う闊かつに信用できないんだよなーあいつ!!』




「……、」

　思わず沈ちん黙もくする祝だったが、過去の呪は止まらない。

『そもそも青あお行灯あんどんとの戦争の時にも、顔合わせのために迷を連れては行ったけど……あの時に迷も忍君を目もく撃げきしているんだよね。心配だ、ああ心配だ！　彼は彼で赤い方を完全に射止めているって話だし、同じ理論で白い方を持っていかれないって保証は一切ないしハーフの祝も危ないし!!　ああもう私がくたばるビジョンなんて想定もできないけどでも仮にそうなれば迷は百ひやつ鬼き夜や行こうから離はなれるのが妥だ当とうだろうしそれでも祝がこの映像を手に入れているという事は何か強力なアンカーがつまり忍君の妖怪好かれ体質が迷に作用して放浪を食い止めている可能性が高そうだし何だおいつまり私が死ぬと高確率で迷も祝もメロメロになりかねないって話なのかだとするとますます負けられないなあこれは!!』

「……、───」

　何となく、祝は自分の口が小さな三角形になっているような錯さつ覚かくがした。

『なあ、なあ祝。ものは相談というか、こんな話を迷に聞かれたら問答無用でぶたれるからこっそりとしか話せないんだけど……仮に私が死んだ「そっち」で、迷に変な兆候は見えていない、よね？　うわあ！　私は嫁を信じている!!　でも！　でもだ!!　もしもちょっとした変化が見え隠かくれしているようだったら、ほんの少しで良いんだ、チゾメノザシキワラシの危機の合間を縫ぬって、上手に迷めいを押し留とどめてくれ!!　ごっ、ごほん。いいかい祝はふり、これは妻と娘を同時に持っていかれかけている哀あわれな男の悪あがきって訳じゃあないんだぞ？　三九式、つまりチゾメノザシキワラシに加えて完成形の白い四〇式と、あとそうだっ、未知の可能性を秘めたハーフの祝。三人全すべて忍しのぶ君の手中に収まるのはあまりにもまずい、世界の因果律が一点に集約され過ぎる！　彼をアレクサンダー級の大王にしないために、そう、なんていうか人類の未来的に迷を守ってやってくれ!!　頼たのむっ!!』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　もう一いつ瞬しゆん、全部忘れて頭から機材を毟むしり取って床に叩たたき付けてやろうかと考えた祝だったが、そこで視界の『外』からそっと手を添えられた。

　百ひやつ鬼き夜や行こう極きよく製せい四〇式、母親のものだ。

　なおも未練がましくすがりついてくる過去の呪まじなを振り切るようにヘッドマウントディスプレイを取り外すと、やはり桃の格子の隙すき間まから迷が手を伸ばしていた。

　機材の破は壊かいを止めるため。

　でもどこか、それは母親が子供の頭を撫なでるのにも似た動きで。

　わずかな間呆ぼう然ぜんとしていた祝は、やがて状況を正しく理解していく。

（そう、そうか……。これさえも、すでにチゾメノザシキワラシがもたらす破滅の運命の一いつ端たんだったのかもしれないのですね）

　有益な情報を、潰つぶす。

　道を閉ざす。

　それは大々的な暴力である必要はない。圧倒的に間の悪いタイミング、ほんの些さ細さいな偶然の積み重ね、不運やすれ違い。今、ここで、こんな心理状態の祝に、このようなメッセージが届いた、その全て。一見コミカルでどうしようもない流れだったとしても、衝しよう動どう的てきに機材を叩き付けていれば旧百鬼夜行の精粋、一〇八の秘ひ儀ぎは失われていたかもしれなかったのだ。

　迷は検知し、娘の手を止めた。

　破は邪じやの桃に力を抑え込まれながら、なおチゾメノザシキワラシへ抗あらがった。

　これが完成された四〇式とハーフの祝の差。

　圧倒的な違い。

　最愛の人を失い、自身の存在意義を放ほう棄きして、現百鬼夜行最大規模の封で力を減げん衰すいさせられても。それでも彼女は『守る側』を貫いた。実際に起こしたアクションは小さくても、そこに至るまでにどれほどの運命の糸を潜くぐり抜けたかは現百鬼夜行リーダーの祝にも想像がつかない。

　これが、座ざ敷しき童わらし。

　獰どう猛もうな爪つめも牙きばもない。ただ運命を見通し、操る力でもって人に幸福をもたらす者。

　その幸福に、理由や見返りを求めない者。

「……、……」

　そんな迷めいの唇が、うっすらと開いた。

　呼吸すら必要としない四〇式の事だ。意思の疎通のために違いない。

　ここに連れてから。

　いいや、祝はふりが生まれてから一度も耳にした事のなかった、その声。

　たとえ肉声の形を取っていなくても唇の動きだけで読み取ると言わんばかりに注目する祝に、迷はほとんど掠かすれるような声でこう告げた。




「……陣じん内ない忍しのぶさんってどんな方？　お母さんちょっと気になる……」




　ああ。

　こりゃあもう本当に気を引き締しめないといけないぞ、と祝はすごく遠い目になった。













　　　共有される記き憶おく　三







「おいグータラ」

　中二くらいになると、もう忍しのぶも言葉を隠かくさなくなってきた。

　今までの仏間ではなく座ざ敷しき童わらしのために新たに用意された私室で（理由は言わずもがな、インドア妖よう怪かいが漫画やゲームなど趣しゆ味み娯楽の品を溜ため込むので、法事の時に親しん戚せきや坊さんを呼びにくくなってきたからだ）、二人してマット状の専用コントローラを使ってダンスゲームをしている最中の話であった。

　ちなみにこのコントローラ、海外製の某ぼうパーティーゲームのように一枚のマットの上にずらりと並べられたフットボタンを複数人で踏ふんでステップを取る仕様である。

　すると当然、困った問題が発生する事もある訳で、

「何よ」

「目の前のゆさゆさ邪じや魔ま。ていうか協力プレイ中に気が散る！　場合によってはビンタ的に当たる時もあるしちょっとその大暴れの九八センチ何とかして!!」

「もう全面的にゲス部分を隠す気がなくなってる……!?」

「いや隠す隠さないならお前の乳の話だろ！　ハードなダンス中は何か対策してくれよっ、はだけそうではだけないギリのラインが一番きつい、集中が削そがれる!!　ならいっそ全部出そうかもう!!」

　叔お父じの隼はやぶさの高校時代を真ま似ねているのか、髪の毛を金色に染めた忍がぎゃーすか喚わめくたびに、座敷童は心の中でわなわなしていた。

　良いのか。

　本当にこれで良いのか。

　俺はどんな妖怪とだって仲良くできるとキラキラした瞳ひとみで語っていた陣じん内ない忍はどこ行った!?　本当の本当にこんなので大丈夫なのか反抗期！　寿命に縛しばられてすぐ変化する人間って怖いわー!!　と、大体彼女の頭の中身はこんな感じで占められている。

「む、むおお、むおおおおおお……」

「お前変わったよな」

「あなたにだけは言われたくないっ!!」

「昔はあんなに気配り上手で面倒見の良い姉ちゃんだったのに、何がどうしてこうなった……。日に日にグータラ度が上がっているっつーか、ネトゲとか掲示板の煽あおりとか無む駄だなスキルばっか尖とんがっていくっつーか。生活サイクルがおかしい、何このポテチ消費量。これ歳としを取らない妖よう怪かいだから成立しているんであって、普通の人間だったらもう『自分の部屋から出られなくなってレスキューに連絡する海外のすごいデブ』みたいになってんじゃねえの？」

　……実は座ざ敷しき童わらしがこうなったのは忍しのぶが人間の娯楽を教えてしまったから、という側面もあるのだが、彼は彼で自分の影えい響きよう力りよくには気づいていないらしい。

「はいはい。でも良いのよ、座敷童は遊ぶのが仕事みたいなものなのだから」

「すげえ論理だ。そろそろ受験を考えなきゃいけない俺には耳に毒だな」

　そうこう言い合っている中でも、二人のステップは乱れない。何気に（忍と遊ぶために）日々努力している座敷童と違って、忍は普通にこういうのが上う手まい。基本は足あし捌さばきのゲームなのだが、時には『お手本』を無視して両手を使ったり、画面に背を向けたまま完かん璧ぺきにタイミングを合わせたり、ブレイクダンスの真ま似ね事ごとをしたりしている。

「そうそう、座敷童。あのさあ」

「なに。借りているスマホウォッチならまだ返さないけど」

「返せよ！　あんなセミの一生より儚はかないもん旬しゆんな内にクラスで自慢しなくちゃ意味ねえだろ！　いやそれも大事だけどさ」

「ならなに？」

　うん、と二人して並んで画面に目をやりながら、




「俺さあ、渚なぎさのヤツと付き合う事になったんだ」




　ブブーッ!!　と。

　クイズ番組の不正解みたいなビープ音が薄うす型がたテレビの方から響ひびき渡ってきた。

「おい馬鹿っ、そこボーナスゾーンの入口だって！　なに取りこぼしてんだもおー!!」

「えっ、ああ、ごめんなさい忍」

　もたもたと元のコースへ乗っかっていく座敷童。

　だが動きにキレがない。

「しっかりしてくれよ。つかお前のアカウントで隠かくしキャラ出すために協力してんだから、ここ八万点オーバーしねえ事には先が見えねえぞ。同じ曲で何周も回すなんて面倒臭くせえだろ」

　忍のお小言を聞きながら、しかし座敷童は上の空。というか、頭の中は『？？？』でいっぱいになっていた。

　自分でも理解できないものを無理矢理に言語化するとこんな感じだ。




　あれ？　今、どういう訳か傷ついた自分がいる？

　胸になんか空いている？

　……という事は、穴が空くような『何か』が胸の中に、あった？？？













　　　第四章　真っ赤に染まれ＠？？？







　　　　　１（陣じん内ない忍しのぶ）




　条件を確認しよう。

　座ざ敷しき童わらしと一口に言ったって、大きく分けて二種類いるらしい。

　白い着物を好む、普通の、財産や幸せを守ってくれる座敷童。

　赤い着物を好む、凶悪な、破算や滅亡を招くとされる座敷童。

　……実際のところ、これが種族的に全く異なるものなのか、条件やタイミングによって身に纏まとう衣装が変わるのかは、はっきりと分かっていない。座敷童と言っても一人で居着いている説や、双子が居着いている説なんかもあるからだ。

　でもって、とにかくうちの縁ゆかりは赤い浴衣ゆかたを好んで着ていた。

　つまりチゾメノザシキワラシ。

　普通なら、それでも一族郎党が食中毒や火事にやられて全滅する程度のもの。間違っても国や世界が滅ぶなんてもんじゃない。座敷童が居着いてから今日まで一〇〇年以上陣内家が保もったのも、それくらい富や財の力があったからだって呪まじなが言っていたっけ。奪うばわれる量よりも、稼かせぐ量の方が大きかった。不幸なんてどんとこい。ご先祖様もご先祖様で立派なバケモンだ。

　だけど、それも永遠には続かない。

　そもそもあの縁は『ただの』座敷童じゃなかった。

　百ひやつ鬼き夜や行こう試し製せい三九式座敷童。

　世界レベルの運命を自在に捻ねじ曲げられるよう、あの百鬼夜行の、しかも連中にとってもロストテクノロジーじみた結晶を組み込まれた、特別な個体。

　……どうして元から『赤かった』縁に三九式なんて恐ろしいものを組み込もうとしたのか、当時の百鬼夜行の思惑なんて知らねえ。それしかサンプルがなかったのかもしれないし、運命の力を軍事転用して、率先して滅びの力を拡張させようとしたのかもしれない。

　今はどうでも良い。

　つまりこの二つが合わさった結果、今のとんでもない状況へと繫つながっちまってる。

　これをどうにかしない限り、世界は終わる。

　複数の格付け会社だの世界中の国債の価値が測れないだの、そんなのは方法の一つだ。全すべてじゃない。きっと根本を解決しない限り、世界経済を何とかしたって焼け石に水だ。別の方法に切り替えて、すぐにでも破滅は再びやってくる。何度でも、成じよう就じゆするまで。

「で、具体的にどうするんだい？」

　縁側で月を見ながら思案していると、猫ねこ又またのヤツが近づいてきた。

「あんたは自分の欲望には忠実な人間だ。それなら破滅していく世界の真ん中で、恋人と抱き合いながら最さい期ごの時を待つなんてプラトニックな有終の美を飾ろうとはしないだろう。まだまだやりたい事が山のようにあるんなら、あんたはどう動く？」

「……三九式はいじれない」

　ポツリとそう答えた。

　パーカーやシャツだけじゃちょっと肌寒い夜の空気に俺の声が響ひびいて消える。

「今の百ひやつ鬼き夜や行こうでも分からねえもん、素人しろうとの高校生にいじくれねえだろ。四〇式の……迷めいだっけ？　あいつの体を見せてもらえればちょっとは話も変わるかもだけど、所しよ詮せんはちょっと。大体、四〇式を一から組んだエキスパートの呪まじなさえ匙さじを投げた。多分、こっちから迫っても話にならねえ。運命が暴走するかあいつが内臓破裂でも起こして死ぬか。どっちもごめんだな」

「なら、もう片方の条件？」

「ああ」

　夜空の月から、猫又の方へ視線を移して、

「凶悪な座ざ敷しき童わらしは、赤を好む。三九式なんていう雲を摑つかむような話よりは、まだアタックするだけの足掛かりがありそうとは思わねえか？」

「そうかね。あたしゃどっちもどっちだと思うが。大体、色の好みとは何だ。座敷童のヤツが今日から白い浴衣ゆかたにかーえたっと宣言すれば混乱が収まるのか？　毎日毎日赤を避さければそれで済むと？　そんなに簡単な話でもないんじゃないかね」

　そう。

　赤から白に。

　好みの問題は明確だが、変化をもたらすのは難しい。

　例えばニンジンが嫌きらいな子供に無理矢理食べさせる事はできる。残さないように躾しつける事も。あるいは、細かく刻んでチャーハンやハンバーグに混ぜる事で、知らずに食べさせてしまうなんてのもあるか。でも、そもそもニンジンを大好きにさせるのって、よっぽど難易度は高くないか？　というか、根本的にできるのか、そんな事。

　大人になって味覚は変わった、なんて話は良く聞くけど、でも、それだって偶然任せだろう。人の技術で、狙ねらってできるようなものでもないと思う。

　つまり。

　だから。

　そこを捻ねじ曲げようとしている俺の行いは、間違いなく……、

「なあ猫又」

「何だい」

「俺はこれから、世界で一番ひどい事をすると思う。下へ手たすりゃ呪まじなのヤツだって避さけてきた事を。だからこんな俺を軽けい蔑べつしてくれても構わねえ」

「……、」

「でも俺は止やめない」

　沈ちん黙もくする猫ねこ又またに、俺は静かに、強く言った。

「あいつと共に歩いていけるなら、まだまだやり残した事を全部やり遂げる道が残っているなら、俺はどんな事にも手を染める。自分の主義主張なんて二の次で良い。そう思えるものと、やっと出会えたんだ。だから絶対に止めない。やる前から諦あきらめたりなんかしない」

　ふっ、という笑みのような吐息があった。

　猫には表情は作れないけれど。

「やりたいようにやれば良いさ。あたしだって人に褒ほめられるような道を歩んできた訳じゃないが、それで後悔しているつもりもない」

「そっか」

　自分の口で言って、他人の耳で聞いてもらって。

　何となく、吹っ切れた。

　俺がこれからやろうとしているのは、自分の歩みを否定するようなもんだろう。これまで色んな『パッケージ』とかち合って、その構造を分析して、使われている妖よう怪かいの弱点を読み取って、起死回生の一手を打ってきた。

　そうやって、旧百ひやつ鬼き夜や行こうリーダーの呪さえ撃げき破はしてきた、その道の対極。

　すなわち、

「俺は、『パッケージ』を組む」

　言った。

　ついに言った。

「惚ほれた女が持っている厄介な性質を押さえ込んで、共に歩いていけるような。そんな『パッケージ』をこの手で組んでみせる」

　猫又は、その場で丸くなったりはしなかった。

　ピンと背を伸ばしたまま、俺の目を見上げていた。

　寝転がって聞くような話ではないと、礼を尽くしてくれるように。

「ほう。今度の恋は、ちゃらんぽらんで済ませられるほど軽くはなかったって事かい」

「いやどれもこれも当時は大マジだったんだけどな」

「でもどこかで逃げていた。対処不能だと感じたら身を退ひく癖くせがあった。だからヒロイックな心中沙ざ汰たなんて起こさないで今日まで平へい穏おん無事に生きてきた。それも事実だろう」

「……、」

「だけど今回は、何かが違った。たとえその身を焼き焦こがしてでも守りたいものを見据える事ができた。ようやくあんたも、ヒヨコの尻しりから卵の殻が外れたってところなのかね」

　そうなのかな。

　そうなのかもしれねえな。

　何となく。

　根拠なんか何もねえ話だけど。

　もしも世界が座敷童を殺して平和を守ろうとしたら、俺は迷わず世界を滅ぼす存在になっちまう気がする。厨二病だの何だのとは違う、本当に自然とそうなるんじゃねえかって思える。

「で、どこから始めるね？　何しろ相手は犯罪装置『パッケージ』だ。どれだけ気張ったところで一人で何とかなるもんじゃない。数十人から数百人の人出に専門知識、組み込むべき妖よう怪かいなんてのも必要になってくる。三九式なんて世界を巻き込むものに関かかわるんだ、口が堅いのだって必須事項。変な横よこ槍やり入れられてバックドア作られても困るからね。どうせあたしを巻き込むつもりではあったんだろう？　しかし他はどうするんだい」

「そりゃあもちろん」

　俺は一度だけ息を吸って。

　再び月を見上げてこう呟つぶやいた。




「使えるもの、全すべてを」




　　　　　２（陣じん内ない忍しのぶ）




　答えは最初から目の前にあったんだ。

　それこそ一〇年前の段階で、俺の目の前にぶら下がっていたはずなんだ。

「……この画用紙、ですか……？」

　座ざ敷しき童わらしを除き、居間に集まった妖怪達たちに、俺は押し入れの奥から発掘した子供の落書きを広げて見せた。スマホに収まっていたヤツのオリジナルだ。

　人間も、妖怪も、みんなで輪を作って笑っているもの。

　その頭上に大きく書かれた、『みんななかよし』の文字。

　でも、違うんだ。

　今ここで取り上げたいのは、そこじゃなかったんだ。

「見てくれ、みんな」

　一点。

　俺は画用紙の端はしにあるものを指差した。

　そう、

「ええと、これは太陽ですか？」

　怪け訝げんな顔で言ったのはサキュバス。こんな赤いクレヨンでぐるぐる丸を塗り潰つぶしたようなものが、今世界中で起きている大問題の解決にどう役立つのか。まさにそんな顔だった。

　だけど、そうなんだ。

　これが唯ゆい一いつの正解に繫つながる鍵かぎなんだ。

「そうだ。考えてみてくれ。太陽は赤い。子供の落書きならみんなそう描くと思うけど、これって冷静に考えたらおかしいだろ。青空を見上げたって、そこに赤い星なんかねえんだから」

「えと」

「なのに子供にクレヨンを渡せば、みんな揃そろって太陽を赤く塗り潰す。何な故ぜ？　ガキンチョは別に太陽を目で見て色を確かめている訳じゃねえ。これは、イメージの世界なんだ。火の塊かたまりなら赤いって思い込んじまう事で、実際の風景の上からイメージの色を重ねて塗り潰しているんだよ。だから彼らの頭の中のビジョンじゃあ太陽は赤いんだ、実際の風景なんか無視してな」

　少しずつ、話が見えてきたヤツも出てきたようだ。

　魔ま女じよのマルグリットが、自分の顎あごを細い指でさすりながら口を挟んできた。

「確か記き憶おく色しよくと呼ばれているものよね。魔法の分野でも広く使われている概がい念ねんだわ。火は赤、水は青、風は黄、土は緑。そういう風にカードや武器を色分けして、各種の儀ぎ式しきを行う際にイメージの助けにするっていうものなんだけど」

「チゾメノザシキワラシは、赤い浴衣ゆかたを好んで着る。この部分はもう変えられねえ。何しろ何百年も前からずっと繰くり返して、あいつの心の中に染しみ付いてんだからな。もしも無理矢理に浴衣を取り上げて、白い服を投げつけたって、あいつの『そもそも赤を愛する心』までは変えられねえはずなんだ。それじゃあチゾメノザシキワラシの呪じゆ縛ばくから解放させられねえ」

「そこに記憶色を使う。実際に目で見た色彩よりも、頭の中にあるイメージの色彩を優先させる。いやまさか、そういう事かあなた様……！」

「ああ」

　油取りの言葉に、俺は頷うなずいた。




「あいつが『赤』だと思い込んで手に取った着物が、実は『白』かったら？」




　集まったみんなが息を吞のむ。

　体の問題じゃない。心の中、認識の問題にまで踏ふみ込む。

　おそらくは最低最悪の、でも誰だれも死なせずにこの大事件を乗り越える唯一の方法。




「あいつの色の認識能力をひっくり返す。赤を白に、白を赤に」




　伝わらなければそれまでだ。

　非現実的だと、使い物にならないと。あるいは非人道的だと、可哀かわい想そうだと。

　そんな風に突っぱねられたら道は閉じる。何しろ俺には技術がないし、人手も足りない。座ざ敷しき童わらしを助けるには、みんなの『納得』が前提条件なんだ。

　でも、だからこそ。

　だからこそなんだ。隠かくし立てをしていたら、信しん頼らいなんか絶対得られない。だから持っているものは全部さらけ出して、その上で祈るしかねえんだ！

　俺は英雄じゃない。

　これからみんなを『犯罪装置』に巻き込むって言っているんだから!!




「そんな『パッケージ』があれば、あいつは『赤』を愛しているつもりで『白』を選び続けるはずだ！　この方法が成功すれば、あいつは知らずに『白い座敷童』になれるはずなんだ！」




　しばしの沈ちん黙もくがあった。

　どうだ。

　どうなんだ。

　俺が頭の中がぐらぐら煮えるまで考え抜いたこの答えは、みんなにとってはどうだった。荒こう唐とう無む稽けいで馬鹿馬鹿しかったか、付き合うだけの信頼は得られなかったか、あるいは踏ふみ込んではいけない頭の中の話にまで及んで尻しり込ごみしちまったか。

　その時だった。

「良いんじゃないのー？」

　さして深く考えるでもなく、間延びした声を上げたのは青あお行灯あんどんだった。

「てっきりボクのママは小こ手て蜜みつとかいう人間の娘になるのかなーと思っていたけど、それも含めてパパの選択だし。あと妖よう怪かいママと人間ママでスイッチするって手もあるのか。でもって話を聞いてみた限り、一応の筋は通ってる。座敷童の属性が赤か白かで切り替わるっていうなら、自発的に色を選ばせてやるよう誘ゆう導どうするってのは悪くないアイデアだ。相手が人間だったら、ボクのこれを使っちゃうところなんだけどねえ」

　言いながら、青行灯は額から伸びた一本角を指先で軽くなぞった。

　凝ぎよう視し法ほうの一種、催さい眠みんの燐りん光こう。

　……善悪の問題じゃない。感情移入の話でもない。こいつにとっては『自己の目的を達するために他者を操る』のはさほど違和感のない、当たり前の範はん疇ちゆうにあったのか。そもそも彼女自身も『青』行灯、色彩に縛しばられた存在でもあるってのもプラスに働いたのかも。

「心境は複雑だけど、でも対案は出てこない」

　続けて言ったのは古ふる椿つばき（小）。

「そして無む闇やみに反対を乱発したって、座して待っても事態は好転しない。他に取り得る道は、世界とやらが崩ほう壊かいするか、誰だれかしらの手で座ざ敷しき童わらしが討たれるか。どちらも真っ平御免。だったら陣じん内ない忍しのぶの示した道に賭かけてみたい」

「私は子供達たちの守り神を自称していてな。あなた様の頼たのみはもちろん、間引きされた幼子の集合体たる座敷童を粗雑に扱われるのも虫が好かぬ。手が足りぬのなら声を掛けておくれ」

　さらに油取り。

　座卓の上に乗っかった猫ねこ又または、後ろ脚で自分の耳を搔かきながら、

「あたしゃ座敷童よりもババ様が心配でね。今の不自然な大量消費の時代だとてんやわんやで休む暇ひまがなさそうだ。そのために一肌脱ぐってんなら構わないよ」

「西洋式の魔ま法ほうの他に、東洋式の『パッケージ』について学べる機会があるなら願ったりね。それに、亡命に近い扱いだから、この屋敷がなくなるのは困るわ」

　魔女のマルグリットに、サキュバス。

「ま、こちとらそもそもあなたが今のご主人様ですしね。そういう契約で命を張るって言うなら止めません。悪魔はただ自分の利に適かなう限りは従い続けるまでです」

　最後に、雪女。

「……あのふしだらな妖よう怪かいのために手を貸すというのは微妙な心境ですが……」

　全員の注目を浴びて、その致命誘ゆう発はつ体たいはそっと息を吐いた。

　キラキラとダイヤモンドダストのように空気を瞬またたかせながら、観念したように付け加える。

「ですがここで見捨てた場合、陣内忍の性質が大きく歪ゆがみそうなのも事実。まことに残念な事に、私の望む陣内忍は今この形でなければならないのです……」

　これで決まりだ。

　誰に何の得があるかなんて話になったら、もちろん俺と座敷童が一番に決まってる。でもこいつらは、そんなのお構いなしについてきてくれた。犯罪装置の『パッケージ』なんて邪じや道どうに。そもそも内容うんぬん以前に妖怪を『利用する』って考えの『パッケージ』そのものに嫌けん悪おを抱いだいていたっておかしくねえのに。

　もう、頭を下げるしかなかった。

　こんなわがままに付き合ってくれる大馬鹿野郎達に。

「済まねえ、みんな……!!」

「そこは胸を張ってありがとうって言えよ、あなた様。惚ほれた女のために世界と戦うというのだろう。今までの流れのどこに、背を丸めて縮こまる理由があるのだ」

　油取りから即座に訂正を促された。

　顔を上げる俺に、青あお行灯あんどんが横よこ槍やりを入れてくる。

「でもどうすんの？　知識や技術なら東洋式はボクが、西洋式の魔法はマルグリットとかいうのが詳しそうだけど、『パッケージ』を組むなら頭の他に手がいるよ。何しろ組み込む妖怪を見据えて、伝承を正確に紐ひも解とき、目的に合わせて一部を曲解・肥大化させて、具体的かつ物質的なアイテムに記号を盛り込んで、霊れい的てきに連結させていく必要がある。最低でも数十人から、多くなると数百人。そっちの当てはある訳？」

「……悪い、今はとにかく要求通りの『パッケージ』の図面を引いてみてくれ。試算が出たら人手のスカウトに移りたい」

「良いけどさ。でもどっから引っ張ってくんの。まさか学校の生徒達たちとかじゃないよね？」

　言葉に、思わず笑みが浮かんだ。

　主義主張はいったん全部捨てる。どれだけのタブーを踏ふんでも良い。世界を破滅の運命から救い出して、座ざ敷しき童わらしと共に歩んでいける道が見えるなら。

　だから言った。

「俺が今まで、どんだけの妖よう怪かいと関かかわってきたと思ってんだ？」

「……まさか……？」

「ああ」

　こっちも覚悟を決めている。使えるものは全部使う。やる前から諦あきらめて、知らずに窮きゆう地ちに立たされたあいつを見捨てて後悔するような真ま似ねだけはしないって。

　だから、どんな罪でも背負うんだ。どんな罰ばつでも受けるんだ。

　座敷童を助けるって奇き麗れいなお題目を掲げて、良心や罪悪感で身動きの取りづらい環境を作って、犯罪装置なんてメチャクチャなもんに大勢を巻き込んでおいて、自分だけ奇麗な体でいられるなんて思うな。

　自分の左手を右肩に置いて。

　利き腕をぐるりと回して。

　本当だったら絶対にやってはいけない事を、提案した。




「妖怪好かれ体質。こいつを自覚的に使ってやる」







[image: ]










　　　　　３（3rd person）




　───最初は同じ納のう骨こつ村むらの中だった。




「ちょっと唐から傘かさ、お手紙が来たようでしてよ」

「ふむ？　我が主あるじや奥方達たちではなく、我ら妖よう怪かいに向けて直接かね、こりゃ珍しい。どれどれ」

「あらあら、マヨイガにも声を掛けた方がよろしいのかしら」

「そうだ提灯ちようちんよ。新入りの文ふ車ぐるま妖よう妃ひも巻き込もう、皆と馴な染じむには良い機会だ」

「蛇じや帯たいや小こ袖そでの手ても行きたい行きたいコールしていますわよー」




　───遠く離はなれた海辺の街に、今時珍しい往復ハガキがやってきた。




「お、おい、あれ七人ミサキだよな。出会ったら死ぬっていう……」

「しっ！　なんか気を取られているみたいだし……何だ、手紙読んでる？　とにかく今の内に逃げよう!!　希望を捨てるな、何とかなるって!!」

「でもそこに人魚がいるんだぜ？　肉を食ったら不老不死になれるとかいう！」

「物理攻こう撃げき無効の人魚をどうやって捌さばくんだよ。あと根本的な事を教えてやる、こういう場面じゃ欲を張ったヤツから死んでいくもんだろ！　逃げるぞ!!」




　───もっともっと遠い沖縄の地にも往復ハガキは届けられた。




　口で咥くわえたシーサーが、馴な染じみのキジムナーの所へ相談に走る。

「わしシーサー。陣じん内ない忍しのぶのヤツが大ピンチだって。お前どうする？」

「……（わさわさ）」

　獅し子しに似た置物とガジュマルの木がそんな風に言い合っていた。




　───複数の高速道路が交差する四ツ山ジャンクションでは、料金所の中年男が気味悪そうな目で往復ハガキに目をやっていた。




「おいおい全ぜん滅めつ村むら宛あてのハガキとかマジか、なんかの呪のろいじゃねえだろうな」

　と、ちょっと目を離した隙すきだった。

　太さ小指くらいの細い蛇へびが、往復ハガキを口で咥えてどこかへ持ち去ってしまう。

　当とう廟びよう。

　物陰に隠かくれてコソコソ相談しているが、やはり中年男には分からない。

「何だオイ、ほんとに呪のろいか!?　これから夜帯なんだから勘かん弁べんしてくれよお!!」




　───カジノ特区の金きん鉱こう島とうを経由して、いくつかの往復ハガキが配達された。




　まずは陣じん内ない忍しのぶが宿泊した高級旅館の金かね鶴づる亭てい。

「ありゃ、お客さんからお葉書なんて珍しい。何だー落とし玉つきのじゃないかー」

「どれどれ……。ざしきわらし……って、あたし達たちの親しん戚せきみたいなものだっけ？」

「というより、向こうが本家本元で私達が分派みたいなものだと思うけど……」

　のたばりこ、臼うす挽ひき童わらし、蔵くらぼっこ。




　ただし金鉱島の臼挽き童と言えば、実はもう一人別のヤツがいる。

「きゃーきゃー☆」

　ただでさえミニ浴衣ゆかたに肩口も盛大に着崩し、チューブトップのドレスのようになった少女がカジノの裏手をパタパタと走り回っている。

　その手には、やはり同じ往復ハガキが握られていた。




　一部の往復ハガキはエアメール扱いで、金鉱島から合衆国へと渡っていた。

　海洋封ふう鎖さの隙すき間まを潜くぐった奇妙なそれを目にした蓮はす河かわ弓ゆみは眉まゆをひそめていた。

（世界一の情報機関であるカンパニーを中継係に使うとは……）

　送り先は、彼女達が利用していた『パッケージ』の大元たる、けち火びや産うぶ女め、そして天邪鬼あまのじやく。

　世界恐慌の原因となっているチゾメノザシキワラシに干渉する『パッケージ』の準備が進められているとしたら、ＣＩＡとして小細工を弄ろうするチャンスはいくらでもある。

　この往復ハガキの行方について、蓮河弓はしばし思いを馳はせていたが、

（だけど残念な事に、借りがあるのよね）

　一つだけ息を吐いた。

　それからいくつかの記録を抹消し、形だけの上司であるシド＝クラウズの目に留まらないよう注意を払ってから往復ハガキをよそへ回した。




　そして最後は九州の金鉱島から四国へ転送されたものもあった。

「たぬきー、きつねー、むじなー。お葉書きたよー」

　小さな女の子が言うと、ぬいぐるみに似た妖よう怪かい達が我先にと飛び込んできた。ありふれた建売住宅だが孫から祖母まで暮らす二世帯住宅で、しかも庭師と乳う母ばと用心棒が同居している。

「おお、陣内忍からではないか！　何だか懐なつかしいのう！」

「まあまあ。ですがこの文面を見る限り、単に喜んでいられるものでもないような……」

「なぁに構わんよ。こちとら借りっ放しなのも据わりが悪かったのだ、義理を返す機会に恵まれた事にはむしろ感謝しなくてはならないのだよ！」




　───少年刑務所では、蘭らん園ぞの幸さちの元へ往復ハガキがやってきた。




　鉄格子の隙すき間まから入った小さなムカデと共に文面に目をやると、彼女のトモダチはこう話す。

『済まぬなサチ、多少寂しい想いをさせてしまうが、恩義ある少年達たちに報むくいねばならん時が来たようだ』

「くすくす、あなた達の恩返しの概がい念ねんくらい絵本にも載っているから、そうかしこまらなくても大丈夫よ。それより他の子達も連れていく？　土つち蜘ぐ蛛もに鵺ぬえ、蝦が蟇ま、蟒うわ蛇ばみ、鉄てつ鼠そ、武たけ文ぶん蟹がに、猿さる神がみ、獏ばく……。ふふん、みんな優しいから、きっと手伝ってくれるはずよ」

　チュンチュン、という小鳥の鳴く声があった。

　だがどこにも姿はない。

「ふふん、送り雀すずめなんていうのもあったわね」




　───昔の記き憶おくを頼たよりに、何通もの往復ハガキが津つ々つ浦うら々うらに放たれた。




「あっ、陣じん内ない邸ていだなんて懐なつかしいなあ……。結局忍しのぶちゃんにはおんぶしてもらえなかったんだよなあ、また行ってみようかなあ！」

「うふふ、そろそろ忍ちゃんにアレを迫っても良い頃ころ合あいだと思うの」

　おんぶお化けと柿かき男おとこが何やら不ふ穏おんな事を言い合い。

「ばぶー」

「このウブとかいうの、ばぶーとおぎゃーしか言わないな。だがまつろわない土蜘蛛はちびっこと雨の日の捨て猫には弱いのであった!!」

　ウブと土蜘蛛がわさわさと脚を動かし。

「ふっ、忍ちゃんに新たな世界を教えてもらって以来、頭のお皿には炭酸と決めているのです」

「吾わが輩はいのっぺらぼうだけど、顔に黒ペンで目鼻を描いた方が驚おどろいてもらえると思うの」

　河かつ童ぱとのっぺらぼうが何やら話し込んでいる。

「ほほほ。相変わらずの甘えん坊じゃのう。どれ、この九きゆう尾びも馳はせ参じるとしようかのう」

「これ野や狐こ、あなたはお祭り騒さわぎを楽しみたいだけでしょう。この葛くずの葉は、目の黒い内はしっかり躾しつけていきますからね！」

　九尾に葛の葉。

「いえ─────────────い!!　タヌキ☆ＢＡＹＡＳＨＩで──────す。今日は熱いファンレターを紹介しちゃいたいと思いま──────────す」

「まあ手伝ってやるのはヤブサカではないが、過度の期待をされては困るな。わし、ぬらりひょんとか言って妖よう怪かいの総大将扱いされているけど原型は海うみ坊ぼう主ずのお仲間じゃし」

「鬼です！　福は内しかやらない家は珍しいのだ。二月三日の避ひ難なん所じよが消えるのは困る!!」

　五人組のタヌキに、ぬらりひょんに、鬼まで出てきた。

「わさわさ（忍しのぶちゃんとのおままごと楽しかった）」

「そうさのう。この貧乏神も素直にあそこで祀まつられておるべきじゃったかもしれん」

「垢あか舐なめ如ごときに何ができるかという話じゃが、望まれるのなら出向いてみせよう」

　蠱こ毒どく、貧乏神、垢舐め。

「ぬりかべでーす。忍ちゃんのピンチに駆けつけましたー」

「一いつ反たん木も綿めんも来たぞ」

「なら道を塞ふさいで邪じや魔まするんじゃないわい！　この夜や行ぎょうさんが首なし馬で蹴け飛とばすぞ!!」

「まあまあ、ここで仲なか違たがいして何か益になる訳でもないのだし、ここはこの泥どろ田た坊ぼうの顔に免じてという事でいかがか」

「というか、泥田坊って普通の道も歩けたんだなー。一つ目小僧はびっくりだぞ」

　ぬりかべ、一反木綿、夜行さん、泥田坊に一つ目小僧。




　───隣となり街まちの墓ぼ前ぜん市しでは、潰つぶれたはずのドッグスクエアに往復ハガキが届けられた。




「ゾンビ騒さわぎがあったばかりだっていうのに何なんだ一体……」

　不ぶ気き味みがるバイトの配達員は何度も往復ハガキを途中で捨ててしまおうかとも考えたが、かえって呪のろわれそうで怖かった。

　でもって彼は見た。

　休火山のてっぺんから、あってはならない巨大な光の球体がズポンと飛び出したのを。

「ぎゃわー!!　何だっ、ＵＦＯかぁーッッッ!!!???」

　火か車しやと呼ばれるその妖怪の原形を知る者は少ない。




　───何通かの往復ハガキは、妖怪達にではなく叔お父じの内うち幕まく隼はやぶさの元へと届けられた。




「あん？　心当たりのある妖怪の所に届けてくれだって？？？」

「ええと、座ざ礁しよう島じまの舟ふな幽ゆう霊れいに、濡ぬれ女。妻つま田だ澪みおの関係で人じん面めん瘡そう、後は全ぜん滅めつ村むらの青あお行灯あんどんとかタロットガールズ22の油取り……はいったんパスして、姥うば捨すて団地の山姥やまんば辺りもあったっけ？」

「そういや東とう条じよう雅みやびの犬神ってどこ行ったんだ？」

「そうそう、絡新婦じよろうぐもとかもいたっけね」




　───そしてもう何通かは菱ひし神がみ舞まいの元へと届けられた。




「一体どんな超常を使ったんだー偽ぎ名めいで誰だれも本名知らない私の元に手紙が届くだなんてー！　ちょっと見ない内に陣じん内ない忍しのぶもやるようになったじゃない!!」

「そうかもしれませんね。もぐもぐ、イカソウメンうまー」

「……ちょっとこの式しき神がみ野郎。アンタまさかあいつに懐なついて情報漏ろう洩えいしていないでしょうね？　刑事さんの他にパツキンにも靡なびいてんのか浮気性！　式神のくせに制御系が危ねえな!?」

「何の事だか分かりません。それよりどうするのですか？」

「無難に行くなら百ひやつ鬼き夜や行こうを巻き込むトコだけど……お嬢じようちゃんじゃなくて私に来ているのが微妙なんだよなあ。いっちょまえにパワーバランスでも考えるようになったのか。あるいは、俺達だけでやるっていうサインか」

「で？」

「ここはいったん乗ってからの様子見、観察かなー。使えそうなトコだと飴あめ村むらちゃん家ちのボウズサマ、うどん屋にいた隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶ狸たぬきに刑おさか部べ姫ひめとかもあったかな、信しん賞しよう必ひつ罰ばつ関連で狐きつね火びと天てん狗ぐ、後はーっと……あれ？　意外と少ないな」

「片っ端ぱしから殺してしまいますからね」

「ただまあ」

「ええ」

「あのお嬢ちゃんに、大好きなお兄ちゃんの危機を見て見ぬふりができるかなあ？」
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　───それから最後に、改めて陣じん内ない邸ていにて。




「ようし！　元からうちにいるのは雪女と猫ねこ又またと古ふる椿つばき（小）と油取りに青あお行灯あんどん。こんなトコか」

「あのご主人様、ケセランパサランとか小豆あずき洗あらいとかが忘れられてどんよりしてますけどー？」

「くっくっ。デカい方の古椿はいい気味。私のおやつを盗むからだ！」

「つか、悪あく魔まのサキュバスと魔女のマルグリットもオカルト枠にぶっこんで大丈夫かね」

「問題ないわ。悪魔と契約を果たした時点で、私達たちの魂たましいは天への門を閉ざされる代わりに、現世で人には為なし得ない現象を起こせる存在へ昇華されたのだから」

「それでツェリカのヤツにあれだけ嬲なぶられたら世話はありませんけどねー。そういやあいつどうします!?　カタコンベのカヴンに送ればひとまずコンタクトは取れると思いますけど」

「いやあ!!　やめてちょうだいあんな大悪魔と接点を持つのはあーもー!!」

　少年一人にできる事は、少ない。

　だけどこれまで彼が歩んできた道のりが、確かな答えを返してくれる。

　やれる事は全すべてやった。

　一つ一つに手ごたえを感じていた。

　そう思っていた。

　矢先の出来事だった。




「───ひっ!?」




　息を吞のむ音があった。

　緩ゆるやかだけど着実に吹いていた追い風をまとめてごっそりと奪うばっていくような、『それ』。不安、恐怖、危機感。ざわざわと伝でん播ぱしていく見えない『それ』は人間の俺よりもまず妖よう怪かい達を冒していく。タヌキ☆ＢＡＹＡＳＨＩとかいうのは五匹揃そろってころんとお腹なかを見せて死んだふり、唐から傘かさや提灯ちようちんは油紙でできた本体をぺしゃんこに畳たたんでだんまりを決め込んでしまう。

　得え体たいの知れない感覚は、廊下を伝って玄関の方から流れ込んできているらしい。

　陣内忍しのぶがごくりと喉のどを鳴らして恐る恐る向かってみると、見知った顔があった。

　黒い髪をおかっぱにし、紫の着物を纏まとう一〇歳くらいの少女。

「祝はふり……？」

「お邪じや魔まいたします。そしてまさかと思いますが、これほどの動きを見せて我々百ひやつ鬼き夜や行こうに捕ほ捉そくされないとでも？」

　少年の腰の辺りに、古椿（大）や臼うす挽ひき童わらしなどがひっついていた。

　事情を深く知らない彼らからすれば、百鬼夜行というのは『殺すか従わせるか』などという大和やまと朝廷時代のまつろわぬ者対応を地で行く組織に見えているのかもしれない。

　忍しのぶは息を吐き、髪をいじり、腰にくっつく臼うす挽ひき童わらしの白髪のてっぺんをポンポン叩たたきながら、
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「今回は、そっちの世話にはなりたくなかったんだけどなあ」

「ええ、懸け念ねんについては了解しております。我々の予測が正しければ、あなた達たちはチゾメノザシキワラシに何かしらの楔くさびを打ち込むための術法あるいは『パッケージ』の構築を目指しているはず。その技術を現百ひやつ鬼き夜や行こうに知られれば、思わぬバックドアの埋め込みを招くリスクは上昇しますからね。世界の運命うんぬん以前の問題として、あなたとしては恋人を第三者に操られる可能性は排除したいでしょう」

　遅れて雪女がパタパタと玄関へやってきた。

　彼女は着物の袖そでで口元を覆おおいながら、しかしその瞳ひとみにザワリと危険な光を宿して、

「……このデリケートな局面で横よこ槍やりとはいい度胸です。こちとら色々と複雑なものを抱えてでも座ざ敷しき童わらし救出に舵かじを切っているんです、ここでわやくちゃにして人の決意を鈍にぶらせるような真ま似ねをするのなら、実力行使も辞さな───」

「何ですかこのちんちくりんは？」

「むぎゅう!?」

　呆あきれたように祝はふりが言った直後、彼女の人差し指が雪女の小さな鼻を下から押していた。

「陣じん内ない忍、曲がりなりにも一集団を運用するならまず第一に考えなくてはならない事があります。確固たる方針に基づいて統率を取りなさい。あなた自身にその気はなくとも、構成員個人の行動を組織全体の思惑と判断される場合もありますから」

　両手を振り回してわたわたする雪女だったが、紫の着物を纏まとう祝はふりはたっぷり一〇秒近くも鼻を押したまま弄もてあそび、ようやく彼女を解放した。耳元、髪につけた小さな珠たま同士がぶつかり、涼やかな音を立てる。へなへなと崩れ落ちる雪女に、周りの土つち蜘ぐ蛛もやぬりかべが震ふるえている。

「お、おい、あいつ確か致命誘ゆう発はつ体たいの代表格だろ？　つまり夜の街のケンカ王。それをあっさり捻ねじ伏せるだなんて恐るべし百ひやつ鬼き夜や行こう！　夜の見回りする体育教師みたいなポジション!!」

「ぬりかべでーす、忍しのぶちゃんこの子だれー？　怖いオーラ出ているけど嚙かんだりしない？？？」

　びくびくして俺の陰に隠れようとする妖よう怪かい達たちを見て、祝も祝で鼻から息を吐いていた。

　慣れてはいるらしい。

　だが同時に、彼女はどこか羨うらやましそうな目で陣じん内ない忍……いやそのご一行を眺めていた。

「提案しましょう」

　思案する忍を放ほうって、祝は指を一本突き付ける。

「こちらとしても三九式、いえチゾメノザシキワラシの動向は摑つかんでおきたい。ですがあなた達としては彼女を制御する『パッケージ』の技術を現百鬼夜行に伝えたくない。……よって、これは現百鬼夜行リーダーとしてではなく、私、祝の個人的な協力です。私は持ち得る全すべてをあなたに差し出し、しかし、ここで見た事は百鬼夜行へ持ち帰らない。いかがです」

「……、」

「小娘の口約束では信じられませんか？」

「いや、信じるよ。というか、本気で殺す気だったり幽閉して実験台にするつもりだったら、俺も座ざ敷しき童わらしも墓ぼ石せき山やまから下りられずに神隠しに遭あっていたかもしれねえんだしな。アンタにはその時点で借りがある。いや、人としての信用って呼ぶべきかね」

　自分から切り出しておいて、祝はちょっとポカンとした顔になっていた。

　言った方の忍は、彼女の変化に気づいていない。

「それはともかくとして、実際問題、そんな便利な枠組みで仕切れるものなのか？　アンタの気持ちは分かる、でも周りがそれを許すのかって話なんだけど」

「私を誰だれだと思っているんです」

「呪まじなの娘、現百鬼夜行リーダー。だからこそ、って言えるんだが」

「そっくりそのままお返ししましょう。だからこそ、そんな百鬼夜行リーダーが護衛もつけずに一人でふらりと現れた事自体が、極限のイレギュラーとは思えませんか？」

　ニヤリと、紫の着物の少女はあまり似合わない笑い方をして、指先で耳元の珠を弄ぶと、

「私は純正百鬼夜行当主の血と座敷童を掛け合わせたハーフ、そして微力ながら運命を操る術にも手は届いた。百鬼夜行を構成する一〇〇の武将や『五本指』が織りなす体制の隙すき間まを縫ぬってここまで辿たどり着く程度には。組織としての堅けん牢ろうさは、今は無視して構いません。何な故ぜか対応できなかったように仕向けられますので」

　が。

「一人でふらりと現れたも何も、親を同伴させて俺ん家ちまで来たお嬢じようちゃんが何言ってんだかって話なんだけど。髪にお揃そろいのアクセ着けて、仲良しか」

「えっ、あれ、ええ!?　お母様!!」

　最初キョトンとして、それから慌てて背後を振り返った祝はふりはようやく気づいたようだった。そう、先ほどから幽ゆう霊れいみたいに存在感のない白い浴衣ゆかたのグラマラスな妖よう怪かいが一人、ぴったり寄り添っているのだ。

　迷めい。

　言葉は交わさず、忍しのぶと目線だけ合わせると、彼女は音もなく小さく会え釈しやくをした。娘の祝の頭を軽く撫なでながら。

　一方、なんか穏おだやかではなくなっているのは祝の方だ。

「どっ、なっ、ええ、何がっ。曲がりなりにも現百ひやつ鬼き夜や行こう最高難度の座ざ敷しき牢ろうに軟禁されている身の上ではなかったのですか!?」

「いやそいつらにまともなロジックは通じねえと思うよ？　もう世界の運命とかダイレクトに操っちまうような感じだし。そもそも座ざ敷しき童わらしは自分で望んだ時に居着いて出て行く種族だし」

「そ、それにしたって！」

「何より、うちの縁ゆかりだって一〇〇年以上前に百鬼夜行から脱走しているらしい。最盛期、だったっけか？　今よりヤバい環かん境きようで、すでに前例があるんだ」

「そうじゃありません!!　お母様、どういう意図で座敷牢を抜け出してここまでやってきたのですか。より具体的には陣じん内ない忍との接触を試みた!?　事と次第によってはあなたの娘として全力でブロックさせていただきますからね!!」

　ぎゃおー、と嚙かみ付く祝だったが、迷の方はポンポンと娘の頭を撫でるばかり。

　ただ、

「……お前達たちは、普通に納のう骨こつ村むらまで入ってこられたんだよな」

「え、ええ」

「縁のヤツが呼んでもいねえのに、強引に侵入してきた。それが、できた……」

　ひょっとしたら、と忍は思う。

　自分は自惚うぬぼれていたのかもしれない。こうも都合良くたくさんの妖怪達が集まってくれたのは、途中で冗談みてえな偶然の積み重ねで妨害されなかったのは、破滅の運命を操るチゾメノザシキワラシでも迎げい撃げきできなかったのは、自分だけの力ではないのかも。祝に、そして迷。瞬しゆん間かん最大風速では四〇式を上回るなんて呪まじなのヤツに分析されていた縁の力を、彼女達が短期間だけでもよそへ逸そらしてくれていたのかも、と。

　忍には運命なんてものを見る目はない。

　具体的にどこをどんな糸が絡からまっているかなんて分かりはしない。

　でも。

　もしかしたら。

「どうするんだい？」

　いつの間にか足元にやってきていた猫ねこ又またが、そんな風に切り出してきた。

　意図して忍しのぶは息を吐いた。

「そうだな……」

　呟つぶやいてから、改めて己の内面と向き合う。

　自分で決めた謳うたい文句くらい覚えなくてはならない。

　口の中で呟く。

　俺はどんな妖よう怪かいとだって仲良くなれる。そう決めただろう、陣じん内ない忍。

　だから。

「了解、分かった。今のアンタは百ひやつ鬼き夜や行こうリーダーじゃねえ。ただの個人として、『俺達たち』の一員になるんだ。それで良いか？」

　改めて、今度こそ。

　必要な『力』を手にして、陣内忍は笑って周りを見渡す。

　それはまるで画用紙に描かれた拙つたない落書き。

　いつの間にか玄関に集まっていた大勢の仲間。

　人間も妖怪もない、ただみんなが笑って一つになれる枠組み。

　陣内忍は当初、青春ドラマよろしく円陣でも組んで全員で手を合わせるなんてどうよとも思っていたが、もうそんな事ができる数には収まらなかった。

　つまりは、




「それじゃあ頼むぜ。陣内忍式百鬼夜行！　世界征服なんかいらない、不老不死なんてどうでも良い!!　願いは一つ。惚ほれた女を助けるために、あいつを悪者なんかにしないために、お前達の力を全部貸してくれ!!」




　束つかの間ま、少年は一〇〇の鬼を束ねる長おさとなる。

　世界なんか知らない。

　陽の当たる業界も影の差す業界も知った事ではない。

　彼らの目的はただ一つ。

　少年の愛した女性を、世の理り不ふ尽じん全すべてから守り切る事のみ。




　　　　　４（陣じん内ない忍しのぶ）




　使うのは簡単だ。

　ネット通販でクリックすれば半日くらいで届くものばかり。

　赤のボールペン、コンパス、手鏡、プラスチックの定規、ガラスカッター、厚紙のロール、赤い薄うす紙がみ、折り紙セット、錐きり、ハサミ、カッター、接着剤、マスキングテープ、後は見栄えとしてちりめん紙なんかがあっても良いかもな。

「万まん華げ鏡きよう？」

　言われた通りに定規を使って手鏡に印をつけ、ガラスカッターを摑つかむ。ピザを切るのに使う丸い刃をすんごく小さくしたような道具だな。

「別にケーブルも無線もついてねえけど、こんなのが『パッケージ』の核になるのか？」

「記号性さえ揃そろっていれば、モノは何でも構わないのです」

　涼しい声で答えたのは祝はふりだった。

　続けて、青あお行灯あんどんも簡単に頷うなずく。

「逆に尋ねるけど、今までキミが触れてきた『パッケージ』の核は何だった？　あからさまに怪しいものの方が珍しいくらいなんじゃないのかい」

　言われて思い出す。

　まあ、考えてみりゃあサナトリウムの利用規約だのリボルバーのオモチャだの、そんなのばっかりだったっけ。必ずしもデジタルでハイテクだったり、得え体たいの知れないオカルトにどっぷりじゃなきゃダメって訳でもねえのか。

　三等分にした鏡を、三角柱になるように合わせる。鏡面が内側に集中する形だ。後は隙すき間まを接着剤で埋める。こいつが乾くまではマスキングテープを貼はって外から固定、と。

「確かＵＳＢ扇風機があったな。風を送りゃあ早く乾くか？」

「いえ、不自然な干渉で『むら』を作ってしまうより、自然乾燥に任せた方が確実です。しばらく放ほうっておきましょう。急せいては事を仕損じます」

　祝のヤツは目を細めて作業を眺めているだけだ。手順に間違いがあれば咎とがめてくれるけど、基本的な指示出しはしねえで傍観する構え。『百ひやつ鬼き夜や行こうとしてではなく、個人として協力する』の限度を自分で測っているのかも。

「今回の『パッケージ』の胆きもは色の誤ご魔ま化かしだ。赤を白に、白を赤に。どんな屁へ理り屈くつでも良いからこの認識をひっくり返せればボク達たちの勝ち。ここまではオーケー？」

「まあ、こっちから提案した事ではあるんだし」

　コンパスで厚紙の上に奇き麗れいな円を描き、それに沿ってカッターナイフで切り抜く。中心に穴を空ける必要があるけど……錐きりじゃなくても良いか。コンパスの針を使って直接グリグリ。

　青あお行灯あんどんに言われるままに、さらに上から赤い薄うす紙がみを貼はり合わせていく。

「万まん華げ鏡きようには二つの穴がある。中を覗のぞき込むための穴と、光を取り込むための穴。この採光窓の上に赤い薄紙を貼ってしまうと、万華鏡の中は赤一色になるんだ」

「ふむふむ」

　今度は折り紙セットの中から赤いものを取り出す。

　根気のいる作業だけど、ハサミを使って細切れにしていく。数ミリ単位の四角いドットやチップをイメージする形でだ。計算上、数は全部で一〇八つ。

「ここに白い紙を入れれば赤く色が染まる。白を見ているのに赤と認識する。これが第一段階」

　速乾性の接着剤が固まったのを確かめてから、三角柱の外周からテープを剝はがす。

　祝はふりがそっと息を吐いた。

「大丈夫なようですね」

「ああ」

　鏡のパーツを厚紙のロールの中にすっぽり収めると、やはり内側の接点を接着剤で固定。下か端たんを先ほどの赤い薄紙付きの円形の蓋ふたで覆おおってしまう。

　ドットやチップとなった折り紙をザラザラ流し込んでいき、

「でも、仕組みを知っている人はこう考える。今見えているのは赤だけど、これは採光窓に細工をされているからで、本当は白いんだって」

　と、青行灯は折り紙セットの残りを摑つかんでひっくり返した。

　表面は鮮やかな色だけど、裏は均一で真っ白。

　つまり、

「だけど実際には、ドットは表が赤で裏は白。つまり今万華鏡の中に広がっているドットがどっちの色かは、もう誰だれにも分からない。本当は白だ、と思っているものが、実はやっぱり赤だった可能性も出てくる。箱の中の猫に近いかな。ともあれこれで第二段階も完了。この万華鏡の一つの中に、赤を白に、白を赤に、の両方が混在している事になる」

　後は細部を固めるだけだ。

　厚紙を円形に切り取って大きめの覗き穴を作る。本当はガラスで窓を塞ふさいだ方がらしいんだろうが、素人しろうとがガラスカッターで切り取ると細かい破片が残りそうで怖い。目に当てるものだし。なので折り紙セットを包んでいた透明なセロファン状の袋を切り取って代用する事に。その蓋で残った上端を塞ぎ、厚紙ロール側面をあの座ざ敷しき童わらしが好きそうな、花柄のちりめん紙で覆う。

　一世一代の大勝負だってのに、何だかぶきっちょだった。

　でも逆に良いか。

『みんななかよし』の画用紙だってそうだったんだから。あんなものに救われるものがあるって、俺はきちんと分かっているんだから。

　青行灯も指を伸ばして外装をなぞりながら、

「これでコアは完成、と」

「けどよ、この万まん華げ鏡きようを座ざ敷しき童わらしと接続するってのがサッパリイメージできねえんだけど。あいつに肌身離はなさず持たせりゃ良いのか？」

「そういう難しい計算は魔ま女じよの辺りに任せておけば良いんだよ。そもそも『パッケージ』っていうのは一人きりでできる作業じゃないんだからさ」

「ええ、後見人として私と、母の迷めいもついています。仮に西洋式と東洋式の間で齟そ齬ごがあったとしても、我々の手で互換性を修正しますので」

　そんなもんかね、と俺は視線をよそへやった。

　かやぶき屋根のお屋敷のあっちこっちで妖よう怪かい達たちが行き交っていた。

「わっせ、わっせ！」

「はー、どっこいしょ。思った以上の重労働ですわ……」

「あっちもこっちも手を加えねばならん、日が暮れる前に目め途どをつけねばな！　外出許可をもらっているとはいえ、あんまり遅くなると我が主あるじも心配してしまう!!」

　口をパカパカ開閉させている唐から傘かさや提灯ちようちんを眺め、改めて青あお行灯あんどんに尋ねる。

「あれ何してんの？　ていうか勝手にリフォームしてねえか!?」

「だから細かい計算はこっちでやっておくから心配しなくて良いよ」

「そもそも座敷童は家に居着く、屋敷と関連の深い妖怪ですからね。体構造に手を加えるなら建物に干渉するのが一番です。あまり楽しい思い出ではないでしょうが、インテリビレッジ風ふう化か村むらでのホテルの一件を覚えていますか。あの時も座敷童に干渉するため、屋敷の見取り図を利用していたでしょう？」

「ま、人間サイドのリフォームでこっちの設計図が崩れないよう、あんまり動かされない場所を選んでやっているけどね」

　天てん井じようの方でもドッタンバッタン音が聞こえている。

　ただしこっちは感動的なリフォーム作戦とかいう話ではなく、

『ああもう!!　屋根裏は私のテリトリーだっつってんでしょ！　他に寝泊まりする所がない？　知った事かっ！　木の上でも床下でも選んで勝手に寝てなさい!!』

　本格的なケンカになる前に、一応声を掛けてみる事に。

「サキュバース、今は一〇〇体近い妖怪がひしめいているんだから多少は融ゆう通ずうしてやれ。みんな譲ゆずり合っているのは一緒なんだ」

『あっ、ひどい!!　立場が上のご主人様がそういう事言っちゃうとこっちの顔が立たないっていうか、歯止めが利かなくなるのにー!!』

　わらわらわらー！　とぬいぐるみっぽい妖怪達が一斉に急な階段を駆け上がっていくのが見えた。この分だとメシの方も争そう奪だつ戦せんになりそうだな。

「ぶっちゃけどれくらいかかりそうなんだ。うちって結構妖怪関係はウェルカムだけど、流石さすがに一〇〇体近くもずーっと居座られると父ちゃん辺りが不審がるかもしれねえぞ」

「時間はそんなにかからないよ。垢あか舐なめとか七人ミサキとか、あの辺が人間から隠かくれながら作業できるかが鍵かぎだと思うけど」

　言いながら青あお行灯あんどんは座卓の上に白地図みたいなのを広げていた。祝はふりのヤツが何かをチェックしながらピンクの蛍光マーカーで項目を埋めている。うちの屋敷の見取り図で、作業の終わった所から塗り潰つぶしていっているらしい。今は大体三分の一くらいだ。あちこちに配線みたいなのも書き込まれているけど、こっちはちょっと何を意味してんのかは分からねえな。

「忍しのぶ」

　と。

　あっちこっちで作業している妖よう怪かい達たちの間をくぐるように、赤い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらしがこちらへやってきた。こいつからすれば、何をやっているのかは『分からねえ』んだろう。そもそも、自分の存在が世に何をもたらしているのかも『分からねえ』んだから。認識が、静かにズレてる。彼女は何やら不審そうな目であちこちを見回してから、俺の顔をビタリと見据えてくる。

「一体どうしたの。かつてない勢いで色んな妖怪がひしめいているみたいだけど。あとここは一応私のテリトリーなんだけど、明らかによその座敷童が紛まぎれているよね」

「逆にどうした縁ゆかり。あちこち妖怪だらけでひょっとしてヤキモチでも焼いてんのか？　言われてみれば濡ぬれ女とか絡新婦じよろうぐもとか小こ袖そでの手てとか意外と美人系も多いけども」

「……、」

「えっ、マジなの？　マジでこんなのでイライラしてんのかよおー痛たたたたた!!　引っかくなっ、あちこち引っかくな！　赤ちゃんが生まれた途と端たんに不ふ機き嫌げんになる飼い猫かお前は!?」

　そんなこんなでじゃれつく格好の俺達だったが、傍はたで見ている祝や青行灯の瞳ひとみがゆっくりと細くなっていくのも分かった。

　ああ、そうだな。

　この局面に来て無意味な事なんかきっと何もない。こっちは三九式の持つ『破滅の力』を押さえ込む『パッケージ』を組もうとしているんだ。向こうは世界の運命全部を捻ねじ曲げる存在、こんな動きくらい簡単に察知される。そして幸だろうが不幸だろうが、どっちにしたって俺達の努力を踏ふみ潰すように運命は動くはず。継ぎ目なく、誰だれにも気づかれずにレールを切り替え、迷いの森へと放ほうり込んで。戦う戦わないなんて選択すら許されず、ただ運命を本線から逸らして台無しにするような。

　もう、座敷童当人の意思さえ関係ないのかもしれない。

　こいつ自身も『破滅の力』に振り回されているのかもしれない。

　そもそも油取りや青行灯の話が正しければ、今の納のう骨こつ村むらの近辺は見えない迷宮みたいになっていて、害意のあるなしに拘かかわらず座敷童……いや三九式を邪じや魔まする存在は全すべて近づけないらしい。にも拘らず俺の百ひやつ鬼き夜や行こう、一〇〇の妖怪達は集まった。

　もちろん俺の妖よう怪かい好かれ体質とか、祝はふりや迷めいの『白い』座ざ敷しき童わらしの運命を曲げる、幸福を導く力も手伝っているだろう。

　でも、それだけで完かん璧ぺきに三九式に打ち勝てるなら、そもそもこんな大おお仰ぎような『パッケージ』を組み立てる必要も、呪まじなが大罪人となってゾンビパニックを起こす必要もなかった。

　つまり、そんなのは枝葉。

　あらゆる禍か福ふくの根幹には、やっぱりチゾメノザシキワラシの存在がある。

　三九式としては妨ぼう害がいしているが、座敷童としちゃ俺の客人を招いてくれるつもりなんだ。

　座敷童の中でさえ、何かが乖かい離りしつつある。

　やっぱりあの力は放置しておけない。

　このまま乖離が進めば、何がどうなるか予想がつかない。座敷童が三九式の操り人形になっちまうかもしれないし、それこそ体が真っ二つに裂けちまうかもしれない。

「大丈夫だ」

　胸の内にあるものは、全部吞のみ込んだ。

　その上で恋人を抱き留め、優しく頭を撫なでながら、俺はそっと繰くり返した。

「お前が心配するような事じゃねえよ。約束する、お前が大切に思っているものは、何一つ壊こわさせたりはしないって」

　たとえ今は。

　三九式の呪じゆ縛ばくに囚とらわれた彼女には届かなかったとしても。




　　　　　５（内うち幕まく隼はやぶさ）




　急用という事で美み島しま警視長の呼び出しを受けたのは、東京副都心の大規模な港湾地帯だった。

「……明日にでも『暴発』で沖からミサイルが飛ぶかもってのに良く来たな、推理マニア」

「刑事さんこそ。国がお給料払ってくれないのに公務員を続けている人なんてすんごく珍しいと思いますけど？」

　安物のスーツにコートの冴さえない男に、全身リボンと生クリームやチョコみたいな上着やミニスカートでデコレートしたド派手な少女。

　二人で顔を見合わせて、互いに呆あきれたように笑ってしまった。

　世界は終わる。

　これから終わるのか、もう終わってしまった事に誰だれも気づいていないのか微妙なトコだけど、金きん融ゆうや投資の専門家に言わせれば『本当に最後のチャンス』はとっくに通り過ぎた後らしい。

　事態の核には座敷童があり、唯ゆい一いつ食い止められるのは甥おいの忍しのぶだけ。

　冗談みたいな話だったけど、実際にいざ電話やメールで連絡を取り合おうとすれば何な故ぜか繫つながらない。電車や飛行機は都合良くトラブル。レンタカーでも借りようかと思ったけど、ともすれば俺自身が無用な事故を誘ゆう発はつしてはいないかと思って二の足を踏ふんでしまうくらい、徹てつ底てい的てきに『偶然』ってヤツが絶壁となって立ち塞ふさがってくれる。

　できる事は何もない。

　忍しのぶと座ざ敷しき童わらしがもたらす結果を待つ以外に何もない。

　……そうと分かっていても、やはり自室で頭から布団を被かぶっている訳にもいかない。何な故ぜなら俺は警察官で、表では今も大小様々なトラブルが湧わき出ているんだから。

　俺達たちは中心には立てない。

　でも忍達は外周や末まつ端たんへ手を伸ばせない。

　適材適所だ。悔くやしい想おもいがないと言えば噓うそになるけど、今はそれより自分で手を動かせる作業を見つける方がはるかに大切で有意義なんだ。

　一つでも多くの、無用な被害を食い止めるためにも。

「行くか」

「だね」

　副都心の湾岸と言えば阿あ刀とう先輩の勤めているハチテレビの社屋も近い一等地だが、俺達がやってきたのはウォーターフロントのオフィスビルや億ションではない。

　港に停泊している豪ごう華か客船だった。

「ＹＡＫＡＴＡ‐Ⅱ、カジノ特区の金きん鉱こう島とう以来だよね刑事さん。結局中に入れなかったけど」

「あれ……？　でもあの豪華客船、確か事件の終しゆう盤ばんで……」

　ともあれ、推理マニアと一緒になって船内へ。幸い、ドレスコードは存在しなかった。

　そして美み島しまさんは船内の三ツ星レストランで和牛の鉄板焼きなんかを嗜たしなんでいらっしゃった。専門店っていうよりは、パーティスペースの片隅にある食事処どころって感じだけど。

「やあやあ内うち幕まく君。こっちだよ、こっち」

「何をやっているんですか急用って話だったのに」

「うん、ホテルなんかでもそうなんだけど、ついつい立ち寄っちゃうんだよね、鉄板焼き。ベッドを見るとダイブして飛び跳ねてみたくなるっていうか」

　……俺以上にテッカテカに脂がのってるなあ、この高級スーツの独身貴族。もう良い御お歳としのはずだぞ。世界的なハンバーガーショップだってゾンビパニックの煽あおりを受けて苦境に立たされているっていうのに、これまたエネルギッシュな……。

「今失礼な事考えたかい？」

「いえ別に。ところでこの豪華客船なんですけど」

「そうだよ。隼はやぶさ君は当事者じゃないからピンときていないかもしれないけど、船底に穴が空いているね。ＣＩＡか『菱ひし神がみの女』か……どっちがやったかは闇やみの中だけどさ」

「……、」

「おっかなびっくりしなくても大丈夫だよ。やられたのはバラストタンクだから、点検ハッチを閉めておけば浸水はしない。とはいえ、一七〇〇名の人命を預けるには不用心とは思うけど」

　これはもう、そういう次元じゃない。

　意図的な隠いん蔽ぺい、隠いん匿とく。安全性よりまず儲もうけを優先して口を噤つぐむ動き。

　まさしく拝金主義。

「困ったもんだよねえ。ま、取り締しまろうにも関係各位は軒並み開店休業状態なんだけど。僕はさ、和牛の鉄板焼きのお店を冷やかしておきながら、実は一番好きなのはアワビのステーキなんだけどね。でもこれだって本当に文言通りインテリビレッジ産かどうかは怪しいもんだ」

「『ネットワーク』を使った国債マジックのせいで、モラルハザードが顕在化してきているっていうんですか……」

「その件で話がある。詳しくは小こ手て蜜みつさんが説明してくれる手はずになっているんだけど……うーん、なんていうか、向こうも向こうで姉妹ゲンカが激しくてさあ。両手に華とか笑って言っていられる状況じゃないというか」

「ああ、惑まど歌かと聖せい歌かを同じトレードルームに詰め込んだらそうなるでしょうね。なんていうか、ハブとマングースを一緒に飼うっていうか」

　赤いリボンに生クリームやチョコみたいな上着やミニスカート、ウェハースのリボンタイに頭の横にはショートケーキ風の帽子といった格好の艶えん美びが呆あきれたように言った直後だった。

　バン！　と荒々しい音を立てて扉が開いた。目をやると、ドアなんか何もないはずの分厚い壁が無ぶ遠えん慮りよに四角く開いていて、そこから二人の女性が出てくるところだった。

　小手蜜本家の女子大生聖歌さんに、忍しのぶのクラスメイトの惑歌ちゃんだった、かな？

[image: ]

「あそこで売りに転じるとかありえねえわ!!　何で自律投資プログラムで最善手が見えているのに手動で余計な手を加えるかね、んなもん私の判断で成功させましたってプライド慰なぐさめる以外に何の利益もないし!!」

「あなたこそ機械任せで売り買いの判断を頼たより過ぎているのではないのですか。投資とは本来人と人の心の読み合いです。それはユーザーアカウントの皮を被かぶったプログラムが蔓延はびこる時代に移っても同じ、アルゴリズムを組んだ者の思考は必ず影えい響きようを及ぼす。小手蜜流というものが全く分かっていないようですねこのエラー因子」

「いちいちネット系の用語でまとめるの腹立つわー！　流は行やり廃すたりなのか？　ちょっと前までチェスの駒こまと戦術で一族の体系を語っていたくせに掌てのひら返しやがって!!」

「ファイル形式に当てはまらない雑音は耳に届きません。この私と真っ当な会話がしたければどうぞ小手蜜流のフォーマットを学んでからにしてください」

「つか何でド派手なマーチングバンドなの、年とし増まのペチャパイ!!」

「っ!!　美み島しまのヤローが伝達でハメたんですよ、仮装パーティだって！」

　美島さんは振り返らずにひらひらと手を振った。

「何とかしてくれ。女子中学生と普通にカラオケできちゃう内うち幕まく君の感性が頼みの綱つななんだ」

「人聞きの悪い事を言わないでください!!　あれは防音の密室が欲しかっただけで……」

「そう、刑事さんたらいたいけな私を人目につかない悲鳴も届かない部屋の中に連れ込んで」

「作戦会議のためだろ馬鹿野郎!!　大使館絡がらみの案件だったから泣く泣く正攻法を捨てるしかなかったんだ、あの時は!!」

　他人の振りを見れば我が振りは直すものらしい。あれだけヒートアップしていた小こ手て蜜みつ姉妹は俺達たちの大おお騒さわぎを眺めて逆に冷静になったようだ。

　大きな貝殻そのものをお皿の代わりにして、バターと肝を混ぜ合わせた特製ソースをたっぷりかけたアワビのステーキを頰ほお張ばりながら、美み島しまさんが感嘆の声を上げる。

「流石さすがは内うち幕まく君だ、僕が費やしたこの三時間が馬鹿みたいに思えてくる鮮やかなお手並みだね。餅もちは餅屋というか、やはり若い娘さんは君に任せるのが得策かなあ」

「誰だれだ！　見えない位置から俺のレールを操っている大馬鹿野郎は!?」

　自分の体を搦からめ捕る不可視の糸みたいなものに脅おびえながら叫ぶ俺に構わず、ナプキンで口元を拭ぬぐった独身貴族はウェイターにブラックカードを渡していた。デザートについては丁重に辞退し、支払いを済ませると高級コートを手に先ほどの隠かくし部屋へ俺達を案内してくれる。

「ＹＡＫＡＴＡ‐Ⅱはセレブ向けに造られた豪ごう華か客船で、船内には衛星回線でカード会社のサーバーと連結したカジノやトレードルームなんかもある。僕達の拠点にはピッタリって事さ」

「でも何でこんな危ない船に？　それこそトレードルームなら湾岸の小こ奇ぎ麗れいなビルに……」

　当然の疑問には、聖せい歌かさんが答えてくれた。

「そちらについては成金達たちで溢あふれ返っていて年単位で空きの見込みはありませんよ。小学生から主婦層、暇ひまと年金を持て余した老人までよりどりみどりです。ここ最近のお稽けい古こ人気ランキングをご存知ですか？　第一位はぶっちぎりで投資ビジネスだそうです」

「……、」

　うへえ。

　未いまだに投資＝言葉を変えたギャンブルとしか思えない俺からすれば、とんでもない時代になったもんだと思ってしまう。パソコン教室で本体とプリンタの繫つなげ方も分からないような連中が一万分の一秒で一億円をスッてしまうような世界に飛び込むなんてゾッとする話……と考えるのは、もう頭が固いと評価されるんだろう、きっと。

　いいや、この感性を維持し続ける事が肝要なんだろうけどさ。

　ちなみに隠かくし部屋は学校の教室二つ分くらいの広さだった。中央には椅い子すが背中合わせに二脚。後は三六〇度、壁と言わず天てん井じようと言わず床と言わず、とにかく電気スタンドみたいなアームと薄うす型がたモニタの集合体だ。

　踊り狂う大量の数字やグラフ。

　戦争や災害、合併や買収の情報、果ては天気予報や各国のハンバーガーの値段まで。ほんのわずかでも株や為替かわせに影えい響きようを及ぼしそうなネットニュースを逐ちく次じ網もう羅らするウィンドウの群れ。

　もう、なんていうか、圧倒されていた。

　一匹のアリは虫として認識できる。でもそれが千や万を超えた時、うじゃっとした一つの塊かたまり、怪物のように見えてしまうのと同じ圧を感じる。

「どこに焦点を合わせれば良いって言うんだ……」

「むしろボヤッと眺めるのがコツかな」

　セーラー服の惑まど歌かちゃんがしれっとした顔で答えてくれた。きっと呼吸や瞬まばたきの仕方を説明するようなもので、彼女自身、当たり前過ぎて説明の仕方が分かっていないんだろう。

「それで、問題なのは」

「ここだ」

　美み島しまさんがアームで固定された薄型モニタの一つをこちらに向けてきた。

「以前話に出したナチュラルコンビニの全国出店は、かろうじて抑え込んでいる。ここにいる惑歌ちゃんと聖歌さんが生鮮食品の組織を傷つけない最新冷蔵輸送サービスが他社の特許を侵害しているって難なん癖くせをつけてくれたおかげで、時間稼かせぎ程度はね。でもモラルハザード自体は情報だけで拡大する。これが当たり前になる時代が間もなくやってくる、ってだけで、すでに民衆の糸は何本か焼き切れてしまった訳だ。見てごらん」

「……、」

「例の『ネットワーク』を使った国債マジック、あれで小金を摑つかんだ連中がよそにも手を伸ばし始めている。ナチュラルコンビニの足止めのせいで、持て余しているんだね」

「ええと、何これ？　月や火星の土地の売買？？？」

　推理マニアが怪け訝げんな声を出すと、惑まど歌かちゃんが肩をすくめて、

「値札をつけて高値で売買できれば何でも良いの。純金やプラチナの値段が何でお高いのかは分かる？　そうした方が都合の良い人間が多いから。おあつらえ向きに、月や火星の土地は地上げもされない、急な列車の路線開発で価値が高こう騰とうしたり、背の高いビルの陰になって日照権で揉もめるなんてのも、反対派が座り込む事もない。純金やダイヤと違って強盗に持って行かれる事もない。いったん値札をつければ、これほど安定した貯金箱は他にないって訳」

「加えて言いますと、他天体の土地の取り扱いについては国際法や条約、各国の法律などによる制限は存在しません。実際の効力はさておき、データ上で値札をつけて売買するだけなら問題にはなりません。今は仮想空間のアバターが店舗を開いてデータの商品を電子マネーで取り引きする時代ですから。手は届かなくても、モノがあるだけマシかもしれませんね」

　……その内、存在しない夢の国のお菓子にでも大金をつぎ込みそうだな、こいつら。

　半ば以上本気で呆あきれていると、美み島しまさんはさらに別のウィンドウを見せてきた。

「でもって月や火星の土地も切り売りされて満員御礼になってしまうと、貪どん欲よくな彼らは別の市場を開拓しようとする。今ホットになっているのはこっちだ。同じく宇宙関連なんだけど」

「衛星デブリビジネス……？」

「刑事さん、現在稼か働どう中ちゆうの人工衛星は国こく籍せき不明のものまで合わせれば一〇〇〇から二〇〇〇基って話なんだ。でもって、衛星の平均耐用年数、つまり寿命は五年から一〇年が関の山。その後、役目を終えた衛星はどうなると思う？」

「そりゃお前、大気圏とかに突入させて燃やしてしまうんじゃあ……」

「コントロール可能な衛星の場合はそうなりますね」

　聖せい歌かさんはゆっくりと息を吐いて、

「ですが、故障してアンコントローラブルになった衛星にはそうした措置は取れません。地球を周回する『抜け殻』は概がい算さんで七〇〇〇から八〇〇〇。さらにパーツが分解したり塗料片が剝はく離りしたり、細かいデブリまで含めれば四〇〇万とも三〇〇〇万とも噂うわさされています」

　ばらつきが増えてきている。

　つまりそれだけ、誰だれも把は握あくできていないという訳か。

「で、彼らは稼働を終えて地球の周りをぐるぐる回るゴミの塊かたまりにも値札をつけて、ダイヤやプラチナみたいに珍重するようになっていったって訳ですか」

「最初はそうだった。だが様子が変わってきたんだ」

　美島さんはトドメを差し出してきた。

　そこにはこうある。




『富の集約を許すな!!　みんなに分配しようキャンペーンにご協力を!!

　我々は実体なき経済活動によって不当に金銭の価値を操作する衛星デブリビジネスに歯止めをかけるべく発足した団体です。民間からの協力を経て、特殊な小型衛星の開発に着手しました。こちらは爆ばく薬やくを搭とう載さいしたもので、軌道上に漂ただよう高額デブリへ接近して起爆する事で、大気圏突入を促す仕組みになっています。

　衛星破は壊かい衛星、キラー衛星の運用は条約で禁じられているって？

　あれは国と国との間で調印されたものであり、あくまでも民間非営利団体の国境なき我々には適用されません。

　皆様もおかしいとは思いませんか。

　正しく汗水垂らして働いた人が儲もうけを手に入れるべきとは思いませんか。

　国がやらない事を我々民間人が肩代わりしているだけなのです。

　我々は皆様に金銭の協力は申し出ません。掲示板、ブログ、ＳＮＳ。活動の場は問いません、ただ我々の行いは正しいと喧けん伝でんしてください。世論の追い風は馬鹿にできない項目です。皆様の応援こそが我々にとって、一番の力となるのですから。





菱ひし神がみ総合商社グループ』　　






「……何だ、こりゃあ？」

　思わず呻うめき声があった。

　ひしがみ。その名を見て、思わず俺は傍かたわらにいる推理マニアへ目をやった。

　ツインテールの少女は静かに唇を嚙かんでいた。

「……これだから、『菱神の男』とやらは。常識的常識的うるさいくせに、国や世界の常識が歪ゆがんだ途と端たんに簡単に白旗揚げてくれちゃってさ……」

「ありえるのか、誰だれかのなりすましとかじゃなくて!?　だって菱神グループって言ったら二〇万人以上の従業員を抱える国際企業だぞ！　ゴールデンにテレビを回せば大体どこでもＣＭが流れているような!!」

「あの男達たちは常識さえ歪めば何だってするよ。戦争の時代に先陣切って戦車や戦せん闘とう機きをリリースしていたのがどこだったか、歴史の教科書見なくちゃ分からない？」

「それにしたって……」

　民間の衛星に爆薬を積む？　宇宙に飛ばして起爆する？　条約は国と国のやり取りだから個人や民間には関係がない？？？　そんな馬鹿げた話が通用するものか。兵器を積んだロケットっていうのは、つまりミサイルって定義だ。軍の管理を離はなれて個人や民間でそんなものを運用したら、どんなしっぺ返しが待っている。これ、菱神グループのサイトみたいだけど、部門の本拠地はどこなんだ？　日本にあるとしたら、『あの島国は弾道ミサイルの管理もできないでバカスカ発射する危険国家だ』って国際社会全体に宣言するようなものじゃないか!?

「モラルハザード極まれり、だよね」

　美み島しまさんもうんざりしながら、

「なお恐ろしいのは二つ。ここまで馬鹿げた話をされておいて、我々警察は開店休業状態でまともに動けないって点。それから、話を聞いた人達たちの中にも結構な賛同者がいるって点」

「……、」

「……、」

　俺はどんな顔をしていただろう。きっと、隣となりにいる推理マニアと同じものだと思っている。

　短文のＳＮＳにはこうあった。

『フラッペ

　良いんじゃないのー。別に恨うらみがある訳じゃないけどさ、流動ってのは大切だよ。滞とどこおりを防いでみんなが幸せになるためには、こういうカンフル剤も投じないとね』

『まんまる

　続報！　例の菱ひし神がみさん、突入角度に気を配っている模様。ほとんど原形を残した廃はい棄き衛星を、うまーく大気圏潜くぐり抜けて地上に降らせるって。これでレアアース拾い放題だ、うほっ！』

『二は十つ日か鼠ねずみ21

　まさに富の再分配だよね。いいぞもっとだ。そもそも一部の人間だけが架空の値札をつけて高値「だった事にする」のが異常事態だったんだ。世界中に宝石が降り注ぐなんて素す敵てきな時代になったよね』

　・

　・

　・

　……どれだけスクロールしても新着メッセージがなくならない。

　しかも一つの方向で意見が統一され、数百数千の短文に反論らしい反論が一切ない。

　まるで気味の悪い独裁国の住人だ。

「すごいよね、匿とく名めい扱いの掲示板じゃないんだよ。ま、匿名掲示板の匿名なんてたかが知れたもんだけど、それでもさ。プロキシなんかで発信源を誤ご魔ま化かそうとする素そ振ぶりすらないし、良くもまあ自分のハンドルさらしてこんなの書き込めるなあっていうか」

　惑まど歌かちゃんがもはや感心したように呟つぶやいていた。

　普通だったら自殺モノの赤っ恥を書き込んでいても、誰だれも気にしていない。炎上も起きていない。モラルハザード。これが平常運転な世界がすぐそこまで迫っている。

　そして問題の本質はそこでもない。

「でもさ刑事さん、これって超まずくない？　原形留とどめた衛星がそのまま降ってくるとかちょっと待ってよ、人工衛星って大気圏で破は棄きするのが前提で設計されているから、かなり厄介な機構を組み込んでいるものだって少なくない。核電池とか皮ひ膚ふに触れただけで焼け爛ただれる有害なロケット燃料とか普通に使っているし！」

「こんなのが、日本中……いや世界中に降り注ぐ……？」

　インテリビレッジのブランドなんて一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいする。

　いいや、それどころか地ち球きゆう儀ぎがぐるりとまとめて汚染されるぞ!?

「時代の背中をうっかり押したナチュラルコンビニ側も真っ青になっているだろうね、超高ブランドを保てないなら店舗を出す意義は消えるんだから。そして今ここで一つ一つの現場を押さえに行っても間に合わないだろう。それにモラルハザードを起こしているのがこれ一件とは限らない。こんな調子じゃあ雨後の竹の子みたいにポコポコ出てくるに決まっている」

　美み島しまさんは画面を見ながら、

「だから始めようか、世界に繫つながるネットでできるモラルなき戦争を。何を売り買いして、何を発信して、どんなネットニュースを煽あおって、どこに歯止めをかければ最悪の流れを断ち切れるか。それをみんなで考えて欲しいんだ」




　　　　　６（3rd person）




　そんな『パッケージ』構築作業の合間だった。

　庭先に出た雪女が蔵から持ってきた梯はし子ごを屋敷の壁に立てかけた、まさにその時。

「うふふ」

　ふと耳にした妖よう艶えんな女性の笑みに、雪女はゾワリと背せ筋すじを震ふるわせる。

　噓うそだ、いやまさかそんな、噓だ。

　冷や汗をだらだら流したまま、恐る恐る小柄な少女が振り返ると、あんまり歓迎していないビジョンが目の前に広がっていた。

「……み、『みぞれ』、それに『はだれ』も!?」

　いつの間に入り込んだのか、似たような着物姿の雪女が二人、こちらをロックオンしている。本来ならば同じ山に住む古い馴な染じみ。だが陣じん内ない家けの雪女がびくびくしているのには理由がある。

　まず、ぐるぐるメガネに二本三つ編みのみぞれが、おどおどした調子で言う。

「ひ、『ひょう』ちゃん、真夏の炎天下にいきなりお山を下りちゃってみんな心配していたんだよ……？　人間の旦だん那なを捜してくるなんて言ったきり音おと沙さ汰たなしだから、夏休みにアスファルトの上に落としちゃったアイスキャンディーみたいになっているんじゃないかって」

「……うっく……!?」

「それでようやく季節が巡って私達たちも捜索に出てこられたの。元気そうで良かった。それで、ひょうちゃん。素す敵てきな人とは出会えたの……？」

　一〇〇パー善意の言葉がブサブサブサーッ!!　と雪女の胸に連射で突き刺さる。

　言ってみれば、同窓会で自分だけパッとした道を進んでいないと知ったあの感じ。

（ぐっ、ぐふう……！　何でよりもよってこのタイミングでこいつらが……ああ、これが陣じん内ない忍しのぶの言っていたチゾメノザシキワラシの妨ぼう害がい、運命を本線から逸らす力ですか。ちょっとあいつマジで殺したい……）

　プレッシャーで軽めに湯気が出始めている彼女に、今度ははだれと呼ばれた方が口を開いた。薄うすい青の髪をアップにした、グラマラスな女性だ。

「くっくっくっ。私は大丈夫だと言っていたんだけどね。だってえ？　ほら、ひょうって雪女の中では異質っていうか、元々ちゃあーんとした雪も作れない、夏に季節外れの氷の塊かたまりを降らせる変わり種だものねえ、くすくす。白銀世界の風ふ情ぜいがなぁーい」

「……くっ、こいつ……!!」

「で、結局どうしたどうなった？　半年近くも下界を放浪していたんだもの、まーさーかー美人妖よう怪かいの代表格雪女が男を一人も引っかけられなかったーなんて話はないわよねえ、ひょう？」

　はだれの余裕は全すべて、彼女が両手で抱きかかえているものにある。

　そう、はだれは赤子とセットの雪女なのだ。

　産うぶ女めという妖怪の派生なのか、偶発的に似たような怪談が発生したのか。一般に処女性の象徴と言われる白い雪女だが、中には赤子を抱えているタイプもいる。旅人に赤子を抱くように迫って、要求に従うとぐんぐん重みを増して押し潰つぶす、といった致命誘ゆう発はつ体たいだ。おんぶお化けなどにも共通する、『厄介ごとを抱え込むと身を滅ぼす』という日本の怪談の典型である。

　当然、赤ちゃんは一人では作れないもの。

　独り身婚活妖怪として、これほどプレッシャーを与えてくる要因はない。

「ねー、ひょうちゃんにも早く見せたいってそわそわしていたもんね。霜って書いてそうちゃんって言うんだって。可愛かわいいよねー」

「う、うるさいなっ！　寂しがってなんかないし!!　それにほんとは『かちわり』にするつもりだったのに……」

「ねえひょうちゃん、全力で止めた私達たちは評価されるべきだと思わない？」

　ちなみに地味なぐるぐるメガネのみぞれだが、こいつは普段ぺったんこなのに露ろ天てんの温泉に入ると湯煙弱体効果でダイナマイトボディ確定、という奇妙な特徴がある。本人は湯あたりしてふらふらになるのだが、無害、美人、のほほんと三拍子揃そろっているため、スキーヤーが出会いたい雪女ランキングの三つか四つくらいに軒を連ねるリア充妖怪なのだ。昔話やドラマで『ちょっと間が抜けていて人を殺せない、失敗だらけの雪女』と言えば大体こいつの影がちらつく。

　そんなこんなの圧を受け。

　雪女ひょう、渾こん身しんの力を込めて抵抗開始。

「……ふ、ふふふ何を言っているのですモテモテに決まっているでしょうもうよりどりみどりな感じで後宮状態どれを選んで良いのか逆に見えなくて報告が遅れただけなんですから……」

「あはは！　そうよねえ、基本的に雪女はスキーシーズン一本で旦だん那なを捕まえるもの、半年も自由にほっつき歩いて一人も捕まらなかったらもう大変だものねえ!!　ちなみにうちの旦那、ＩＴベンチャーで六ろつ本ぽん木ぎのマンションの最上階を独占しちゃっているの。今流は行やりの『ネットワーク』の国債トレードで超大金持ちー!!　でも私はー、ほら、妖よう怪かいだから？　あんまり都会の空気って好きじゃないしー、億ションだろうが何だろうが誘さそわれてもお断りーっていうか軽かる井い沢ざわの山荘の方で落ち着かせてもらっているんだけどー？　ああ、私のくだらない話なんてどうでも良かったわね。ところであなたの彼ってどんな人？　年収いくら？　わ・た・しぃ、セレブで幸せなエピソードを聞きたいなあ、くすくすくす」

「……きっ、ききき聞いたら絶対驚おどろきます。なんていうか、その、そう！　赤ちゃんに刺激を与えるのは良くないから、ここではちょっと控えておきましょうええこれはもう負け惜しみなどでは断じてありませんあなた達たちのためなのです……」

　ええー、ひょうちゃんすごーい、と無邪気に口元へ手を当てているぐるぐるメガネの援護射しや撃げきがひどい。おかげでもう世界の終末までハッタリをかまさなくてはならなくなった雪女。

　ぶすぶすぶすー、と彼女は頭から湯気みたいなのを出しながら、

「……かっ、彼はとても大胆で……」

「ふんふん」

「……夏バテしていた私のために地下の氷室を紹介してくれたほどの優しいお人なのです……」

「へえーえ？」

「わ、私はもう彼がいない生活など想像が……っていうかこれはこれで恥ずかしい！　溶ける、身体からだが溶けてしまうー……!!」

　ついに限界値を超えたらしい。

　元からかなりミニマムだった雪女の全身から忍法煙玉の術的にぼわーん!!　と白い蒸気が吹き荒れた。げほごほと咳せき込むみぞれは、ぐるぐるメガネの曇くもりを拭ふいてもう一度掛け直す。

　それから片手を口元に当てた。

「あれー？　ひょうちゃんどこー？」

「くっくっくっ、おほほほほ!!　耐え切れなくなって逃げたわね小娘！　どれだけハッタリをかましたところで、独り身ってのはなあ、しみったれた匂においで分かるんだからねえー!!」

　幸せな人生の象徴である赤子を抱えて高笑いをするはだれと、何にも気づいていないみぞれ。どこに隠かくれたんだろう？　とあちこち見て回り、扉が開きっ放しの蔵へ目をやる。

　中には入らず、ひとまず表から覗のぞき込んでみると、

「いないねー、はだれちゃん」

「まったく、分かりやすい作り話なんぞで誤ご魔ま化かそうとするから……」

　言いかけたはだれの言葉が、不意に途切れた。

　……ひょうのヤツは言っていた。下界でゲットした男は夏バテした彼女のために地下の氷室を紹介したと。

「ん、んん？　待てよ、それひょっとして目を回してひっくり返っていたひょうのヤツを、人目につかない地下にお持ち帰りして蜜みつ月げつを過ごしていた、と？」

「はだれちゃんそわそわしてどうしたの？」

　いっ、いや!?　とはだれは慌てて首を横に振った。

　でも気になる。例えば蔵の奥の暗がりに床板を四角く切り取ったような出入口があって、地下への階段なんかが隠かくされていないかどうか、とか。

　そして自然と目を吸い寄せられてしまったはだれは、見てしまった。

　蔵の奥に、何やら束ねてまとめてある縄なわが放置してあるのを。

「待てえ!!」

「ひっ!?」

「いやいやいや、そうと決まった訳じゃ、決まった訳じゃあ断じてない。縄の使い方なんてイロイロあるもの、蔵の中にあったって何にもおかしくないもの。そんなっ、あのちんちくりんが私すら知らないキケンな領域に踏み込んだなんて───」

　言いかけていた言葉が、ピタリと止まる。

　まだなんかある。

　蔵の奥の方に奇怪なシルエットがある。

　そう。

　それはどうやら複数の木材を組み合わせて作られたものらしい。テーブルみたいな四本の脚だが、天板の部分は平べったい面ではない。なんというか、犬小屋や合がつ掌しよう造づくりの家屋のように中央の線に沿って尖とがっている。えらい勢いでとんがっている。そして全体のシルエットを見てみると、何だか公園の遊具にあるような、簡略化された動物のように思えてこない事もない。

　はて。

　木材で作られていて。

　背が三角形にとんがっていて。

　どこか動物の……それも、馬を模したその器具を何と呼ぶのだったか？

「ひひっひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?　これはまさかあの伝説のあのォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「だっ、ダメだよーはだれちゃん！　急に大きな声出したら赤ちゃんが泣いちゃうよ!!」

　わたわたと慌てたように立ち去る二人の雪女の騒さわぎを聞きつけて、こぢんまりとした忍しのぶの祖母が不思議そうな顔でやってきた。が、すでに元凶はどこにもいない。

「？」

　そして開けっ放しだった蔵の扉へと近づいていく。

　不用心な戸と締じまりを検あらためようとして、そこで懐なつかしいものを見つける。

「……ああ、魚の干物台もしばらく使っていないねえ。お天てん道と様さまに恵まれたらまた引っ張り出してあげようかね」




　　　　　７（陣じん内ない忍しのぶ）




　ん？

　なんか今、庭の方で叫び声があったような？？？

　そっちもそっちで気になったけど、こっちは廊下の案件でかかりきりだった。

　そう。

　なんか古ふる椿つばきの大小コンビが揉もめているんだ。

「私の方が陣内忍の役に立つ。背があるから高い所にも手が届く」

「こいつ……！　たった二ミリしか違いがないのに!!」

「品と胸のない子は黙だまってて」

「その幹へし折って根を絶やすぞこの野郎!!」

　しまいには摑つかみ合いになって着物があちこちめくれてきたのでストップをかける事に。

　あー、多分なんだけどもこいつもまた……、

「ジャッジして！　陣内忍ジャッジして!!　どっちの『変へん化げ』が上手なのか!!」

「むっ、じゃあ何で勝負する？」

「人間らしさで競うぞ、柔らかさ勝負！　陣内忍にぷにぷにしてもらう!!」

「ようし分かった、隅々までだ。撃うち漏もらしのないように」

「うわやめろ馬鹿ども、縁ゆかりの目が怖い!!　やだあいつこっち来るーっ!!」

　……三九式が『パッケージ』構築準備を検知して、運命を本線から逸らす事で俺達たちを妨ぼう害がいしているはずなのに、それに振り回されて座ざ敷しき童わらし本人がヤキモチ焼いて頭からツノ生やすってどういう論理なの!?　あいつ自身ガッツリ振り回されてんじゃねえか!!

　とりあえず蜂はちの巣を落っことしたうっかりさんみたいな格好で唸うなりを上げる座敷童の拳こぶしから逃げていくと、縁側の辺りで紫の着物を纏まとう小さな祝はふりが腰掛けているのを見かけた。

　隣となりには同じような格好で油取りのヤツが佇たたずんでいる。

　遠巻きにさっきの大小古椿コンビなんかが観察しているようだが、まだ砕けて輪の中に入るってほどじゃねえらしい。

「あなたは私を怖がらないのですか？」

「生憎あいにくと、私は子供達の守護者を名乗っているものでな」

　一つ目の紋様を描いた笠かさの下に表情を隠かくしながら、ジジィは語る。

「周りの妖よう怪かい達たちにしても、あなた様を、というよりも百ひやつ鬼き夜や行こうという単語に対するイメージの問題だろう。それに私は呪まじなという男を、あの時代を知っている。むしろ怖がられる百鬼夜行という方に違和感を覚えるくらいだ」

「……、」

　祝はふりはわずかに沈ちん黙もくしてから、

「……あの男は百鬼夜行の簒さん奪だつを画策し、組織を切り崩すために全国規模のゾンビパニックを引き起こそうとしました」

「チゾメノザシキワラシに抗あらがい、あなた様の生きる世界を守るために、かね」

「それは、いえ、どうしてそこまで見てきたように……？」

「人の心は悪行に流されやすいが、同時に善行に縛しばられやすい。少し何かがねじれただけで、簡単に自他の生死を認めてしまう。それもまた、私はようく知っている。呪という男の本質は一〇年前に見た。三つ子の魂たましい百までとも言う。あれがそうそう簡単に変質するとも思えんよ。ヤツの行いは厳正に裁かれるべきだが、その理由までは取り上げられまい。天の神にもな」

　その言葉は、祝にとってどんな意味があったんだろう。

　呪には呪の理由があった。祝くらいの立場の人間ならそれくらい調べはつくと思う。だけど、呪の理由を認める事ができるヤツが、世界にどれくらいいるか。祝や迷めいでは、同じ家族のもたらす身内びいきでしかない。あるいは百鬼夜行の連中じゃあ、それも祝からすれば部下に位置する人間が『認めて』も、遺のこされた祝に対する気遣いにしか聞こえない。だけど、油取りのヤツは外から眺めて、呪の存在を認めた。その罪や結果はともかく、その人や原因の部分を。

　と、俺のすぐ足元を何かが通り過ぎていった。

　キツネ、タヌキ、ムジナの三馬鹿だった。

「まあまあ、こんな所にいらっしゃったのですか。お茶の時間でございますよー」

「？　あなた達は、私を……」

「何やら怖がっている輩やからもいるようだが、よくよく考えれば私達は金きん鉱こう島とうで共に行動しているからな。嚙かみ付かない事はもう分かっている」

　キツネが前脚をピコピコと動かすと、祝は少し考え、それからそっと手を伸ばした。

　小さな小さな、握手が交わされる。

　隣となりではムジナのヤツが首を縦に振って頷うなずいていた。

「それによくよく見ればご主人の孫とそう変わらん。今は百鬼夜行ではなく個人として力を貸すという話も耳にした。ならば遠えん慮りよをする必要はないのではないかね」

「うふふ。そんな訳で乳う母ばのタヌキにお任せあれ！　こちらは温めた麦茶ですからかへいんは入っておりません、お子様にも安心なのでございます」

「さ、流石さすがに乳母の世話が必要な歳としではありませんっ！」

　思わず顔を赤くして声を荒らげる祝だったけど、タヌキの方はあらあらと笑っているばかり。そこできゃーきゃー言いながら混ざってきた臼うす挽ひき童わらしがお茶菓子を勝手に摘つまみ始めてしまった。こいつもこいつで金きん鉱こう島とうで『慣れ』が発生しているのかもしれない。祝はふりが手をつけた湯ゆ吞のみのホット麦茶を勝手に飲んで軽めに叱しかられている。

　と、同じ金鉱島の旅館に居着いていた蔵くらぼっことかのたばりことかが三人くらい固まって様子を見ていた。

「うわあ、亜種としては本家本元座ざ敷しき童わらしのテリトリーっていうのは緊きん張ちようするね……」

「赤とか白とか百ひやつ鬼き夜や行こう製なんでしょー。しかもその子人間とのハーフって変わり種だし」

「ていうかあのきゃーきゃー娘が臼挽き童代表にされちゃうとあたしの立場が」

　ぶつくさ言っている三人娘の背中を面倒見の良い大おお百足むかでがぐいぐい押していた。なんだかんだで輪に加わっていく。

　でもって実際に感情を荒らげてもそんなに怖くない、と分かったのか、襖ふすまの陰から様子を見ていた一つ目の唐から傘かさや提灯ちようちんなんかも顔を出してきた。

「確かに、言われてみれば我が主あるじとあまり相違がないな」

「何をっ、尋ひろサマの方が可愛かわいらしいですわ！」

　一人流れれば動きが変わる。波が動く。幸運を招くとかいう白い毛玉の塊かたまりみてえなケセランパサランがふわふわと祝の方へ寄っていき、大小の古ふる椿つばきコンビもそろそろと距きよ離りを縮めていく。

　あっちは大丈夫そうだな。

　そんな風に思っていると、ガタリと板をずらすような音が真上から聞こえてきた。

　顔を上げると、天てん井じようの一部が四角く切り抜かれたように開いていて、そこからオーストラリアの魔ま女じよ、マルグリットが顔を出したところだった。

「陣じん内ない忍しのぶ、そこのダクトテープを取ってちょうだい。必要なものなの」

「欧米人ってナイフとフォークみたいな感覚でバールとダクトテープに頼たよるよな」

　囲い炉ろ裏りの辺りにあったロールを手に取ると、マルグリットもマルグリットで身を乗り出してきた。いや、っていうか、足の甲だけ四角い縁に引っかけるような格好で全身ほとんどを逆さにしたままにゅるっと這はい出してくる。

　……んだけど。

「どうしたマルグリット、なんか角と羽と尻尾しつぽがあるけれども!?」

「ああこれ？」

「あとすげえマイクロビキニ！　やっぱ本場の人が着ると違うわー!!」

「一番大事なのはそこなのね」

　ちなみに逆さまでも魔女帽子は落ちない。悪あく魔まのパーツの一つなのか、べったりと手足を覆おおう手袋やニーソックスめいた青い布地がざわざわと不定形に蠢うごめいていた。

　呆あきれたように言う魔女はトップスの肩かた紐ひもの内側を自分の人差し指でなぞりながら、

「儀ぎ式しきを円滑に進めるために、サキュバスと一時的に合一しているのよ」

『やーほー、ご主人様！　私が恋しければいつでもお声掛けを。あなたの夢のパートナーはここにいまーす！』

「まあ、主あるじとなる契約はあなたとのラインだけど、そこにバイパスを嚙かませるような格好で契約の履り行こうを誤ご魔ま化かしてね。元々悪あく魔まは肉体を持たないものだけどサキュバスは例外的に自己単独の肉体を構築する能力があってその観点から言えば彼女何か子宮に隠かくし───」

「うーむ。重力の関係なんだろうけど、この上下逆さまになったおっぱいって新鮮っていうか大迫力だな！　まあこんなの拝める体勢なんてアレとアレくらいしかねえだろうし……」

「人の話は聞いている？」

「あとなんか得え体たいの知れない悪魔との契約を勝手にいじったって？　サキュバス、まさかと思うけど俺の魂たましいがバケツに穴でも空けたみてえになってねえだろうな!?」

『そんなヘマはしませんよ、ただ感覚が若じやつ干かん共有するくらいのもんです。ご主人様の寿命は』

「おい何だもう決まってんのか!?」

『レアケースで割と頻ひん繁ぱんに変動するというか、暴落が起きているみたいなんですけどねえ』

「怖いっ!!」

　何とかして自分でテンション持ち直さなきゃ。そういや感覚の話をしていたな？

「んっ」

　試しにちょちょいと自分の右耳に触れてみると、何な故ぜだか上下逆さのマイクロビキニの体がわずかに跳ねた。くすぐったそうに肩を縮め、右肩と頰ほおで何かを挟むような仕草をしている。そう、右耳に息を吹きかけられて逃げようとしているような……？

「ほう」

「少し落ち着きなさい陣じん内ない忍しのぶ」

「ほほーう!?　つまり、つまりこれはっ、何だ？　今ここで俺が自分の胸を触ったらマルグリットはどうするどうなる。何でもないなら問題ないよな、だって何でもないんだから!!」

「……ッッッ!!!???」

　小刻みに振動しながら顔を真っ赤に、しかし唇を固く引き結んで一声たりとも洩もらすまいと頑張っているマルグリット。

　……さてここで問題だ。

　冷静になろう。金髪の魔ま女じよマルグリットと本当に感覚は繫つながっている？　それともアホな男が自分の胸板を両手で揉もんで一人勝手に息を荒らげている？　真相はどっちだ!?

　五分五分、いやそれ以上に胡う散さん臭くさいかなあ……？　何しろ情報源は噓うそつきが仕事みたいな西洋の悪魔だし。優しい噓とかほっこり系じゃなくてガチで大笑いするヤツだし。

『いやマルグリットは普通に声が出るの我が慢まんしていますよ？』

「だからその言葉が信用ならねえって話なの。ほらテープ」

「っ」

　魔ま女じよも魔女で人心を惑わす演技派なのか、肩を小さく震ふるわせてから恐る恐るって感じでダクトテープのロールを奪うばわれた。何だか無む駄だに吐息が熱くて艶つやっぽい。

「はあ、ふう。東洋式とのハイブリッドなんていうから身構えていたのに、そっちは韻いんを踏ふむ……と言えば聞こえは良いけど、何だか駄だ洒落じやれみたいな法則で超常が回っているのね」

「ん？　駄洒落だって？」

「四は死、九は苦、だから大の大人が真ま面じ目めに回かい避ひする。鬼がトラ柄の腰布を巻いているのは鬼き門もんが丑うし寅とらの方角だからだったかしら。子供でも分かるイメージで安易に力を呼び込めるけど、でも設計者も想定していない思わぬ連想が勝手に繫つながって力がよそに逃げるのに細心の注意を払わないといけないというか。水を得るのは容た易やすいが、純水を維持するのが大変というか」

「案外そんなもんかも。不老長寿の伝説なんて大抵はなんかの語ご呂ろ合わせじゃん。年越し蕎そ麦ばは細く長く生きるためだとかで宗教的なルーツがある訳じゃねえみたいだし」

「……ちなみに合格祈願グッズは見たかしら？」

「頭抱えたろ？　大丈夫、あれについては日本人もなんかおかしいって思ってる。まあ年に一度の冬のお祭り、特需みてえなもんだ」

　適当に世間話（？）を続けていると、今度は居間の方から騒さわぎの声が。

　ひらひらと手を振ってマルグリットは屋根裏に引っ込み、俺は俺で騒ぎの収拾に向かう。

　居間では赤と白、二人の座ざ敷しき童わらしが戸口の辺りで仲良く首を傾かしげていた。

　彼女達たちの視線の先を目で追う。

「……どういう理屈でこんな事が起きちまうんだ……？」

「あっ、ぱぱ」

「わしシーサー。雪女のヤツが大ピンチみたい」

　青あお行灯あんどんやシーサーが俺の顔を見つけてそんな事を言ってきた。

　いや、その雪女なんだけど。

「き、きゅううううううう……」

　何で五〇インチの薄うす型がたテレビを置いている脚の短いテレビ台と床の隙すき間まに仰あお向むけでハマっているんだ、こいつ……？

　反対側、割と掃除の取りこぼしで埃ほこりとか溜たまっていそうな辺りを覗のぞいてみると、やっぱり雪女の顔があった。すっかり目を回してやがる。

「例のリフォーム大作戦でテレビの裏もやらなくちゃならなくなったんだよ。でもってこいつ、テレビをどかすの面倒臭がって、なんかテレビ台の隙間に潜もぐり込んで……」

「がっつり抜けなくなっちまった、と」

　自分自身でも相当努力はしたのか、こっちから見える下半身部分はかなりはだけていた。つーか、着物って一見すると防御力高そうだけど、少し動いただけで盛大にめくれるんだよな。

「てかなんかデカくなってねえか、雪女!?　サイズ感がおかしい！」

「う、うう……。そこのふしだらな妖よう怪かいが運命を捻ねじ曲げたものだから、昔の友と鉢合わせまして……。こ、今回は悪い方にギアが入ったのかこんな体に。アラサーアラフォーの同窓会のようなあのダメージは、まだまだお子様の陣じん内ない忍しのぶには分かるまい……」

　平時よりちょっとグラマラスになってる。

　体がハマって抜け出せなくなったのは、ひょっとすると自分で自分のサイズに慣れていなかったから、なのかも？

「どうすんのぱぱ？」

「ええと、ここまで盛大に着物が乱れているって事は、手足引っ張るくらいは試したんだよな」

「わしシーサー。腹か腰でもつかえているのか全然動かなかった」

「……胸か尻しりです……!!　ぶっ殺すぞ常とこ夏なつ妖怪……!!」

　うーん、ぶっちゃけテレビ台をどかしてしまえば今すぐ救出できるんだけど……でも雪女が横着した理由も分かるんだよなあ。つまり正攻法は超めんどい。テレビのアンテナ線、電源コード、ケーブル放送用の光ファイバー、後はレコーダーや据え置きゲーム機の配線関係。全部取り外して機材をどかさないと、テレビ台は持ち上げられない。

　なので、

「部屋の模様替えは最後の手段として、まずは基本から攻めてみるか。濡ぬらしたり洗剤なんかで滑すべりを良くするって手があったはず」

「……ふ、うふふ。陣内忍の手で、濡らされる……!?　悪くありません、ああ全く悪くありません！　明らかにこれ蛇だ足そくっていうか本線逸それてチゾメノザシキワラシの誘ゆう導どうコースに乗っかった形でしょうけど、分かっていながら大脱線したくなるくらいに……!!」

　ちょうどひょっこり濡れ女とかいうピッタリの妖怪が顔を出してきた。作業で疲れたのか居間と連結した台所の蛇じや口ぐちでじゃばじゃばと自分の体を濡らしている。

　事情を話すが、濡れ髪（でスケスケ）の彼女は困った顔でテレビ台の方を指差すだけだった。

　改めて見てみれば、

「うふふ。うふふふふ。な、何でしたらサラダ油とか『分類・ジョークグッズ』と書かれた用途不明な粘液などでも構わないのですようふふふふ……」

「ああー……ぱぱ、なんかテレビ台がパキパキ凍り始めているよ？　これ、隙すき間まが完全に氷で埋まっているんじゃない。多分水を掛けた程度じゃ逆に接着剤を提供する羽は目めになっちゃう」

「ならどうすりゃ良いってんだ……」

　思わずぼやくと、ちょいちょいと袖そでを引っ張られた。

　いつの間にか無音で接近していた白い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらし・迷めいだった。

　そして彼女はずずいと何かを手渡してきた。

　防災袋の中にでもあったのか、一本の蠟ろう燭そくであった。

「ええっ!?　氷属性には炎属性っていうのは何となく感覚で分かるけど、でもそれはそれとして蠟ろう燭そくはハード過ぎねえ!?」

「（びくーん!?）えっ!?　蠟燭ですって……!?　（ソワソワ）」

　事情が分からないままジタバタしている雪女だが、こいつはこいつで進退窮きわまっているので何が起きても拒否はできねえ状態。

　でもって同じ蠟燭属性（？）なのか、青あお行灯あんどんは額の角に青白い燐りん光こうを灯ともしたまま首を傾かしげる。

「あれ？　ぱぱってそういうのアウトな人？　てっきり問答無用で桃色チャンスとあらば雪女の反応を楽しむものだとばかり思っていたんだけど」

「いや俺ね、女と聞けば浴びるほど抱いてみたい男ではあるんだけど、でも女の子が本気で嫌いやがって顔くしゃってするのはダメなタイプなの。萎なえるー。まあ逆に相手が本気でお望みとあらばこちらも辞さない構えではあるが!!」

　正直に言ったのに縁ゆかりのヤツにどつかれた。

　こいつっ、グーでやるか!?　女の子ならパーまでにしておきなさい!!

「わしシーサー。結局雪女はどうするの？　このままじゃかわいそう」

「……、」

「ん？　どうした陣じん内ない忍しのぶ。わしの体を抱き上げて」

　ま、まさか……とテレビ台で仰あお向むけにハマった雪女が恐れおののく。

　うん、

「蠟燭とかきっついのと比べれば、常夏妖よう怪かいを擦こすり付けた方がまだマシかなあ、と」

「……まっ、待ちなさい陣内忍!!　それは炎天下のアスファルトにアイスキャンディーを落っことす的なある意味で致命的組み合わせなのですよ!?」

「ええっ、シーサーじゃダメか」

「……はい、はい。それはもう。それはもう本当に……」

「じゃあマルグリット」

「えっ」

「ちょっと何とかして。汎はん用よう性せい高い魔ま女じよならどんな属性でもいけるだろ、ほら火の魔法とか」

「……何の解決にも!?　ていうか蠟燭はアウトでダイレクトな火はオーケーとか感覚がおかしいです……!!」

「ええー、魔ま法ほうって言われると途と端たんにふわっとしねえ？」

「なら自分で軽めに炙あぶられてみなさい……!!」

　ちなみに天てん井じよう裏うらから逆さに出てきたマイクロビキニごちそうさまマルグリットは少し考え、それから赤く塗って畳たたんだビニール傘がさの先端に磁石を差し込んだ奇妙なグッズを振りかざした。

「ベタだけど、サラマンダー召しよう喚かんとかで何とかなるかしら。元素集約量を抑えて、カメレオンくらいのサイズにして」

「ひひひーっ!!　何ですか今ふくらはぎの辺りを舐なめているの!?　もう犬とか猫とかじゃなくて、爬は虫ちゆう類るい系のゾワゾワ感がします……！」

「だからサラマンダーだって」

「……せっ、せめて、せめて体を温めると言っても方法があるじゃないですか!?　そう、例えばクリスマス用の電飾ケーブルであれをああして雁がん字じ搦がらめに縛しばり付けるとか……」

「そもそもテレビ台の下に胴体ハマって抜け出せねえお前をどう縛れと？」

「ひ、ヒントです。冬の山小屋で若い男女が暖を取る緊きん急きゆう手段と言えば……？」

「やだよマイナス五〇度とかの塊かたまり抱き締しめて凍死するなんて。そういう提案はもうちょい弱ってからにしてくれ」

「……足の指はやめなさい、このケダモノっ、どうして指と指の間まで丹念に……!!」

　あ、何とかなりそう。

　これなら蠟ろう燭そく繫つながりで青あお行灯あんどんの頭摑つかんで一本角を雪女に突き付けなくても大丈夫っぽい。あいつの燐りん光こうが具体的に熱いのかどうかはちょっと自信なかったんだよな。

「あ、ああ、あああああ……。陣じん内ない忍しのぶの手でケダモノを差し向けられるこのパニック感。私を苛さいなんでいるのはケダモノであってしかしそこには陣内忍の意思が介在していて……。わ、私はこの感情をどう処理して良いのやら……も、持て余す……!!」

　オレンジ色に光るトカゲっていうかカメレオンっていうか、とにかくヘンテコなヤツが雪女のふくらはぎとか足の指とかにじゃれついていると、凍り付いていたテレビ台がだんだん湿ってきた。でもって雪女のサイズも縮んでいく。

　いつもくらいのボディラインになると、スポッと抜ける。

　ようやくの救出。

「はあ……極めて馬鹿馬鹿しいですが、この危機的状況で馬鹿馬鹿しいラインに乗っかる事自体が異常と見るべきなのでしょうね。恐るべき三九式の呪のろい……」

「なんかもうちょっと嫌いやな事があれば全部あいつのせいにしようとしてねえか？」

「それよりぱぱー、これからどうすんの？」

「？」

　青行灯の言葉に首をひねってみると、発育の良過ぎる娘はこんな風に付け足してきた。

「だからリフォーム大作戦。テレビ裏も終わらせないと先に進めないんだけど」

「……、」

　全員の視線がずぶ濡ぬれの雪女に向かった。

　うん、今ならサイズも手て頃ごろだし、全身濡れネズミだから滑すべりも良さそうだ。

「……ち、ちょちょちょちょっと待ってください、みんなで押し込まないでください！　さっき入らないのは証明したはず……！　あ、ああ!!　これもまたあるべき本線から全力で逸それていくチゾメノザシキワラシの妨ぼう害がいとでも言うのですかむぎゅう……!?」




　　　　　８（菱ひし神がみ舞まい）




「それにしてもさ」

「何でしょう？」

　都内某ぼう所しよ。タンクトップにホットパンツ、上からジャケット羽織っても少し寒いかな。自然が大好きすねこすりが乗り物酔い的な顔なので、気を紛まぎらわせてやるためにトーク開始。

「すねこすりって何でまだ百ひやつ鬼き夜や行こうに所属してんの？　一応嫁のお初はつを見つけて儀ぎ助すけとセットで家族は揃そろった訳だし、これ以上義理立てする意義ってなくない？」

「初めはそう思っていたんですけどね」

　すねこすりは私の腕の中でそんな風に答えた。

「いざ荷物をまとめようとすると、後ろ髪を引かれるんですよ。もうやるべき事を全すべて終えて、これ以上ここに残っていても実になる事は一つもないのに、それでも躊躇ためらいを覚える自分がいる。そこで、ちょっと気づいてしまったんですよね。お初や儀助の件は確かに大切だったけど、でも、それだけって訳でもなかったんだなって」

「へえ、裏うら稼か業ぎように身を投じている途中で新しい目的でも見つけたとか？」

「どうなんでしょうね。時代はこれからも変わって、百鬼夜行は様々な危難に見舞われて、そこでは少しでも多くの戦力が求められる。私はね、ここで祝はふり様や他の皆に背を向けて一人で立ち去るのがどうしても我が慢まんならないんです。家族は大切だ、平へい穏おんな生活は必要だ、でも、だけど、それだけじゃない。私は家族の付属物ではないんだって」

「危険な発言だね」

「分かっています。お初辺りに聞かれたら本気で嚙かみ付かれるでしょうね。でも私は、やっぱり共に戦った皆を見捨てて平穏な世界へは帰れない。儀助やお初、家族が一堂に会する今日まで場を繫つないでくれた恩を返す意味でも、私は彼らの味方でありたい、百鬼夜行の一部でありたい。これが偽いつわらざる本心なんです」

　そこでぬいぐるみ系は矛ほこ先さきを変えてきた。

「そういう舞さんはどうなんですか」

「私？　こっちは完全にビジネスだよ。お嬢じようちゃんと四〇式は納のう骨こつ村むらに風穴を空けに行ったみたいだけど、事前に結構な額が振り込まれていてね。料金分だけは働こうってだけ」

「日本円なんて、いつ紙かみ屑くずになるか分かったものじゃないっていうのに？」

「……、」

　にゃるほど。

　言うようになったじゃないか、すねこすり。

　そんな相棒を伴って都内某所の道みち端ばたに停車中だった全面スモークの観光バスの扉を叩たたく。

　このスペシャルマシンがあれば小惑星が降ってきて地球が氷河期になっても生き残れると豪ごう語ごする調達屋は、馬鹿デカい車の隅っこで丸まっていた。

「舞まいさん、俺は失敗したよ。こんな事になるくらいなら地球で耐える努力じゃなくて、いっそ地球を捨てられる機体を組み上げるべきだったんだ」

「もうそこまでやるなら全身をタコ型宇宙人に作り替えた方が早くない？　ほら、ここには人体を極限まで改造した舞ちゃんがいるんだしさ」

「舞さんッッッ!!」

「ええい涙と鼻水まみれですがりつくな気味が悪い！　ジョーク、ただのジョーク!!」

　まあ元々人類絶滅レベルで小心者な調達屋が無む駄だに脅おびえる気持ちも分からんでもないが。

　チゾメノザシキワラシの一件が爆ばく心しん地ちになっているものの、そこから派生したここ最近のモラルハザードは半はん端ぱじゃない。テレビや新聞、ネットニュースを騒さわがせているものなんて氷山の一角。話は私達たち裏うら稼か業ぎようにまで回ってきている。

　そう。

　裏稼業には裏稼業の金の回りってもんがあるからね。

　一般には（存在自体が）あんまり知られていないけど、ブラックマネーだって流通量全体が変動する事もある。すると裏稼業でもバブルは起こる。土地やクラシックカーの値段が実体経済を無視して跳ね上がっちゃうようにね。

「ちなみにそっちはどうなってる？」

「きっと舞さんと一緒。依い頼らい内容眺めているだけで人生が嫌いやになる……」

「ああやっぱり。こっちもこっちで、ろくに仲介人も挟まないで話を持ち込んでくる自殺志願者みたいなのが増えててさあ」

　えっ、えっ？　と足元のすねこすりだけが置いてきぼりな雰ふん囲い気き。

　ぷりちーな妖よう怪かいには滅法優しい舞お姉さんが教えてあげよう。

「増えているんだよ、殺しの依頼。それも次々値段が跳ね上がってる。まあ、盗みだの殺しだの裏稼業のお仕事ってのはさ、元々適正価格なんてものはない。みんな時価や言い値の世界だ。そいつが次々飛び交って、札束の山でハンバーガー一個買うみたいな時代がやってきてる。いやあ、馬鹿に金持たせるとろくな事にならないねえ!!」

「ま、曲がりなりにも百ひやつ鬼き夜や行こうが非公式オーダーを出すほどのエージェントですよね!?　その舞さんをハンバーガーみたいな感覚で……!?」

「ガミガミうるさいママを黙だまらせてくださいとか部活のレギュラーになりたいからあいつを闇やみ討うちしてくださいとか、まあ色々。値札は高こう騰とうしてもやり甲が斐いは暴落してるって感じかな。でも放ほうっておけばその内乗っかる暗殺者も出てくると思うよ。何しろ万全の警備で守られたＶＩＰサマの移送ルートや警護状況を調べて襲しゆう撃げきかますより圧倒的に簡単だ。大金も入る。今は罠わなの可能性を勘かん繰ぐって慎重になっているけど、プライドさえ捨てれば誰だれにとっても稼かせぎ時だし」

　この辺は『高過ぎる依い頼らい料りよう』がかえってストッパーとして機能したって感じかな。

　人間ってのは適正価格に弱い。例えば二〇〇円のダイヤなんて誰だれが本物と信じる？　ものの良よし悪あしではなく、まず胡う散さん臭くさいって印象が目を曇くもらせる。高過ぎる依頼料も同じ事。何か裏があって、現場に行ったら酷ひどい目に遭あわされるのでは？　そう考えるのが普通の感性だ。

　ま、だけど。

　この普通の感性ってのがモラルハザードで焼き切れちゃうと、もうどうにも止まらなくなっちゃうんだろうけどさ。

　あと、無む邪じや気きに王様気取りで依頼を出している素人しろうとさんは気づいているのかね？　バックボーンを持たない依頼人が相手なら、素直に危険な仕事をするより当人を闇やみ討うちして全財産没収しちゃった方が儲もうかるって話を。下へ手たすると、そろそろ『リスト』を作る頃ころだと思うけど。

「……そんなのはまだマシな方なんだ」

「えっ、ま、まだ何か？」

　調達屋の重たい声に、すねこすりがビクリと体を震ふるわせる。

「一番キツいのはさ、そして一番増加傾向にあるのはさ、そういう軽い殺しじゃないんだ。ああ、ああ、これは、本当に、久しぶりにキタ。社会の闇ってのに個人の心が引きずられるなんて気持ち、もう忘れたものだとばかり思っていたんだけど」

「多いんだよ」

　特に気にせず私は先を進めた。

「臆病な私を優しく殺してくださいって依頼。それも政治家とか大企業の会長とか、そういうクラスの連中からね。今は空前絶後のお祭り騒さわぎだけど、本当の実力者だけは知っている。これが終末論のラストだっていうのを。世界の舵かじ取とりやってた連中が軒並み匙さじを投げて、自殺のために私財を投じる時代だよ？　何気にきっつい話だよねえ」

「……、」

　もうすねこすりは疑問も放てないようだった。

　あるいは、これ以上の答えが返ってくるのが怖いのかな。

　そんな風に思っていると……衛星電話に来たよ、性しよう懲こりもなく。

　ろくに出る事もなく、ボタンを押して切ってしまう。

「い、良いのかい、舞まいさん」

「良いんだ良いんだ、大丈夫」

　ひらひらと私は手を振って、

「菱ひし神がみグループのお偉いさんからの殺してくれコールだったから。くだらない泣き言に付き合っている暇ひまはなーい」

　びくっ！　とすねこすりが震える。

　でも調達屋にとっては予想外でも何でもない。

「ああ、『表』の方もやっぱりそうだよね」

「って事は、『裏』でも同じ動きがあるのかなー？」

「十じゆう人にん十と色いろ、明めい鏡きよう止し水すい、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ……。まあ、そうそうたる顔ぶれの長老達たちから。こっちは体てい裁さいがあるから、何重にも仲介人を挟んだ上に偽ぎ名めいを使った依い頼らいではあるけどね」

　私達がここへ来た理由もそこにある。

　ええと、すねこすりはちょっと分かっていないみたいだけど。

「となると」

「うん」

　調達屋は頷うなずいて。




「……正規のルートじゃ見えないよう細工されているけど、百ひやつ鬼き夜や行こうの幹部からも何人か。ある意味信用できる舞まいさんに、眠るように殺してくれって。こんなのいつまで続くんだろうね」




　ううむ。

　このレベルが匙さじ投げちゃうって事は、世界の終わりまで、かも？




　　　　　９（陣じん内ない忍しのぶ）




　実際には、作業は二、三日必要だった。

　痺しびれを切らした父ちゃんか爺じいちゃんが大量の居い候そうろう達を追い払わないか（厳密には三九式が運命を操ってそういう風に妨ぼう害がいを仕掛けてこないか）が心配だったけど、どうにか押さえ込めた。

　俺が説得したのもあったし、妖よう怪かい好きの母ちゃんや婆ばあちゃんが援護射しや撃げきをしてくれたのもある。でもきっと、これもまた、運命を操る力によるものなんじゃないかって思う。

　つまり、三九式じゃない。

　座ざ敷しき童わらし・縁ゆかりの方の。

　ギリギリの所でせめぎ合っている。見た目にはコミカルな妖怪達があっちこっちを行き交って、居候を泊めるか追い払うかで言い合って、恋人を助けるためのミニマムな戦いであったとしても、天てん秤びんに乗っているのは複数の格付け会社の暴走に国債システムの空転、崩ほう壊かい、世界恐慌を軸とした人類七〇億のせめぎ合い。つまり三九式は単品でそこまでの力を持っているんだ。

　可愛かわいらしい見た目に騙だまされるな。

　脱力系のイベントに気を抜くな。

　一番怖いのは猛もう獣じゆうの持つ鉄板を嚙かみ砕く巨大な顎あごでも天才犯罪者の持つ悪夢のような頭脳でもない。そもそも戦いの場に辿たどり着けない事。躍やつ起きになって準備を進めたのに同じフィールドに立たせてもらえない事。迷いの森を延々歩かされて、一人で勝手にギブアップを迫られる事。

　最後の最後まで自己を保つんだ。

　世界に破滅をもたらす三九式の力から、真っ赤な血染めの性質から、恋人である縁ゆかりを切り離はなして助け出す事。

　絶対にそのレールから外れるな。何があったって。

　だから。

「陣じん内ない忍しのぶ！」

　ひょっとしたら、人間の俺よりも、妖よう怪かい達たちの方が感覚的に理解していたのかもしれない。

『パッケージ』完成の瞬しゆん間かん。

　横合いから青あお行灯あんどんの声。

　続けて祝はふりもまた、百ひやつ鬼き夜や行こうとしての経験か、あるいはハーフとしての嗅きゆう覚かくか。とにかく何かを摑つかんで警告の叫びを放つ。

「早くそれを!!　凄すさまじい勢いで揺らぎが出ています！　この分だとチャンスは一度あるかどうか───!!」

　放ほうり投げられたものへ目をやると、それは空中でくるくると回る万まん華げ鏡きようだった。

　青行灯や祝の言葉は、途中で切れていた。

　いいや、俺の中で時間の感覚が消えていた。ギンッ!!　と鋭するどい音が発せられる。いつの間にか白い浴衣ゆかたの座ざ敷しき童わらし・迷めいが今まで見た事もない強い眼まな差ざしでこちらを睨にらんでいる。何かをした。四〇式を使った。でも、何のために。こいつが敵じゃないのはもう分かってる。なら、『何から俺を守るために』四〇式を発動したんだ。

　確認したくても、止まった時間に吞のまれちゃ首を回す事もできねえ。

　極めてゆっくりと万華鏡が宙を舞まう中、ひたりという別の足音の存在も知覚していた。

　お茶の間にやってきた赤い影。

　最愛の人。

　縁。

　だけどおかしい。ほんの一〇メートル先に待つぐーたら妖怪。わずかに俯うつむく座敷童が纏まとう真っ赤な浴衣。その柄が、いつの間にかいくつかの花を模したものから別のものへとすり替わっていた。それは人の手形。大人のものとは違う、小さな子供がべったりと押し付けたような不ぶ気き味みな手形が、いくつもいくつも浮かび上がっている。

　単にそういう柄の浴衣に着替えた訳じゃない。手形は恋人の艶なまめかしいボディラインをなぞるように、浴衣の表面を自由に泳いでいる。ビルの壁へ自由に映像を流す、プロジェクションマッピングみてえに。

「な、にが」

『赤』はチゾメノザシキワラシの象徴。となるとこれも三九式の暴走の一つか。

　そう思ってみれば、くるん、くるん、と回る万まん華げ鏡きようの存在が大きくなってくる。これは三九式の破滅の力を封殺する最初で最後のピース。それを手にする事を、運命全部が否定している。だから起きた、超常の現象が。座ざ敷しき童わらしが変質していった。俺の手が万華鏡に近づくたびに、その一ミリ一ミリで、きっと二次曲線みたいに彼女の現実離ばなれが加速していく。

　座敷童の浴衣ゆかたは手形の海になっていた。足首近くまである長い黒髪がざわりと揺れた。磨みがき上げた黒こく檀たんみてえに艶つややかな自じ慢まんの髪の中で、やっぱり何かが躍おどる。白骨だった。人間の頭ず蓋がい骨こつ。こっちも小さな子供くらいのサイズだ。夜の湖に浮かぶ月みたいに、そいつはきめ細かい黒髪の海を自在に泳ぐ。時に前髪全体に覆おおい被かぶさるような髑どく髏ろを、時に長い黒髪のスクリーンを通じて座敷童の後ろへ回り、時に頰ほおずりでもするように彼女の顔の横に張り付いて。

　そして思い出す。

　座敷童は食糧難の間引きや口減らしで殺害された子供達たちの集合体。

　今でこそグラマラスな妖よう怪かいの形を取っているが、旧百ひやつ鬼き夜や行こうの呪まじなみたいに原初の現象へ分解するとすれば、そこには無数の『死』が絡からみ付いているはず。

　あれは座敷童へ取りついているんじゃない。座敷童から滲にじみ出たモノ。

　だから、『パッケージ』を組み上げて。

　最初で最後のチャンスを摑つかみ取ろうとする俺に向けて。

　黒髪の海を泳ぐ頭蓋骨は、低い低い声で、シンプルかつ絶対の宣言を解き放ってきた。

　いつも首に掛けているヘッドフォンからの音おと漏もれ、という形で。




『───死ね』

　と。




　どうしようもない悪意。

　いっそ幼稚に見えるほど単純化されたその言葉は、無む邪じや気きなほどに鋭するどい。やはり間引き、口減らしによって命を落とした彼らの精神性によるものか。

　そして歪ゆがんだ体感時間にも終わりはくる。

　俺の指が、ついにこちらへ向かう万華鏡に触れた。

　摑み取る。

「縁ゆかり───」

　名を呼ぶ。だが返事はないのはもう心のどこかで分かっていた。

　彼女もまた、変わった。

　限界を超えた。

　チゾメノザシキワラシ。世界に死を招く側の何かへと。

　だから俺はこう続けた。

「───必ず戻す、俺が助ける」

　全身の感覚が戻る。

　直後の出来事だった。




　ぶわり!!　と全すべてが消える。

　俺と座ざ敷しき童わらしを除き、世界ってもんが地平線の向こうまで畳たたみ敷じきの床で埋め尽くされていく。




　もうプロジェクションマッピングなんて次元の惑乱じゃねえ。俺の言語化もパンク寸前だ。長い黒髪は蛇へびのようにのたくり、あいつの顔の半分以上を隠かくしちまう。小さな珠たまの飾りが、歪いびつな目玉みてえにギョロつく。座敷童の妖よう艶えんな肉体をそっと包む浴衣ゆかたの表面を泳ぐ無数の手形。それらが滴したたる水滴のように浴衣の裾すそから床へと居場所を変えた途と端たんに、世界の全てが塗り潰つぶされていたんだ。

「ッッッ!!!???」

　畳の色は鮮血で塗り潰したような紅ぐ蓮れん。

　天の色は邪じや悪あくで染め上げたような漆しつ黒こく。

　瞬またたくは等とう間かん隔かくで地平の向こうまでずらりと並ぶ背の高い燭しよく台だい。揺らめく炎だけが唯ゆい一いつの光源。蠟ろう燭そく、俗信においては命や寿命の象徴。ああ、それに座敷童は一族滅亡の衰すい退たい期きに火事を予言する、なんて不ぶ気き味みな伝説もあったっけ。

　極ごく彩さい色しきでサイケデリック。『現実感』なんて拙つたない拠より所が一切消滅したその世界。

　でも。何となく。

　俺には分かった。根拠なんて何もねえけど。ずっとずっと座敷童と一緒にいたからこそ、何となくで理解できちまった。

　座敷童は運命を操る。

　だけど運命『そのもの』じゃねえ。あくまでも操るコントローラ、端末でしかない。つまり、根っこがある。本体と呼ぶべき何か。サーバーシステム。そういうモノがわだかまる、俺達たちが普段暮らしている世界よりも一段階『上』のステージへ引きずり上げられちまったんだ。

　譬たとえるなら、世界の裏側。

　あるいは表面的、視覚的に見て分かるブラウザの奥に潜ひそむ文字列。

　……実際のところ、ここが何なのか、俺の五感は正しく把は握あくできていないのかもしれない。本当は『これ』じゃねえのかも。大昔のギリシャだの何だので怪物をイメージする時に複数の動物を組み合わせて説明したのと同じ。あまりにもサイケだし、俺の頭の中にあるリソースをモンタージュみてえに当てはめてこういう像を作っているだけって可能性も否定できねえ。

　多分、人間の頭で理解できる範はん囲いを超えてる。

　常にこいつと触れ合ってきた座ざ敷しき童わらし側からは、どういう風に映っているのやら。

　ただ、少なくとも『俺の目』には、蠟ろう燭そくの炎が不規則に揺らめくたびに燭しよく台だい表面を脈動が伝い、紅ぐ蓮れんの畳たたみの上を得え体たいのしれないものがのたくっていた。その流れが、きっと俺達たちの良く知る世界で『何か』を生み出しているんだって無理矢理理解する。

『こいつ』をいじってしまえば、日々を必死に生きる人々の喜き怒ど哀あい楽らくなんて一発で消し飛ぶんじゃねえかっていう、そういう場所。

　そして座敷童が振り回し、それ以上に振り回されている『運命』ってヤツの本質についてもピンときた。いちいち確認なんてしなくても。

　盛じよう者しや必ひつ衰すい。

　どれだけ盛んな者もいずれ必ず衰おとろえる、という思想。

　軽く見積もって一千年以上前から俺達日本人の心に染しみついていやがる、それ。壇だんノ浦うらとか本ほん能のう寺じとか関せきヶ原はらとか、一時代を左右する傑けつ物ぶつさえ『そうなってしまったのなら仕方がないか』って自みずからの破滅を強制的に受け入れさせられる、強固に強固を重ねた『運命』の爪つめや牙きば。

　でも、ここで出てくるのは何の不思議でもねえ。

　だって、そもそも座敷童はそういうモノじゃねえか。ある家にやってきて繁はん栄えいをもたらし、ある家から去る事で滅亡に追い込む。まさしく盛者必衰の『使者』なんだ。座敷童を語る上では絶対に外せない、切り離はなせない、そんな思想だったんだ。

　始まりにして、終わり。

　創造にして、破は壊かい。

　生にして、死。

　逆のパターンはない。『いつか来る』が長いか短いかの違いでしかない。速度はどうあれ、一方向にしか回転しない歯車こそが、座敷童の本質でもあるんだ。そして万まん華げ鏡きようを使って無理矢理逆にひねろうとする俺に向かって、三九式はこう嘯うそぶいてきやがった。

　最愛の者を手に入れた成功者よ、なればこそ転じて必ず滅びよ、と。

　なんて最悪。

　成功すれば成功するほどに密度を増す絶対の敗北。

　今なお子供達の間でだって根拠もなく語り継がれる『人の運の量は一定で、良い事もあれば悪い事もあるんだよ』って考え方の、超極論たる原型。

　盛者必衰、まさしく本当は怖かった『運命論』。日本人なら誰だれでも分かる、なんて冠のついた極大の説得力を持つ、生なま半はん可かな事では揺るがない悪意の塊かたまり。あんな強運いつまでも続かない、いや成功者がもがき苦しむところが見たい。出る杭くいを打ち、平等に落ちろ。そんな無意識下の邪よこしまな考えの集合。うっかり今日この時まで誰も捨てられずに受け継がれてきちまった負の遺産。

　あるいは平へい氏しと源げん氏じ。

　あるいは織お田だ、豊とよ臣とみ、徳とく川がわ。

　天下人だろうが何だろうが、問答無用で歴史の舞ぶ台たいから引きずり下ろし、幕切れたる『時代の終わり』を押し付ける最強にして孤独な『理ことわり』。ある種、日本人にとっては瞼まぶたを閉じれば頭に浮かんで納得できる『運命の流れ』そのもの。

　でも。

　だけどだ。

　それもまた、どうでも良い。

　何だって関係ねえんだ。分かっているのはシンプルで、この上なくクリティカル。今の今までやんわりと自然に運命を切り替えて俺達たちを妨ぼう害がいしてきた三九式が、ついにこのレベルでごり押ししなくちゃならねえって判断してきた。手形だの髪に浮かぶ白骨だの、ちょろちょろ尻尾しつぽまで出して、世界の裏側なんてもんまで見せちまって。俺にとっては最悪だけど、向こうにとっても同じく最悪。このどん詰まりは、これ以上ないチャンスの裏返しでもあるんだ。

　俺は転じるぞ、三九式。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいなんて知った事か。成功を転じて滅亡させるお前の好きになんかさせない。滅亡を転じて成功に結び付ける。ふらりと居着いて立ち去る、気き紛まぐれに富を授けてから取り上げる、それしかできなかったお前に新しい道を見せてやる。

　とはいえ。

　実際のところ、万まん華げ鏡きようを使って何をすれば良いのかだって分かっていなかった。

　だけど反射的に座ざ敷しき童わらしに向かって一歩踏ふみ出そうとした途と端たんに、異変が襲おそいかかってきた。

「っ？」

　カタカタン！　と白骨がヘッドフォンの音おと漏もれを使って空くう虚きよに吼ほえる。

『死ね』『死ね！』『失敗しろ』『あはは!!』『どうせ失敗する』『ばっかじゃねえの？』『いひははは!!』『何ムキになってんの』『死ね！』『諦あきらめろ』『みんな死ね!!』『やめろ』『うるさい』『目め障ざわりだ』『ウザい！』『お前の本気が面倒臭い』『ざざざ』『ザザザザザ!!』

　音の洪水は意味を失って、ひび割れた一個の爆ばく音おんと化す。

　ヤツが泳ぐ、座敷童の足元まで伸びた艶つややかな長い黒髪が、わずかに光の雫しずくを伝わせた。

　その光が真っ赤な畳たたみの上まで落ちた途端。無限に広がる波紋が一いつ瞬しゆんにして全方向あらゆる地平線の先まで流れていった。

　直後に、起こる。

　バタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタ!!　と。

　勢い良く、閉じていく。俺と縁ゆかりの間を埋めるように、赤く輝かがやく半透明の襖ふすまのようなものが、左右両側から勢い良く閉じていく。表面には何かしらの模様が描かれているようだけど、あまりにも重なり過ぎてもう見えない。ただ真っ赤な色彩の向こうに座敷童が立っているだけだ。

　見た目だけなら一〇メートルもない。だけど無限に挟む極ごく薄うすの襖ふすまが、俺達たちの間に絶対の壁となって立ち塞ふさがろうとする。

　赤い。

　血染めの。

　彼女の存在、色彩、本質を揺るがす事は何なん人ぴとも許さないとでも言っているかのように。

「ふざけんな……」

　この襖の群れが何を意味するか、正体が何なのか。

　そんなもの、いちいち考えて付き合っていられるか。

「ふざけんじゃねえぞ、くそ!!」

　勢い込んで、開けるどころか蹴け破やぶろうとした。

　直後の出来事だった。

　びたぁっ!!　と。

　再び、時間の感覚が死んだ。そういえば、と二度目にしてようやく思い浮かべる。まるで道に飛び出したら目の前にタンクローリーが迫っていたような、この感じ。走馬灯だか何だかに近い。これを感じて、不可解な現象に身を包まれて、ようやく思い知らされた。

　この、赤い、半透明の襖。

　その一枚一枚には、猛スピードのタンクローリーと同じくらいの『死』が詰まっているって。それが無尽蔵に重ねられ、命がいくつあっても足りなくなるのが、目の前の防壁の正体だって。




　　　　　10（内うち幕まく隼はやぶさ）




　とにかくやるしかなかった。

　豪ごう華か客船ＹＡＫＡＴＡ‐Ⅱのトレードルームを使って、俺達は衛星デブリビジネスを妨ぼう害がいする……つまり核電池や有害ロケット燃料のタンクを含む無数のデブリを地上へ落とそうとする『菱ひし神がみ』相手に戦争を仕掛ける。彼らが使おうとしているロケット発射の仲介業者を聖せい歌かさんや惑まど歌かちゃんに買収してもらい、同時に掲示板や業界人の集つどいフォーラムなどへ波状的に書き込みを続ける。菱神総合商社グループは泥船だから、便乗してもろくな事にならないぞ、と。

　今時、宇宙に異物を放ほうり出す方法なんていくらでもある。

　国家が管理しているロケットやシャトルの他に、高高度飛行機から単段ロケットを発射したり、巨大なバルーンで成層圏に達してから同じく単段ロケットを飛ばす仕組みがあったり……とにかく民間会社だの大学のプロジェクトだの、雨後の竹の子みたいに大気圏を飛び越える技術を持った集団や組織は増加傾向にある。

　だから、一つ一つを買収して潰つぶすだけじゃもう駄だ目めなんだ。

　限られた有限の買収工作で、無限に広がる可能性を折る。『菱神』に協力しても得する事は何もないと世界に知らしめて、膨ぼう大だいな選せん択たく肢し全すべてに閉じてもらう。それしか勝ち目はない。

　だっていうのに、

『ワーニング

　みんなのためにやってくれているのに、何でわざわざ危機感を煽あおっているのか良く分からん。注目浴びたいの？　アフィリなの？』

『すこーる

　つか、キラー衛星起き爆ばくしてデブリを落とせば、爆発したキラー衛星が次のデブリになるんだよね？　まさに永久機関！　無限に続く宝くじだよ!!』

『にゃんこライオン

　この局面で反対してんのってつまり衛星デブリで儲もうけている連中って事だろ？　はいはい無視無視、お疲れ様でした！』

　・

　・

　・

「クソ駄だ目めだ！　正しい事を言っている俺達たちがすぐ悪者にされる。どうやったら世界全土を汚染するような民間計画に諸もろ手てを挙げて喜べるっていうんだ!?　そんなに滅びを見たいのか！」

「存外、間違ってはいないのかも……」

　艶えん美びがぽつりと呟つぶやいた。

「大きな黒幕がいるんじゃない、『菱ひし神がみ』はある種の象徴になっているけど、連中が直接情報操作している訳でもない。総意なんだよ。ネットの総意が滅びから目を瞑つぶって崖がけっぷちに向かってる。何だかさ、滅びの美学を楽しんでいるように見えない？　ありとあらゆる娯楽を楽しみ尽くした古代ギリシャの帝国が、堕だ落らくと退廃の中で衰すい退たいしていくような……」

「そんなの信じないぞ」

　思わず吐き捨てていた。

　確かに日本はお祭り騒さわぎなのかもしれない。『ネットワーク』だか国債マジックだかであぶく銭を手に入れて、欲しいものを欲しいだけ手に入れて、もう他に金を使うところがなくなって、こんな訳の分からない事に大金をつぎ込むようになってしまったのかもしれない。

　でも、それだけじゃないんだ。

　インテリビレッジには結晶みたいな野菜を作る農家がたくさんある。人間国宝の職人だっていっぱいいる。都会じゃあ精密機械でも真ま似ねできない金属加工を施ほどこす職人や、能や歌か舞ぶ伎きを継承する役者が汗水を垂らしている。

　いいや。別に特別な資格とか、誰だれもに認められる認知度、知名度なんかいらない。

　コンビニやガソリンスタンドで必死になって働くのでも構わない。毎日の新聞配達や足腰の弱い老人のための配送サービスだって。ああいう乱らん痴ち気き騒ぎなんてものともしないで、社会の歯車を回すためにきちんと働いている人だってたくさんいるんだ！

　彼らが欲に溺おぼれて死を望むようになったって？

　そんな訳があるか。

　世界に飽きて心が膿うむのは当人の自由だ。だけどそんな一部の金持ち個人の末路に大勢を巻き込むのをよしとする思考なんか認めてたまるか!!

　こんなのは所しよ詮せん枝葉の一つでしかないのかもしれない。中心にいる忍しのぶや座ざ敷しき童わらしにとっては何でもない話なのかもしれない。でも実際、どんな末まつ端たんだろうが人が苦しむのは変わらない。だったら許せるか、絶対にここで流れを寸断させてやる!!

　即答で切り返した事を気に入ったのか、隣となりの艶えん美びがくすりと笑った。

　そして言った。

「じゃあこっちも、最後の最後まで悪わる足あ搔がきをしましょうか」

　推理マニアに続いて、セーラー服の惑まど歌かちゃんが怪け訝げんな声を出す。

「リクエストがきてる。ええと、差出人は……サイバーレインに、姉あね村むら楓かえで？？？」

「やっと来た」

　パチンとツインテールの悪あく魔まは指を鳴らして、

「新曲発表してから二四時間以内に三〇〇〇万ＰＶは当たり前のネットアイドルに、国民的グループ『タロットガールズ22』のレギュラーメンバー。彼女達たちが味方につけば流れも変わる！　胸クソ悪い厭えん世せいムードをぶっ壊こわしてやる!!」




　　　　　11（菱ひし神がみ舞まい）




　ガゴン!!　っていう凄すさまじい衝しよう撃げきが調達屋の改造観光バスに激突してきた。車体全体が揺さぶられる。思わずブーツの踵かかとに隠かくした拳けん銃じゆうに意識が集まる。こいつは本体だけで一〇トン単位の大物だ。普通の乗用車がぶつかった程度で車線から弾はじかれるなんてありえない。

　つまり、向こうもそれだけの大物って訳。

　流しで走らせていた調達屋が目を剝むいて叫ぶ。

「舞さん！　二〇トン規模のトレーラーが牙きばを剝いてる！　心当たりは!?」

「ああもう……」

　全面スモークの窓から外へ目をやった時、衛星携帯電話に着信があった。

　ずっと切り続けてきたんだけどなあ……！

『やあ舞、お兄ちゃんだよ。そろそろ我が慢まんできなくなってきたから直じか談だん判ぱんにやってきた。僕達の築いた菱神グループをぶっ潰つぶしてはくれないかなあ!?』

「恭きようちゃんさあ、常識大好き星人はどこ行った？　カメラだらけの街中でハリウッドばりのぶつけ合いを挑んでくるとか逆に裏うら稼か業ぎようでもやらねえわ！」

『はっはっは、だから言っただろう、僕達たちはその常識に従うしかない。街を眺めてごらん、これくらいどこにでも広がっている。こんな危険運転が当たり前の世界が目の前まで迫っている』

　ギャギャギャガリガリ!!　というタイヤの悲鳴が聞こえた。

　でも私達のバスでも菱ひし神がみ恭きようのトレーラーでもない。交差点、すぐ鼻先をイタリア製の高級車が数台ドリフトで滑すべっていくところだった。乗っているのはそこらの大学生か、あるいはそれ以下かも。トドメにエンジンの唸うなりを聞く限り、明らかにレギュレーションがプロレース仕様に合わせてある。公道を走って良いものじゃない。

　あの速度で制御を失えば一いつ瞬しゆんで歩道は血の海だっていうのに、目もく撃げきしていた群衆は悲鳴どころか喝かつ采さいを上げていた。楽しそうにスマホやケータイのレンズを向けて、ブログにアップしたり実況放送なんかを始めている。

　馬鹿騒さわぎ極まれり、か。

『常識はもっと気持ち悪くなる』

　呪のろうような声があった。

『今、「会社」が何をしているか知っているかい？　僕達は引きずられるしかないんだ、このクソったれのモラルハザードに!!』

　ガッコンガッコン超重量の塊かたまりをぶつけ合い、時に電柱や街灯の柱をへし折りながら、しかし私は別の場所に注目していた。

　トレーラーの、荷台の屋根。

　認識学を利用した『注目を散らす紋様』を刻んだマントで身を隠かくし、くノ一みたいな『夜桜』スーツを纏まとってんのは、贅ぜいとか蒐あかねとか呼ばれている向こうの懐ふところ刀がたなの連中か、くそっ！

「まずいなあ、乗り込んでくるよ調達屋!!」

『だから何とかしてくれって言っているんだ！　それが舞まい、君達の役割のはずだろう!?』

　言葉と同時だった。

　赤い贅、青い蒐、黄色い爛らん。三色の光が軽々と二台の間を突き抜け、強化ガラスの窓をぶち破って侵入してきた。

『妖よう怪かいの薬』まで使って、人為的に『菱神の女』を埋め込んだ怪物達。

　破片の嵐も気にせず吸気して身構える私に、贅はマントを放ほうり捨てて無表情に語りかける。

「ご協力を、オリジナル」

「うるさいな。こっちは作り物のアンタと違って金持ちの道楽に付き合う義理はないんだよ」

「それで構わないのです」

　意外な対応だった。

　くいっと贅はトレーラーの方を顎あごで指してから、

「我々は恭様のために命を投げる事を至上の喜びとする一群です。内うち幕まく隼はやぶさとの会合は、恭様に心地の良い変化をもたらす芽を与えたはずだった。あれを踏ふみ潰つぶさせる訳にはまいりません、たとえ恭きよう様自身の足であったとしても」

「……、」

　しばしの沈ちん黙もく。

　割れた窓から猛もう烈れつな風が入り込む中、すねこすりは右往左往している。

「何をしろと？」

「元来、トレーラーとはぶつけて対象を破は壊かいするものではありません。あれは、何かを運ぶために存在する大型特殊車両です」

「おいちょっと待った、それって!!」

「鏖おう」

　その銘を、贅ぜいが告げた。

　訓で読めば、みなごろし。

「対人専門、菱ひし神がみ艶えん美びをベースとした不発弾です。こんな所で稼か働どうすれば三〇〇〇万都市は壊滅する。今の恭様にはギリギリで留とどまる理性がありますが、彼を苛さいなむ常識がこれ以上傾けばその限りではなくなる。その前に、保存槽そうを車両本体から切り離はなしていただきたい」
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「……、───」

　襖ふすまの正体は、未いまだに分からない。

　でも多分、運命を操る座ざ敷しき童わらしの、三九式が何かをやったんだ。

　俺を邪じや魔まして、万まん華げ鏡きようを遠ざけて、自分を、システムを守り切るために。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいの『理ことわり』でもって、成功を奪うばうために。

『ほら見ろ』『失敗だ』『お前は失敗した』『もう成功の目はない』『お前は死ぬんだ』『失敗する』『全部失う』『格好つけて』『見栄を張って』『その分だけ赤っ恥』『目の前で全部なくせ』『手を伸ばして』『届かないと知れ』『死ね』『死ね！』『死ね!!』『ザザザザザ!!』

　カタカタカタカタ!!　と座敷童の黒髪に映り込む頭ず蓋がい骨こつがヘッドフォンの音おと漏もれを借りて哄こう笑しようしていた。誘さそいに乗ったな、自みずから滅びのレールに乗ったなって。子供みてえな邪じや悪あく満点で。

　けどさ。

「はは」

　このクソガキ。

　そんなもんで俺の恋人を横取りできるとでも思ってんのか。

　お前はもう、答えを言っちまっているようなものなんだぜ。

　そこまでして接近を拒んでいるって事は、そこまでしなくちゃならない理由があるって事。

　俺は、万まん華げ鏡きようの使い方なんて知らなかった。

『パッケージ』なんてオカルトだってサッパリだ。

　そっちが何もしなければ、俺は方角一つ分からずに、迷いの森の中をさまよってタイムアップになっていたかもしれなかったのに。

　わざわざ針で示して。

　一番辛つらい道を。

『座ざ敷しき童わらしに近づけば良い』って目的を用意してくれてありがとう、三九式!!

「ああああああああァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　死の恐怖で止まった時間ごと全部叩たたき割るくらいの勢いで、改めて全身に力を込める。

　ビキバキと空間に亀き裂れつを入れるイメージ。

　だが直後に赤く目が眩くらむ。




　───そして、先立つ恐怖の奥で。本当の意味での『それ』が襲おそいかかってくる。




　凄すさまじい閃せん光こうの後に残っていたのは、無限に広がる畳たたみ敷じきの空間とは別の場所だった。

　見渡す限りの灰色の粉塵。ありとあらゆる汚染物質にまみれた田園風景。息を吸って吐くだけで、瞼を一度瞬きさせるだけで、全身の穴という穴から火が噴くような激痛が飛び出す恐るべき終わりの地。

「がぶるぐっ!!　あごえっ!!　ぐるがあ!!!!!!」

　何となく、知った。

　百ひやつ鬼き夜や行こう試し製せい三九式座敷童。

　今ある運命だけでなく、全く新たな軸を丸ごと用意できる存在。

　その防壁。

　襖ふすまの一枚一枚は、地獄絵だ。偉い坊さんが破門の先に何が待つのかを分かりやすく伝えるために、襖や屛びよう風ぶに描いたとされる、それ。限りなくゼロに近い厚みでできた光の襖の中に、失敗した運命、間違ってしまった世界、地獄の描写、そんなものが丸ごと詰まってやがる。

　だからこれは、あるはずだった別の並行世界。自分が何かの選択を誤っていたらこうなっていたよそのパターン。例えばカジノ特区金鉱島でＣＩＡに身を委ね、『国家の自殺』パッケージが起動されたら、日本列島はどうなっていたか。

　その痛みが、一気に殺到してくる。

　血を吐き、全身の血管を不規則に蠕ぜん動どうさせ、歯を食いしばって。

　それでも、前へ進む。

　世界一つ分の痛みを背負って、さらに前へ。




　───『それ』は一つに限った話じゃなかった。




　旧百ひやつ鬼き夜や行こうリーダー、呪まじなの計画通りにゾンビパニックが列島を埋め尽くした『後』の世界。生ける死者の群れに手足を摑つかまれ、腐くさった匂においの漂ただよう歯で全身の血肉を嚙かみ付かれ、そのまま千ち切ぎられて。やがては体の内側からドロドロに腐っていくような、あの恐怖。

　吞のみ込む。

　手足が千切れても良い。臓物を引きずり出されても構わない。

　とにかく前へ。

　先へ。

　歯を食いしばって猛もう烈れつな向かい風へ立ち向かう中で、俺の敵は何なんだろう、ってふと思う。絶対に座ざ敷しき童わらしじゃない。ひょっとしたら三九式ですらないのかも。浴衣ゆかたの上に滲にじみ出た無数の手形に、艶つややかな髪の中を泳ぐ頭ず蓋がい骨こつ。時に黒髪をスクリーンにして彼女の後ろに回り、時に前髪へ覆おおい被かぶさるように髑どく髏ろが映り、時に頰ほおずりする格好で顔の横に張り付いて。こいつもこいつで、安全弁がぶっ壊こわれて制御不能になっているのかもしれねえ。盛じよう者しや必ひつ衰すい。世界の裏側、吹き溜だまり。過去、壇だんノ浦うらに本ほん能のう寺じに関せきヶ原はら、挙げ句にｉｆまで含んで様々な理由で滅んでいった選択の誤り、時代時代の破片の集積体。世界なんてとんでもないものを丸まる吞のみして、嚙み砕き、その残ざん骸がいだけを山のように積む墓場みてえな場所。三九式はうっかりそいつに届いて、触れちまったからこそ、そんな最悪な『何か』をこっち側へ引き寄せちまったんじゃねえかって。

　だからこの戦いは、善とか悪とかじゃないんだ。

　ただ雪な崩だれ込む破滅の力に蓋ふたをできるか。善も悪もない世界で、水門を閉じられるか。

　やるんだ。

　分かっているのなら。分かってあげられたのなら。

　相手がどうだかなんて話じゃねえんだ。

　たった一人の最愛の人、縁ゆかりの元まで辿たどり着くんだ!!




　───それこそ無限を思わせる数で、『それ』は重なり合っていた。




　七つの大罪に惜しくもランクインできなかった大だい悪あく魔ま、ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエを止められなかった世界では、視界全部を真っ赤に埋め尽くすほどの甘美に吞み込まれ、体中の穴という穴から鮮血を噴き出して痙けい攣れんした。

「がっ、ばあ!!　あくぅあ!?　えげほっ!!」

　青あお行灯あんどんの計画が成じよう就じゆしてしまった世界では、日本人が一切いなくなった空くう虚きよな田園風景の中を延々と歩かされる疲労と枯渇を知った。

「あ、ああ、あああああ……」

　最悪の致命誘ゆう発はつ体たい、油取りが時間、距きよ離り、運命の全すべてを掌しよう握あくしてしまった世界では、見渡す限り全ての木々の枝々に生々しい臓物がぶら下げられた極ごく彩さい色しきの景色に発狂しそうになった。

「ぐぎゃあ!!　ぐぎゃがあっ!?」

　そもそも全ぜん滅めつ村むらで青行灯を生み出した老ろう婆ば、川かわ端ばた愛あいの思惑が全て成功した世界では、回かい避ひも防御もできない『草くさ薙なぎ』で徹てつ底てい的てきに切り刻まれる激痛と恐怖を思い知らされた。

「おっ、づえ……！　は、かあ!!」

　オーストラリアの魔ま女じよ、マルグリット＝スタインホルスがサキュバスを手に入れた世界では、西洋式の魔法によって生きたまま直接魂たましいがぐずぐずに腐ふ食しよくする凄すさまじい感覚に襲おそわれ続けた。

「あ、ああ……」

　悪あつ鬼き羅ら刹せつのエージェント、西さい条じようが唐から傘かさお化けや提灯ちようちんお化けの改造に成功した世界では、あらゆる妖よう怪かいが彼女のコントローラで操られ、徹底的に体を貪むさぼり尽くされる絶望を叩たたきつけられた。

「……、」

　百ひやつ鬼き夜や行こうのクーデターが成功してしまった世界では、風ふう化か村むらのホテルの制圧に乗り出した病びよう魔まの使し役えき者しやによって、生きながらにして全身のタンパク質を茹ゆでられる凄まじい熱に苛さいなまれた。

「　　　。　　　　　、　　　　」




　───どこまで行っても、『それ』は終わらない。




　選択を誤った世界を、一つ一つ叩きつけられていった。

　全ての痛みが一ヵ所へ殺到してくるたびに、自分で自分の舌を嚙かんじまいそうなくらい全身が震ふるえていた。

　もうどれくらいの時間が経たったか分からない。

　一〇〇年でも一〇〇〇年でも彷徨さまよい続けているような気がする。

　だから。

　本当の絶望は、そんな痛みや恐怖がもたらしたんじゃなかった。

　見たんだ。

　あれだけやっても、ほんの数センチしか体は前へ進んでいなかったって事に。

「　…　　　、　　　　　　ｆ　　　」

　あと、どれくらい残っている。

　どんなにやったら座ざ敷しき童わらしまで届く？　そもそも、この決められた距離を進めばそれで終わりだなんて誰だれが約束した。何かの気き紛まぐれで座ざ敷しき童わらし……いや彼女を振り回す盛じよう者しや必ひつ衰すいが掌てのひらを返し、トンッと一歩後ろへ下がれば、さらに無限の地獄が広がっていく。

『諦あきらめた』『諦めた！』『こいつ女の前で諦めた』『捨てるぞ』『こいつは捨てるぞ』『もう折れるぞ』『ぼっきり折れる!!』『きぃはは!!』『そうだ』『お前は何も摑つかめない』『手に入らない』『ただ死ぬんだ』『死ね！』『諦めろ』『さっさと折れろ！』『さあ』『さあ！』『さあ!!』

　カタカタカタカタ、と艶つややかな黒髪の中を泳ぐ白い頭ず蓋がい骨こつが、こちらを見てヘッドフォンの音おと漏もれまで使って嘲あざ笑わらっていた。豊かなボディラインをなぞる浴衣ゆかたの上を、いくつもの手形が這はい回っていた。蛇へびみてえにのたくる髪、覆おおわれる顔、歪いびつな目玉のようにギョロつく珠たまの飾り。誰が憎いんじゃない。誰に固こ執しつしている訳でもない。盛者必衰。ただ奪うばい、ただ滅ぼす。それそのものを目的に掲げて雅みやびを嗜たしなむように。

　こんなので、本当に何とかなるのか。

　乗り越えられるのか。

　唇を嚙かみ締しめ、血の味で口の中を埋め尽くし、正面を見据える。

　わずか一〇メートル先の座敷童は永遠に遠く、こちらへ近づいてきてくれる事もない。

　あそこまで、保もつのか。

　その前に、こっちがグズグズに崩れてコールタールみてえになっちまうんじゃねえのか。

　折れる。決けつ壊かいする。

　手放せば全すべてが破滅し、盛者必衰とかいう世界の運命だか滲にじみ出た死し霊りようだか分かりもしねえモンに刹せつ那な的てきな昏くらい喜びを与えるだけって分かっても、流れていく自分の心を止められない。

　次の駅までまだ長い電車の中でわずかに感じた腹痛が一気に倍々で膨ふくらむように、サウナから出て自販機を見た途と端たんに今までなかった喉のどの渇きを急激に覚えるように、猛もう烈れつな速度でリミットの壁が迫る。今まで乗り越えた一〇分間と、これから乗り越える一分間の価値が全く変わる。一分を耐えるのに使った力は、その後に待つ一秒で使い潰つぶすともう分かる。二次曲線に似た急激な消耗のカーブ。ガリガリギリギリと時間そのものが俺の脆ぜい弱じやくな魂たましいをすり潰しに来る。

『自分』がぐらつく。

　だから『誰か』に頼ろうとしても、一面は地平線の向こうまで真っ赤な畳たたみ敷じきの亜空間。異次元の先に立つ座敷童は昏い死と破滅の象徴、盛者必衰に囚とらわれたまま。

　ダメか。

　すぐそこに求めるものはあるのに、手の中に全てを覆くつがえす万まん華げ鏡きようは揃そろっているのに、この一〇メートルを詰めるにはまだ『何か』が足りない。そいつは地平線の向こうまで広がる孤独の世界じゃ絶対に見つからねえ!!

　そんな風に。

　思っていた時だった。




「なるほどな」




　声が。

　誰だれもいねえはずの世界に、確かな声が。




「で？　『だから仕方がない』と付け足すほど愚ぐ鈍どんではないだろうな」




　ザァ!!　と。

　頭の中に籠こもっていた不ぶ気き味みな熱をまとめてかっさらうような、一陣の風にも似たその到来。たった数センチの移動で頭の線が焼き切れるほど疲ひ弊へいしている俺の隣となりに立ったのは、何だ？

　俺？

　背格好は俺よりもがっしりしている。スーツの上から白衣を羽織り、目元には似合わねえメガネなんか掛けて。何よりどんよりと淀よどんだ沼のような瞳ひとみと、傍かたわらに侍はべらせているのは……惑まど歌かに、サキュバスに、あの灰色の小柄な悪あく魔まは、まさかいや、噓うそだろ、あのツェリカを機械に詰めて飼い慣らしているだって!?

　だけど、何もかもが違うのに、それでも何な故ぜかこう思ってしまう。

　あれは、俺そのものだと。

　陣じん内ない忍しのぶ。

　その定義の幅は、こんなにも広いものなんだって。

「今さら驚おどろくような事か。ここは運命の糸が集つどう特異点、あらゆる並行世界が圧縮された反則の地だろう。ならば本来いるべきでない者同士が邂かい逅こうしたとして、そこにどんな不思議がある」

　声も出ない俺だったが、そこでまた別の動きがあった。

　ヤツとは反対側の、隣。やはりそちらにも、新たな影があったんだ。立っているのは俺、陣内忍。ただし背丈は半分くらい、せいぜい五、六歳くらいでしかなかったけど。

　そして異なる自分を認識した途と端たん、真後ろでザワリと大きな気配が揺らぐのを感じた。

　振り返る余裕はなかったけれど、そこにあったものは何となく分かる。

　きっと。

　一面、見渡す限りの陣内忍で埋め尽くされていたはずだ。あるいは何かに失敗し、あるいはどこかで成功し、過去や未来の中で、一人一人が全く別々の道を歩んでいった俺達たち。それが一つに束ね直され、無限に等しい数だけ重ね合わせられた地獄の並行世界と向き合っていく。

「一つ一つの破滅は、一人一人の死だ。お前という一個体を基準に据えて、陣内忍の失敗を折り重ねたものがパーソナルな敵性に対して最硬の防壁となるのなら、その一枚一枚を私達の手で相そう殺さいさせれば良い。逆に言えば、一つの世界で一人しか殺せないのだからな」

「……ああ」

「簡単な事だろう。簡単なはずだ、目の前で最愛の誰だれかを奪うばわれる苦しみを嚙かむのと比べれば」

「ああ!!　それくらい分かってる!!　ここに立てた『陣内忍おれ』は、ここまでやってこられた『陣内忍おれ』は、きっと底抜けの幸せ者なんだってくらい!!」

　合図なんかいらなかった。

　ただ全員の意思は統一されていた。




「だから言うぞ、どんなに残ざん酷こくな選択だって。全員力を貸せ、『陣内忍おれ』!!　あいつを縁ゆかりと呼ぶ事ができた『陣内忍おれ』の、優しい決着を見せてやるッッッ!!!!!!」




　　　　　13（内うち幕まく隼はやぶさ）




『サイバーレイン

　冷静になったらこれっておかしくない？　デブリの投機利用を禁じる団体がデブリを落として拾わせるだなんて。結局、その価値自体は認めているって事だよね。彼らが活動すればするほど、かえって熱は上がるんじゃないかな？』




『姉あね村むら楓かえで＠女帝です

　ええと、そもそも衛星を落とすって安全性とかは大丈夫なんでしょうか。頭の上に落ちてきたら痛いでしょうし、雷に当たるくらいの不運だって言っても、毎年必ず犠ぎ牲せいが出る程度には危険が増すって事でしょうし。どなたか詳しい方、教えていただけないでしょうか』




　ほんの短い書き込みが、全すべてを変える。

　ザザッと淀よどんだ水を押し流していく。

「万事快調って訳でもないみたい」

　セーラー服の惑まど歌かちゃんがそんな風に言ってきた。

「例の『菱ひし神がみ』が募金サイトを作ってる。支援者からあぶく銭を集めてさっさと発射費用を確保しようとしているんだ！　業者に渋られても金を摑つかませてフリーパス奪うための軍資金！」

「一定額が溜たまればおしまいです、どれだけ反対されても彼らは勝手に突き進むでしょう」

「やらせるか」

「どういう手順で行く気だい？」

　美み島しまさんからの質問に俺は短く答える。

「国境なきネットを経由した募金活動は実はグレーゾーンです、地下送金と勘かん繰ぐられたら答えに窮きゆうするはず。今は疑惑をぶつけるだけで良い、参加すれば余計な片棒を担かつがされると煽あおって募金の手を止める。警察自体が開店休業中でも、法の運用のスペシャリストってブランドまでは崩れていないはずだ！」

「刑事さん、まさかこの自由に広がるネット社会で本名晒さらして煽あおりに加わる気？　風向きが変わり始めたって言っても私達たちは反感を買う側、下へ手たしたら検索の餌え食じきになるよ!!」

「もうすでに民間の女子中学生にそれを頼たのんでいる」

　小さく笑って。

　こんな中でも二つ返事で協力してくれた彼女達の書き込みを見て。

「今さら大の大人が怖おじ気けづいていられるか。核電池だの有害ロケット燃料だの、そんなもん考えなしに世界中へ降らせようとしている連中を止める方が先だ!!」




　　　　　14（菱ひし神がみ舞まい）




　厄介な事になってきた。

　ロケーションは大型バスとトレーラーのぶつけ合いの真っ只ただ中なか。しかも向こうのコンテナには最低でも三〇〇〇万人を虐ぎやく殺さつする不発弾、『鏖おう』が眠っているときた。早いトコ切り離はなして覚かく醒せいの可能性を封じないとヤバいんだけど、問題なのは時速八〇キロオーバーのカーチェイスじゃなくてここが東京都内で色んな目がある方なんだよね。

　裏うら稼か業ぎようは大変なのだ。

　そんな訳で、

「贅ぜい、蒐あかね、爛らん。この中で一番使えないヤツは誰だれ？」

「「「……、」」」

「睨にらむな睨むな、三人揃そろって摑つかみ合いになるな！　じゃあこれ、人間の脳もプログラムの解析も誤ご魔ま化かせるこの認識学使った迷彩マント、これ一枚借りていくよ。後の事は知らない、勝手に髪の毛摑んで決定戦でもやってろ。椅い子す取りゲームで負けた最弱ちゃんがお留守番だ!!」

「待ってよ舞さん、女の戦いなんて小惑星より怖いよ修しゆ羅ら場ばだよ!!」

　小男の叫びなんぞどうでも良い。

　頭からすっぽり覆おおうと、すねこすりを抱えて割れた窓から並走するトレーラーへ飛び移る。
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「あ、あ、あのうー！　私が外に放ほうり出された理由はー!?」

「よせよ相棒、一人だけ出番なしなんて不義理を押し付けるとでも思ってんのかい☆」

　私達がいるのはトレーラーの本体と後部のコンテナを繫つなぐジョイント部分。金属製の重たい連結金具の他に、後輪ブレーキに命令を伝えるケーブルなんかもゴチャゴチャのたくっている。いや、それにしたって多い。ひょっとしたら『鏖』の保存槽そう絡がらみのもあるのかな。

　とりあえず切り離はなし用の安全ロックを外してレバーを倒せば一丁上がりなんだけど、

「がっつり折れていますよ!?　バーナーか何か使った跡だけありますが!!」

「何が常識を愛するだ、あいつマジで狂ってやがる……」

『鏖おう』が目を覚ませば三〇〇〇万人が死ぬ。これは確定。さらにプラスアルファでどこまで拡大するかは不明。となれば真っ先に運転席の自分がくたばるだろうに。ともあれ。

「ではどうしましょう？　あっ、確か舞まいさんはブーツの踵かかとに鉄砲を隠かくしていたはずじゃ」

「小口径拳けん銃じゆう弾でこんな分厚い金具を弾はじけるか。そして面倒臭い、もう素手で直接ぶっ壊こわす」

「うわあー！　相変わらずのバケモノ発言きましたー!!」

　本来は対妖よう怪かいだから、こんな自分の体を自分で砕くような使い方は非推すい奨しようなんだけど。

　そして衛星携帯電話からイラッとする声が飛んできた。

『舞、覚悟は決めてくれたかな？　できれば交渉材料に「鏖」は使いたくないんだ!!』

「うるせえバカ兄貴!!　この私がツッコミ役に回るってどういう時空の展開してんだ!?　後使いたくないとか言いながらすげえニヤニヤしているのが分かるし、この常識知らず!!」

『ああ、ああ、舞はまだそんな優しい常識を持っているんだね。羨うらやましい、全く羨ましいよ』

　ダメだこりゃ、完全に自己陶とう酔すいモードに入ってる。

　無む駄だ話ばなしに精を出す理由も特にない。

　両手で連結金具を摑つかみ、メキメキメキメキ!!　と異様な音を立てていく。引っこ抜く構え。でもヤバいヤバい、肩とか背骨とかミシミシいってる。こりゃあ後で全身の動脈と筋肉の総とっかえは確定、下へ手たすりゃ全身の骨格から総点検かなあ！　つまり常人で言ったら脳と心臓残してお引っ越しってレベルなんだけども!!

　ただ成果もゼロじゃない。

　機械で作った恐竜の背骨みたいな連結金具が確実に変形を始めている。

　後ちょっと、と───

「菱ひし神がみ舞まい!!」

　隣となりのバスで同系の養殖モノと取っ組み合いになっていた赤い贅ぜいからの叫びがあった。

　直後、ぞわりと背せ筋すじを何かがなぞる。

「ッ!?」

　とっさに首を横に振った途と端たん、コンテナの分厚い壁が内側からぶち抜かれた。半透明の、ほとんど液体みたいに膨ふくらみ切った濡ぬれ手がさっきまで私の顔があった辺りを貫通する。拳こぶしでも手刀でもない、ただやんわりと宙を摑つかむその手。形だけなら子供のように小さな五指。

　だけど分かる。ひりつくように。

　あれは死だ。みなごろし、鏖おう。触れられたら終わる。武の構えや心得なんか関係ない。そもそも殺しの方法や効率を学ぶまでもなく、魂たましいとか中心核とか本質の部分で死なんだ。

　肥大しきったぶよぶよの腕が引っ込む。

　穴の奥、暗がりの向こうから不ぶ気き味みに輝かがやく一いつ対ついの瞳ひとみがこちらを射い貫ぬく。

　抜いたという事は、また来る。

　引き絞った弓から矢を放つように、次の一手が。

　オリジナル、菱神艶えん美びの再現率は何割だ。二割、三割？　『妖よう怪かいの薬』を使ったとしても、半分には届かないと思うけど。それでこうか。妹よ、どんだけ天才なんだアンタ!?

　全身からドッと汗が噴き出すが、今さら作業は止められない。

　鋼鉄の卵を割ってしまえば、あれが自由を得る。

　逆に今なら、まだ押し留とどめられる。

　だから。

「お、おお」

　正直に言えば、舞ちゃんにはここまで付き合う義理はなかったかもしれない。

　三〇〇〇万人が死ぬ？　だから何だ。

　日本が壊かい滅めつする？　それがどうした。

　何だったらとっとと東京を離はなれて、日本を脱出して、地球の裏側にある最後の楽園にビーチチェアとパラソルでも引っ張り出して寝転がるって手もある。何でもありの『菱神の女』ならそれくらいの反則で丸く収めてしまう事だってできる。

　でも。だけど。

　これはきっと『菱神の女』の話じゃない。ビジネスだの裏うら稼か業ぎようの掟おきてだのそういう話でもない。すねこすりの話を思い出す。嫁のお初はつや息子の儀ぎ助すけの事は大切だったけど、それだけじゃなかったって。自分は家族の付属物ではなく、その足で百ひやつ鬼き夜や行こうに立っていたって。

　そう。これはきっと。

　私自身がやりたかった事だったんだ。

「お、おお、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




　　　　　15（陣じん内ない忍しのぶ）




　ドッッッ!!!!!!　と、一斉に『陣内忍』が動いた。薄うす紙がみ一枚よりも薄く、破けば世界の破滅に等しい激痛、恐怖、絶望を叩たたきつけられる『それ』に向けて、我先に突っ込んでいく。

　一人の陣内忍を犠ぎ牲せいに一枚の薄紙を破り、さらにその先へ。

　次から次へと並行世界の防壁は突き崩され、そこから前へ。

　それぞれの失敗を引き取って、それぞれが選択の誤りを認めていくように。

　いいや。

　そいつだって違うんだ。

　確かに多くの『陣内忍』はここまでやってこられなかった。

　彼らには彼らの終わりがあった。




　───あるいは、日本売却なんていう最悪のシナリオさえ乗り越えるため、大だい悪あく魔まツェリカと契約して世界の全すべてを敵に回し、汚染された列島で待つ座ざ敷しき童わらしともう一度再会したあの男。




　───あるいは、惑まど歌かと共に日本なんていう小さな世界を飛び出して、七つの大罪を司つかさどる悪魔的投資家達たちとの金きん融ゆうバトルに明け暮れるあの男。




　───あるいは、雪女という直接的な戦せん闘とう力りよくを手に入れ、酒しゆ吞てん童どう子じや九きゆう尾びの狐きつねら極大の致命誘ゆう発はつ体たいを調ちよう伏ぶくして無害化し、式しき神がみとして使役するあの男。




　───あるいは、愛犬の死に狂う渚なぎさと最後まで向き合って正気を取り戻し、悪あつ鬼き羅ら刹せつの構築した日本全国の妖よう怪かいのコントローラへ人の力だけで立ち向かったあの男。




　───あるいは、魔女のマルグリットやサキュバスと手を結び、彼女の子宮に避ひ難なんさせていた別の魂たましいを救済したあの男。




　───あるいは、全ぜん滅めつ村むらで青あお行灯あんどんに優しさを教えて暴走を食い止め、草くさ薙なぎのレプリカを手に『娘』と共に三種の神じん器ぎ争そう奪だつ戦せんへ駆り出されるあの男。




　───あるいは、呪まじなの手で完全に百ひやつ鬼き夜や行こうを奪うばわれた祝はふりのため、妖よう怪かいに好かれる体質を使って、泣きじゃくる彼女をもう絶対に傷つけない、新たな百鬼夜行を用意すると誓ちかったあの男。




　───あるいは、そもそも正気を取り戻した油取りを軸にタイムトラベル『パッケージ』を構築し百鬼夜行のクーデターを直接未然に潰つぶして、ある家族を守り抜いて借りを返したあの男。




　───あるいは、未亡人コースをひた走り、三九式の縁ゆかりではなく四〇式の迷めいに傾倒して『救いを与える装置』に再び心を取り戻させたあの男。




　───あるいは、歳としを取らない迷と共に大きくなった祝を口説く事に成功し、まさかこれが伝説の親子ｄ……の寸前でお盆に地獄の底からカムバックした御ご霊りよう・呪にぶん殴なぐられたあの男。




　───あるいは、あるいは、あるいは、あるいは。
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　こことは『違う』かもしれない。だけどそれは『失敗』なんかじゃない。自みずから摑つかんだ選択の果てを勝手に障害物として扱われ、あたかも地獄のように映し出されて、こいつらはこいつらでブチ切れてる。自分の世界は自分で引き継ぎ、きちんと面倒を見るって息巻いてる。

　だから俺は、俺の世界だけを見れば良い。

　奥へ。

　座ざ敷しき童わらしの元へ!!

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　万まん華げ鏡きようを手にして、俺もまた走る。

『違う』『こんなはずじゃあ』『折れろよ』『何で立ってる!?』『いは』『違う』『来るな』『こっちに来るな！』『潰すとも』『全部潰す』『可能性なんて潰す！』『そんな眩まぶしいものいらない』『見たくない』『だって』『だって僕達たちは』『あたしの時は、間に合わなかったのに……!!』

　カタカタカタカタ!!　と座敷童の黒髪に映る子供の頭ず蓋がい骨こつがヘッドフォンの音おと漏もれを借りて威い嚇かくの音色を立てた。あれだけ余裕ぶっていた浴衣ゆかたの手形もざわついている。顔を覆おおう髪の海の中、歪いびつな目玉のような珠たまの飾りがぐらつく。焦しよう燥そう、不安、激げつ昂こう。だが盛じよう者しや必ひつ衰すいが放つ敵てき愾がい心しん全すべてが物語っている。終局は近い。俺は、俺達は、陣じん内ない忍しのぶは、正しい道を進んでるって！

　多くの陣じん内ない忍しのぶに追い抜かれる。先を越される。数々の破滅的な並行世界、俺から見れば誤ったように映る別の選択の先で待つ本物の業ごう火かに焼かれながら、お先に失礼と彼らは笑う。

　だから、恐怖も薄うすれた。

　それよりも対抗心の方が先に出た。

　たとえ同じ陣内忍だろうが、座ざ敷しき童わらしを助けたいと願う一団だろうが。

　あの女は、俺のものだ。

　他の陣内忍なんかに触れさせるか!!　惚ほれた女を助け出す役目を取られてたまるか！　あらゆる結末に貴き賤せんや優劣がなくても、『これ』を選んで『ここ』まで辿たどり着いたのは俺なんだ！　なのに今さら一番良い所だけ奪うばわれてたまるか。あいつを、あのぐーたらを、あの姉ちゃんを、縁ゆかりと呼んで抱き寄せても良いのは俺だけだ!!　それくらいの矜きよう持じは持たせろ馬鹿野郎!!

　歯を食いしばって。

　必死に前へ駆けて、その手を伸ばして。

　あらゆる襖ふすまを、真っ赤に塗りたくられた地獄絵を破って。

　幾いく重えにも重ねられた戦場を突き抜けて。

　最後の最後のその瞬しゆん間かん、とんっ、と背中を押されたような気がした。いちいち後ろを振り返っている暇ひまはなかったけど、きっと、そこでは誰だれかが笑っているような気がした。異なる選択の結果、ここまで辿り着けなかった別の陣内忍。そいつが、何かを託したような。




　夢を叶かなえてくれって。

　彼女を泣かさないでくれって。とびきりの笑顔を作ってやってくれって。




　そして全すべての距きよ離りがゼロに達した。

　俺は立ち尽くす赤い浴衣ゆかたの座敷童を強く抱き締しめた。

　人形のように抵抗のない身体からだ。

　ゾゾゾザザザザザザザザザザザザザ!!　とその表面で不ぶ気き味みに蠢うごめく小さな白骨と手形。

　万まん華げ鏡きようをどうすれば良いのかなんて、何も説明されていない。

　俺には妖よう怪かいの仕組みなんて分からねえ。『パッケージ』の詳しい理屈も、それを支えている大元の術法だの仏具だのも。

　でも。

　救いを拒む『運命』は、黒髪に映り込む白骨や手形、蛇へびの髪に珠たま飾かざりの目玉の形で具象化した盛じよう者しや必ひつ衰すいは、そいつが一番嫌いやがる事から俺を遠ざけようとしていた。俺が自然とそうしてしまう動きに結びつかないよう、様々なお膳ぜん立だてをして邪じや魔まをしようとした。例えば頭脳明めい晰せきな名探偵を砲弾飛び交う戦場へ放ほうり出したり、百戦錬れん磨まの武ぶ闘とう派はをギャグ時空にでも放り込んだりして、本来の土俵で戦わせてもらえねえような。そんな防壁の張り方をしていた。

　あの無限の並行世界だってそう。

　全すべては目的を見失わせるための、本来あるべきレールから脱線させてしまう作戦に過ぎない。

　だったら。

　俺は俺で、ブレなければ良い。座ざ敷しき童わらしを見て、一番最初にやりたかった事を素直に追求すれば良い。場違いだとか空気を読んでいないとか、照れるとか恥ずかしいとか、そんなのは気にせずに。そういう変な自じ粛しゆくムードこそが、盛じよう者しや必ひつ衰すいの張り巡らせた運命の妨ぼう害がいに過ぎないんだから。普通にしていたら普通に進んでしまう道から、状況とやらにこびりついた磁力や引力に似た誘ゆう引いん性せいから、全力で逆に舵かじを切れ。

　染まるな、流されるな。ただ自分を貫け。

　どれだけみっともなくても、どれほどくだらなくても良い。

　きっとそれが。

　星空よりも無尽蔵に選せん択たく肢しのばら撒まかれたこの世界で、唯ゆい一いつ正しい答えなんだから。色々選んでここまでやってこられた自分を信じろ!!　俺には世界を救う力なんてないけれど、それでも一〇〇万人の陣じん内ない忍しのぶにだって選べなかった道を唯一選ぶ事ができたんだ。だからそのセンスだけは胸を張れ！　ここは張ったって良いんだよ!!!!!!

　抱き寄せていた座敷童へ回した腕に、さらに力を込める。

　彼女の鼓こ動どうを感じる。

　無数の手形なんてどうでも良い、白い頭ず蓋がい骨こつも今は黙だまってろ。

　こちらをゆらりと見上げる座敷童の顔に注目する。

　俺と座敷童は、いがみ合う敵同士じゃない。

　こいつは倒すべき脅きよう威いじゃない。

　忘れるな。

　縁ゆかりは俺の恋人なんだ。

　だったら恋人と触れ合った時に、一番したいと思える事を、素直にすれば良いんだ。

　それだけ思って。




　そっと彼女と唇を重ねる。

　直後に、何かのスイッチを切り替えるように。




　バギィィィィ!!!!!!　と凄すさまじい音を立て、地平線の向こうまで広がる真っ赤な畳たたみ敷じきの異世界が、この場を中心にして一いつ瞬しゆんで吹き飛ばされていった。

　浴衣ゆかたの上の手形も、髪の中を泳ぐ白骨も、蛇へびの髪も珠たま飾かざりの目玉も、盛者必衰も、何もかもが奇き麗れいに。

　ヘッドフォンの不快な音おと漏もれもまた、ビタリと静せい寂じやくに包まれる。




　　　　　16（内うち幕まく隼はやぶさ）




　豪ごう華か客船のトレードルームで、画面を見ながらごくりと喉のどを鳴らす。あれだけの騒さわぎが噓うそだったように静まり返る掲示板へ推理マニア達たちと一緒に注目して、

「これで、ひとまず……」




　　　　　17（菱ひし神がみ舞まい）




　都内某ぼう所しよ。立入禁止のコンビナートの金かな網あみをぶち破った向こう側。ごろんごろんと転がっていく切り離はなされたコンテナ牽けん引いん車両を見送って、残る本体へすねこすりと一緒にしがみつく私は額の汗を拭ぬぐっていた。あの怪物はあくまで休眠状態、あんな程度で死ぬとは思えないけど、

「……終わった、かな？」




　　　　　18（陣じん内ない忍しのぶ）




　座ざ敷しき童わらしとの口づけ。

　そこにどんな意味があったのか。

　例えば、『パッケージ』のコアたる万まん華げ鏡きようの製作者とターゲットの座敷童を肉体的に接触、接続する事に大きな意味でもあったのか。

　答え合わせなんか必要ない。結果だけ分かっていればそれで良い。

　どっ、と。

　座敷童が全体重をこっちに預けてくる。

　気がつけば俺はかやぶき屋根のお屋敷にいて、いつもの見慣れたお茶の間に立っていた。周りに唐から傘かさとか提灯ちようちんとかタヌキとかキツネとか色んな妖よう怪かいが行き交っていて、ざわざわという生き物の気配が座敷童の中で羞しゆう恥ち心しんを生んだらしい。もじもじと、俺の腕の中で動くのが分かる。

　帰ってきた。

　盛じよう者しや必ひつ衰すい。迷宮のように広がる無数のｉｆの先、様々な形で食い潰つぶされた時代の残ざん骸がいをかき集めて築き上げた、世界の墓場のようなその裏側。

　そんな運命の交差するターミナルから、元あった当たり前の日々へ。

「忍、ちょっと恥ずかしい」

「はは、悪い悪い」

「あとなんか鉄みたいな味がすると思ったら、あなた、唇を切っていたのね」

　そっと。

　彼女は俺の唇に指を這はわせて、そこについたものを見て言う。

「ほら、こんなに白い血がついているじゃない」

「……、」

　その言葉を耳にして。

　俺はもう一度、座ざ敷しき童わらしを抱き寄せた。胸板の辺りに彼女の顔を押し付ける。

「悪い……」

　彼女の頭の中を、いじった。

　その事実を受け止めて、俺がどんな顔をしたのかは、こいつに見せたくなかった。

「どうしたの、忍しのぶ？」

　いっそ無邪気とも言える、労いたわりの問いかけ。

　まともに答える事もできず、俺はぎゅうっと腕の力を強くした。

　そしてもう一度唇を嚙かんで、心の中だけでこう付け足していた。




　それでも、俺はどんな悪事に手を染めたって。

　お前を手放す未来だけは受け入れたくなかったんだ。













　　　終　章　予言の後に







　あれだけ不自然だった国債の問題はパッタリとなりをひそめて、いつものように一ドル一一四円の数字が電光掲示板の上を流れていた。

　迂う闊かつな財テク、マジックなどを繰くり返していた一部の成金などは痛い目を見たようだが、全体を通せばさほど大きな混乱にもなっていない。冗談みたいな話だが、あれだけの騒さわぎでも菱ひし神がみグループが解体されたりもしなかった。まったく『倒れては困る大企業』とは恐ろしい。

　関連して、日本円の安定化に伴って各省庁の予算配分も通常通りに計算が進み、開店休業状態に近かった政府行政機関も再び息を吹き返した。

　何事もなかったように、時計の針は進んでいく。

　ある一部を除いて。

「よおーおー内うち幕まくちゃん。ついに組織から切り捨てられちゃった訳？　なーんかＰフォンの掲示板に辞令の連絡が貼はってあったけどよ」

「ええー!?　朝から負のサプライズじゃない！　しかも三月まで待たずに年末の異動って何なんだよお、捜査一課からどこに飛ばされるんだよお!!」

　慌てて警察官仕様の携帯電話で確認する隼はやぶさだが、どうやら僻へき地ちに飛ばされる訳ではないらしい。同じ警視庁本庁、捜査一課内に新設される新しい係への異動という話のようだった。

　ちなみに警視庁は何々部、何々課、何々係……と細分化されていく。ドラマの中では一ひと括くくりの捜査一課も、九つもの係に分かれている。

「何だこりゃ……ええと、今回新たに新設される一〇番目の係は日々多様化する犯罪に対処するためまさに新進気鋭の───」

「やべえよ。これ絶対やべえよ内幕ちゃん。やたら難しいけど具体的な事何も言ってねえし。どんな汚れ仕事がやってくるか分かったもんじゃねえって」

　とりあえずいつものフロアに向かってみるも、何だかみんなよそよそしい。

　課長の目線が生温かいのも気になる。

　机の上の私物を片付け、新しい部署へ。そして辞令にあった新しいスペースはもうパーティションで区切られているとかではなく、明らかに廊下を挟んだ他のエリア、別室だった。というかここ、ついこの間までエアコンの壊れた大会議室だった場所ではなかったか。

「ええー、何この外と様ざま感かん。ドアプレートとか……冗談だろオイ。零れい外がい係かかりって何なんだよお!!」

　すでに薄うすいドアの向こうからは人の話す声らしきものが聞こえてきている。同じようにかき集められた人材が他にもいるのだろう。あれこれ悩むより説明してもらった方が早いかもしれない、と私物の入った段ボール箱を抱えたまま、器用にドアをノックする。

　開ける。




「遅れてすみません。本日付でこちらの係へ異動となった内うち幕まく隼はやぶさで───

「あーもー！　ほんとにおーそーいー!!　刑事さんっ!!」




　ボタボタボタ!!　と足元で嫌いやな音が鳴り響ひびいた。

　手放してしまった段ボール箱の中身が床に叩たたきつけられた音だった。

「いやあ!!　いやよお!!　ついにツインテールの悪あく魔まが首都保安の中枢にまで食い込んできやがったァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「おら回れ右して逃げようとしてんじゃないよ、公務員でしょ。上からの辞令には従わないと」

　首根っこを摑つかまれ、そのまま孤立した室内へずるずると。

「何でっ、どうして!?　そもそもお前は警察官の採用試験も突破していないし公務員でもないし中学生だから労働禁止なのにっ、どこをどう回ってこんな展開になったっていうんだ!?」

「知らないの刑事さん、サイバー関係の部門を中心に、警察機関は民間人の登用を進めているの。今回新たに設立された一〇番目、例外にして霊れい害がいを担当する零れい外がい係かかりは妖よう怪かい絡がらみの『パッケージ』に特化しているって話だし、より一層の専門性やら独自性やらが光っているんだから当然でしょ。元々妖怪と子供には親和性があるし、日々新しく成長していくえげつない新型犯罪には若い感性が必要です。もう警察署に公務員以外の人間がウロチョロしててもおかしくない時代がやってきたんだねえ、恐ろしいねえ」

「それにしたっていきなり過ぎ───!?」

　内幕が叫びかけた時だった。

　まだろくに荷物を開けてもいない室内には、菱ひし神がみ艶えん美びの他にも何人かの人物がいた。いずれも公務員とは思えない背格好の少女達たちばかり。

　彼はまず、雑ぞう巾きんでテーブルを拭ふいていたメガネに三つ編みの女子中学生に目をやって、

「八はち河かわ、巴ともえ……さん……？」

「な、何よ。今さら改まって」

「あなただけはっ!!　あなただけはまともな常識人だと思っていたのに!!」

「ぶわっと泣くなぶわっと!!　あと私はどこからどう見ても常識人だしっ!!」

　反射的に叫び返す巴の肩を叩いて、まあまあとなだめている黒髪の少女がもう一人。

「あの……何だか存在感が消えかけていますけど、あなたまさか……」

「はいそうです、妻つま田だ澪みおさんですよ」

　くすりと笑って胸の前で両の掌てのひらを合わせる少女だったが、

「でも私よりももっと注目すべきは他にいると思いますけど。大アルカナ『女帝』の姉あね村むらさんとサイバーレインさんが一堂に会する機会なんてドームライブでもないと思いますし」

「うわあーッッッ!!!!!!　何でこうなってんのか全く見えないー!!」

　流石さすがに七八人全員やってきて旧大会議室を鮨すし詰づめにするほど無節操ではないようだったが、あの分だと持ち回りでとっかえひっかえ遊びに来てもおかしくない。

「おいおいおい、何でだ、一体全体どういう人選なんだ……？？？」

「だよねー。せっかく私と刑事さんの愛の巣を都民の税金で警察署の中に用意してくれたっていうのに気が利かないんだから」

「そこじゃねえよ!!　何だそのモラルハザードの極みは!?　ていうかお前と密室で二人きりとか超怖いわ!!」

「ああん!?　刑事さんは若さ溢あふれる女の園の方がお望みなのか潜せん在ざい的てきハーレム野郎!!」

　何でわざわざ面倒な言い回しをするんだー!!　と大だい爆ばく発はつしそうになった隼はやぶさを見て、流石の艶えん美びも社会人のこめかみでひくつく血管の耐久力を気にする優しさを見せたらしい。

　彼女は肩をすくめて、

「妖よう怪かいと親和性の高いイマドキ女子と司令塔の引率者。刑事さんその歳としで係長だぜ？　……って名目なんだろうけど、実際はどうなんだろうね。私と巴ともえは推理担当、妻つま田だ澪みおは尾行に潜せん入にゆうどんとこい、アイドル達たちはファンやメディアを使えば情報収集はおろか無尽蔵の捜査協力者が手に入りそう。よくよく見るととんでもないメンツだよね。お茶目な警視長さんがご褒ほう美びでも与えてくれたのかもよ。信じられるかい？　このパラダイス、税金で回っているんだぜ？」

「……何なんだここは、いつから警視庁は部室占拠しましょう系になったんだ……？　一体全体このメンツを集めて何をどんな捜査活動をしろって言うんだ。危険な事はさせられないし、俺以外全員ここで待機なら中学生の買い食いスペースにしかならないんじゃないのか……」

「やだなあ刑事さん、中学生以外にもちゃんといるって。ええと、何だっけ？　阿あ刀とうだとか津つ川がわだとかいう人達も後で合流するみたいだし」

「あいつら……!!　絶対公務を面白がってッッッ!!!!!!」

「他にも、ほら」

　艶美にそう言われ、内うち幕まく隼は思わず目をやる。

　白髪を巨大な花のように結わえ、真っ白な着物を着た……この場では一番小さな女の子が、椅い子すではなく机の上に直接腰掛けているのだが……？

「冗談だろ……。ついに一芸入試で小学生が入庁してきたっていうのか……？」

「何言ってんの、あれが最年長だよ。菱ひし神がみ樒しきみ、私のおばーちゃん……じゃないか。ひいひいひいひいひいひいひいひいひい……どれくらいつくんだっけ？」

「知らん。菱神筋の始祖とでも覚えておけばそれでよかろう」

　コーヒーも飲んでいないのに思わず噴き出しそうになる内うち幕まく。

「がばごほっ!?　ええーっ!!　ひしがみーっっっ!!!???」

「左さ様よう」

　白い巨花はサラリと言うと、着物の懐ふところから取り出した斜めに切った竹筒を軽く振った。

　途と端たんになんか虚こ空くうから丈の短い着物を纏まとう女の子が出てくる。

「ちなみにこやつがわしの式しき神がみ、銘を『月がち輪りんの妖よう花か』。見ての通りかぐや姫ベースで、趣しゆ味みは不老特技は長寿じゃな。わしの命令と競合、重複しない限りは好きに使え。餌えさで釣る場合は笹の葉で包んだ握り飯やおはぎを与えると良いだろう。よろしく頼たのむ」

「うおおおおわーっ!!　女子中学生というファンタジーのみならず、ついに東京の警察機構の本丸にガチンコの超常現象がやってきたあ!!」

　新鮮に驚おどろく刑事を新鮮に気に入ったらしい。

　菱ひし神がみ筋すじの始祖の顔に浮かぶのは、今時一つ目小僧を出して素直に驚いてくれる若者を見つけた化け物のような興味と愉悦。ニィ……と樒しきみは悪あく魔まのように底意地悪く笑うと、

「お主の持つ、艶えん美びの殺人性を押し留とどめるほどの対話能力とやらに興味が湧わいたものでな。わしの目的は一度で良いから人の役に立つ事じゃ。その目的に適かなう範はん囲いであれば、式神ともども存分に使っておくれ、刑事さん？」
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　一二月のカフェテラスは流石さすがに客入りが悪かったが、外スペース用のスポットヒーターがあるため、実はそれほど肌寒くもない。

　タンクトップにホットパンツ、その上からジャケットを羽織った菱ひし神がみ舞まいはコーヒーに砂糖とクリームと練乳とシナモンととにかくいろんなものをしこたまぶち込んだ飲み物を一口飲んで辟へき易えきしながら、ポツリと呟つぶやいていた。

「あーあ、今日も世界は順調に狂ってやがる……」

「まあまあ、そう言わないでくれよ」

　別のテーブルからそんな声があった。

　背中合わせに腰掛けているのは、警察庁の重じゆう鎮ちん、美み島しま純じゆんだった。

　オーダーメイドのスーツにコートの彼は気ままに英字新聞へ目をやりながら、

「これでも悲願ではあったんだ。妖よう怪かい関係の『パッケージ』を専門に取り扱う捜査機関の設立。今までは民間からどれだけ犠ぎ牲せいが出たって裏うら稼か業ぎようへ公権力の手が伸びる方を恐れて誰だれも動こうとしなかったけど、これで少しは風穴が空いてくれればと思ってね」

「そう上う手まくいくとでも？」

「一応の予防線は張ってあるよ。かつての失敗とは違って、今回は警察官の人数は最小に留とどめ、ほとんどを無力……に見える、外部の一般人で固めてある。内うち幕まく君にはちょーっと居心地の悪い人選になっちゃったかもしれないけど。また妖怪『そのもの』を直接裁くんじゃなくて、あくまでも間接的な『パッケージ』専門の部署だ。そして何より」

　美島はそこまで言って、わずかに言葉を切った。

　改めて、小さな笑みを作って、先を続ける。

「今度は、風向きが変わってきた」

「人間と意思疎通可能な五九二種の妖怪に対し、民法を適用しその身命と財産と尊厳を保護する動きが見えてきた、か」

「ははっ、民法ってところがポイントだよね。殺人なんかを代表とする刑法なんかをいきなり打ち立てたら、性質として殺してしまう致命誘ゆう発はつ体たいはついていけなくなる。あくまでも民法って範はん囲いが大事なんだ。ステップとしてさ」

「そもそも、アンタの目的は妖怪を殺す事じゃなかったしね」

「……、」

　ばさりと、美島は英字新聞をめくった。

　わざとらしく、大きな音を立てて。

「妖怪を法の下で管理すれば、法律が彼らを守ってくれると思っていたんだ。少なくともコレクションだの妙薬の材料だのって名目で狩られる事はなくなるんじゃないかなあって」

「先代の呪まじなや迷めいが共鳴したのもその辺り？　いいや、どちらかと言えばお初はつかな」

「だけど実際には、妖よう怪かいの力を借りて好き放題したがる連中の猛反発を浴びた。ははっ、当時百ひやつ鬼き夜や行こうは穏おん健けん派はと撃げき滅めつ派はに分かれていたんだけど、暗殺計画に走ったのは撃滅派の方だったんだ。おかしいだろう？　妖怪による犠ぎ牲せいを良しとせず彼らを皆殺しにしようなんて謳うたっていた連中こそが、法で裁かれては困ると脅おびえて殺しに走ったんだ」

　わずかな沈ちん黙もくがあった。

　ややあって、美み島しまはこう尋ねてきた。

「当時の話はもう良いさ。今の百鬼夜行はどうする気だい」

「さあね。少なくともアンタが呪じゆ殺さつされている訳でもなし、状況を静観するんじゃないかな。既存の妖怪を法律で縛しばり付けるならそれもよし。そしてそもそも、あれだけの激戦を経てなお君臨する百鬼夜行の決定に、他の有う象ぞう無む象ぞうの組織が反発を起こすとも思えない」

「そうか」

　美島は呟つぶやいた。

「……で、君はどうする？」

「私？」

「妖怪周りの環かん境きようは変化していく。『菱ひし神がみの女』がもたらす災厄を必要としない形で。しかし、さて。必要とされなくなったとして、君はその暴力を捨てられるのかな」

「なあ、お坊ちゃん」

　そこまで聞いて。

　ニヤリと底意地悪く、背中合わせの舞まいは笑っていた。

「アンタの頭の中にどんなお花畑が広がっているんだか知らないけど、一つだけ言っておこう」

「何かな」

「争いのない世界なんか存在しない。少なくとも、人類が最後の二人になったって」

　単純な答え。

　そしてそれを躊ちゆう躇ちよなく言える女が、そこにいた。

「裏社会は百鬼夜行が抑える？　妖怪絡がらみの犯罪は減少傾向に落ち着く？　それが何か。争いの火種なんていくらでも散らばっているよ。一つの問題が終わったって事は、別の新しい問題の前触れでしかないんだよ。『パッケージ』が使い物にならなければ、別の新しい犯罪が芽吹く。妖怪が使い物にならなければ、今度は悪あく魔まや精せい霊れいが使い潰つぶされる時代がやってくる。次は陰おん陽みよう師じ？　式しき神がみ召しよう喚かんバトル？　……はっきり言っておいてやろう。次の時代は、もう来ている。私の需要が途絶える事はありえないんだよ」

「かもしれないね」

　美島純じゆんは率直に認めた。

　英字新聞をテーブルの上へ投げ、そしてこれまでの前提を無視した。




　だがぐるりと振り返った時には、もうそこには誰だれもいなかった。

　菱ひし神がみ舞まいは一人、次の時代へ向かっていた。







「えーん！」

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むら。

　かやぶき屋根のお屋敷にいた陣じん内ない忍しのぶは、ふとそんな泣き声を耳にした。

「うええっ、うえええー!!」

　怪け訝げんに思って玄関まで向かってみると、何な故ぜだか小さな子供が泣いている。同じ村の人間かもしれないが、少なくとも顔見知りではない。

　息を吐いて、話を聞いてみると、こんな事を言ってきた。

「あのなっ、あのなあ！　ここに来れば姉ちゃんのお話を聞いてくれるって教えてもらったからやってきた！　妖よう怪かいの問題はジンナイシノブにお任せだって!!」

「……一体誰だーそんな迷惑な話をばら撒まいているヤツはー……？」

　目下のところ怪しいのは付つく喪も神がみに愛されているガキンチョと動物昆虫系に滅法懐なつかれている小娘の小学生バカップル辺りだが、あまり根拠もなく人を疑うのは良くない。

　そして問題の核はそこではない。

　ぽつぽつと雨が降り出した中で、こちらの顔を見上げて、目元に涙をいっぱい溜ためた男の子はこんな風に切り出してきた。

「姉ちゃんの話なの。妖怪の姉ちゃん」

「あん？　そういや……この天気雨、狐きつねの嫁入りか？？？」

「姉ちゃんが望んでやっている訳じゃないぞ！　だって俺は知ってる、つぇり姉ちゃんは夜になると一人でこっそり泣いてた！　ほんとは嫁入りなんかしたくなかったんだ!!」

「ちょっと待て……」

　と、忍が待ったをかける。

　このガキンチョ、何か気になる事を言っていた。夜になると泣いていた？　ほんとは嫁入りしたくなかった？　いやいや、違う。そこではない。

「……あの、『つぇり』姉ちゃんってのは……？」

「つぇり姉ちゃんはつぇり姉ちゃん。つぇりか姉ちゃん」

「ヴえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええー!!!???」

　本気の絶叫が陣内邸に響ひびき渡る。

　とりあえず詳しそうなマイクロビキニのサキュバスと魔ま女じよのマルグリットを呼んで作戦会議。

「いや状況が全然見えないわ!!　あの大だい悪あく魔まが嫁入り？　夜に一人でコソコソ泣いてた？？？　ありえねえー！　何なんですかその学芸会!?　それ一〇〇パーそこの男の子を騙だまして魂たましいを美お味いしくいただいちゃいますてへぺろに決まってんじゃないですかーもおー!!」

「……あれは神を裏切らせる手札なら何でも持っているものね。『敵てき愾がい』、『迫害』、『嘲ちよう弄ろう』、『愉悦』、『暴力』、『疑心』……それに『慈愛』、『正義』、『愛情』、『勇気』、挙げ句に『感動』。流石さすがは七つの大罪に収まらないほど膨ふくれきった大悪魔だわ、恐ろしい……」

「やめろー!!　つぇり姉ちゃんの悪口言うと許さないぞー!!」

　……と、こんな具合に大天使や神様にだって歯向かうように仕向けて、知らず知らずの内に魂を堕だ落らくさせるのがあの大悪魔の一八番だったりするのだが、

「どうするのだ、あなた様」

「うーん」

　カエシガミへと変じた油取りに尋ねられ、面倒臭そうに陣じん内ない忍しのぶは頭を搔かいた。

　完かん璧ぺきに済ませたと思っていた夏休みの宿題が、始業式の前日にゴロゴロ出てきたような顔。

「……確かに言われてみりゃ一人救ってなかったヤツがいたな、と。俺はどんな妖よう怪かいとだって仲良くできる。大おお仰ぎように言って肩で風切って、結果がこれじゃハンパも良いトコではあるんだが」

「ご主人様！　あれは妖怪じゃなくて悪魔だしー、馬鹿でっかい蜘く蛛もの巣の真ん中でＭ字開脚、来い来いウェルカムしてるツェリカんトコまで踏ふみ込んだら絶対死にますよ！　いや死ぬより酷ひどい目に遭あうに決まってる!!　何ならマルグリットの話でも聞いてみたらいかがですか!?」

「んー」

　思い出しトラウマなのか小刻みに震ふるえ始めた魔ま女じよの方を眺め、忍はこう言った。

「別に悪魔の城まで向かう必要ねえだろ。マルグリット、その辺に魔法陣でも描いてツェリカ呼び出せ。アンタなら三分でできるだろ、早く」

「いやァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　もう私あんなのと顔合わせるの絶対にいやなのよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　年上の美女が放つ全力の泣き、というどう扱って良いのかちょっと困るものを突き付けられるが、今はそっちに注目すべきではない。

　陣内忍は改めて名前も知らない男の子に声を掛ける。

「最初にこれだけは言っておく。おそらくサキュバスやマルグリットが疑ってんのは正しい。ツェリカは嫁入りだの何だのでメソメソするようなタマじゃねえ。正義感に振り回されたアンタを眺めて楽しめればよし、最悪そのまま魂まで喰くわれちまうかもしれねえな」

「ちっ違うぞ！　そんな事……!!」

「まあ聞けって。実はそこは重要じゃねえんだ」

　ニヤリと笑って陣内忍はゆっくりと先に繫つなげた。

「なあ坊主。そうと分かっていても、アンタはここからどうしたいんだ？」

　わずかに。

　男の子は沈ちん黙もくした。

　そして目元の涙を手の甲でぐしっと拭ぬぐうと、陣じん内ない忍しのぶを見上げてこう宣言した。




「それでもつぇり姉ちゃんを助けに行く」

「最高の答えだ」




　気がつけば握手していた。

　陣内忍にとって、目の前の一人はもう見知らぬガキンチョではない。目下だなんて、格下だなんて、そんな風には扱えない。

　小柄な英雄がそこにいた。

　こうしている今も、時代は変わっていく。

　あらゆる超常と手を結ぶ事ができた男にも取りこぼしが一つだけあって、でも、彼女を救い出すのは彼の仕事ではなかったのかもしれない。

　新たな時代。最さい先せん端たんを行く者の目を見て、陣内忍は頷うなずいた。

「惑まど歌か、渚なぎさ!!　ちょっと手を貸してくれ、これから不可能を一つ可能にしてみる」

「ええー!?　私、忍クンとの距きよ離り感かんが分からなくて困り中なんだけど構わず利用すんの？　何気に外げ道どうだなあーもおー!!」

「……うふふ。絆きずなの形は一つじゃないものね。私色々頑張っちゃう」

　と、柱の陰から様子を窺うかがっていた雪女がイライラの限界に来た感じで口を挟んできた。

「……その辺の反則カードばんばん使うなら、いい加減にダイレクトな戦力である私を使うという選択はないのですか……」

「陣内忍式百ひやつ鬼き夜や行こうはしばらくお預けだ。あんなもんジャンケンみたいにポンポン取り出したら便利過ぎて人間がダメになる。そんな訳で油取り、悪いがお前も留守番だ。ああそれと、青あお行灯あんどん！　お前はこっちこーい!!」

「何でだよお面倒臭い!!　致命誘ゆう発はつ体たいは使わないって一〇秒前に言ってたじゃん!!」

「お前は社会科見学だ。前に言ったろ、この世界の奇き麗れいなトコ、この国を壊こわしたくないなって思えるものを見せてやるのが親の仕事だって」

　ぶーぶー、と唇を尖とがらせている青行灯だが、特に逃げ出す様子もない。

　着々と準備が進んでいく感じだが、ここで冷静な猫ねこ又またがこんな風に言ってきた。

「アンタ、こんな大事な時に自分の嫁さん放ほったらかしにしてよその嫁入りに首突っ込む気かい？　しかも聞いた話じゃ極ごく悪あくな結婚詐さ欺ぎ師しって方が近いみたいだし、大丈夫なのかね」

「ぱぱっと行って帰ってくるよ。何とか時間には間に合わせる」

「……あたしゃ又聞きなんだけど、ツェリカって、あれだろ？」

「あれだよ。でもそこの坊主はそれでも救うって言ってんだ、仕方ねえだろ。そんなどうしようもねえツェリカを助けたいって言えるヤツがやっと出てきてくれたんだ。俺にもできなかった事を即答で選んだんだぜ。無む碍げにできるかよ、軽くなんか扱えるかよ。こんな奇跡が次にやってくるのは何百万年後だ？　どう考えたって悪意見え見えの嫁入り騒そう動どうなんてどうでも良い。呼吸をするように心を踏ふみにじり、心臓を動かすよりも自然に命を奪うばう。そんな最大最悪の邪じや悪あく、大悪魔ツェリカの本質みてえなもんと真っ向から戦って、そういう大前提を全部ナシにしてやるって言い切ってんだからよ。……気張るしかねえだろ、あの時『倒す』事しかできなかった俺としちゃ。大事なこの日を迎える前に、清算くらいさせてくれよ」

　ううー、と唸うなるような声を上げている男の子に指を差し向け、陣じん内ない忍しのぶはこう宣言した。

「心配すんなって、大丈夫だ」

　それは、決して根拠のない一言ではない。

「確かに俺はアンタの領域に立てなかった。あのツェリカを救いたいなんてド級の宣言は口に出すどころか思いもつかなかったよ。はっきり言うぞ坊主、完敗だ。でもこれだけは言わせてくれ。俺も少しは役に立つ。これからはアンタの時代だが、せめて脇わきくらい固めさせてくれよ」

　様々なものを乗り越え、吞のみ込んで成長した、一人の男の言葉として。

　何しろ、と彼は笑ってこう付け足していく。




「俺はどんな妖よう怪かいとだって、絶対に仲良くなれるんだからな」







　続いてのニュースです。

　最高裁判所第三小法廷において、人間と対話可能な五九二種の妖よう怪かいに対し、民法の一部規定が適用されないのは憲法違反に相当するとの判決が下りました。

　この判決で、一連の法廷闘とう争そうにも一つの区切りがついた形になります。

　担当した春はる丘おか誠まこと裁判長は『人間と妖怪が手を結ぼうとする彼らの良識は国家レベルで通用するものであり、彼らへの祝福もまた当然のものと言える。法の番人として、この判決が皆の背を後押しする善き前例となる事を願っている』とのコメントを残しており、同種の問題解決への足掛かりとなる事も期待されています。

　今回焦点となっていたのは生存権、財産権、人格権などを中心としたいくつかの事項で、これまでの妖怪単独では携帯電話の契約一つできなかった状態から改善が見られるはず。

　ただし、住民税や光熱費などの支払いの義務が発生する可能性も懸け念ねんされています。

　財産権には財産の贈与や遺産の相続なども含まれますが、これに関連して、婚姻関係についても新しい動きがありました。

　仮に人間と妖怪の間で子を設けた場合、その子には嫡ちやく出しゆつ子し相当の相続権が与えられるのが妥当との事。また、そもそも人間と妖怪の間での対等の婚姻を可能とし、全国の役所は書類の受付に応じ、相手方の妖怪については同時に戸こ籍せきの登録も進めるように、という話です。

　これを受けて全国各地で新しい動きが起きている中、本日昼過ぎ、人間と妖怪の婚姻届を提出した第一号として、今回の判決を勝ち取ったインテリビレッジ納のう骨こつ村むら在住の───
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　　　あとがき







　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです。

　完結!!　ちゃんとした長編シリーズを明確に自分の手で閉じたのはこれが初めて、かな？　いくつかのシリーズを手掛けてきましたが、今回の『インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし』は、そもそも最初の段階からして普通の始まり方ではなく、また、一冊目が世に出るまでに、冗談抜きに一〇個以上のハードルがあったんじゃないかなと思っています。きちんとした形になったのは雑誌の掌しよう編へん企画から、という事になっていますが、個人的にはもっと前の段階から小さな奇跡、積み重ねはあったんじゃないかな、と。

　例えば、もしもたまたまあの年に始まった雑誌掲載の企画自体が存在しなかったら？　もしも真ま早はやさんがあの企画を断っていたら？　もしも真早さん側からこちらへ文章のオーダーがなかったら？　もしもいつまで経たってもキャララフがやってこず、掲載ギリギリのタイミングでいきなり完成稿のイラストが届いていたら？　もしもすでにあの雑誌企画から一冊の本が生まれた事があるという前例がなかったら？

　そうした一つ一つの偶然の連続は、いずれも完全に私の手を離はなれた事象です。それ故ゆえに、全すべてのピースがかっちりはまって一冊目を無事に出してもらえると分かった時は、何かしら神かみ懸がかったものを感じたほどでした。

　中でも、何と言っても大きかったのがイラストレーターの真早さんからいただいた最初のキャララフの破は壊かい力りよく。根本的に雑誌の見開き一枚の企画だったものがうっかり文庫四〇〇ページに膨ふくらんでしまったと言えば、そして生み出された物語がここまで大きく成長したのだとご報告すれば、皆様にもその衝しよう撃げきは伝わりますでしょうか。

　これに限らず真早さんはとにかくたくさんのキャララフを細かく用意してくれる方で、作業をしながら、ヤバいな、こんな破格の環かん境きようを当然だと思うようになったらおしまいだぞ、絶対これ受け手として慣れちゃまずいヤツだぞ！　と常に自分を戒いましめなければならないほど甘えさせていただきました。







　という経緯もあって、実はこのシリーズは他のそれとは違って、『終わり』が見えないまま始まっていました。その時その時で一番見せたいもの、やりたいもの、試してみたい事を次々に放ほうり込んで、そこから得られた伏線（例えば一巻ではすでに百ひやつ鬼き夜や行こう旧リーダーは死んでいるぞ、四巻で座敷童が泣いていたのは忍しのぶと油取りの関係があったからだぞ、など）を次の巻で繫つなげて……という事を繰くり返して一本の大きな縦線を作っていったため、おそらく既存のシリーズの中でも最も実験色の高い構造になっていたのではないかな、と。陣じん内ない忍しのぶの完成形候補が複数存在するのもそのためですね。実験と言えば『簡単な～』シリーズなども挙げられますが、ある意味においてインテリビレッジはそれ以上だったかもしれません。そんな訳で、最初の一冊目を始めた段階では当然ながらラスボスに何が待つのかも未設定。今まで辿たどった全すべての線を改めて洗い直し、結びつけた結果出てきたのは、百ひやつ鬼き夜や行こうの『母体』を滅ぼし、祝はふりや呪まじなが忌いま々いましげに吐き捨て、そして座ざ敷しき童わらしがやって来て立ち去るまでの流れである『あらかじめいつか来る滅亡を内包した幸福』という性質も加味した……盛じよう者しや必ひつ衰すいという抗あらがいがたい思想そのものとなりました。シリーズ全体のテーマと合っていたかは、ジャッジを委ゆだねたいと思います。

　今回特に重要だったのは主人公（……達たち？）。陣内忍、内うち幕まく隼はやぶさ、菱ひし神がみ舞まい……と、今だから言いますが、実はもう一人います。こちら、雑誌短編時代に企画の叩たたき台、フラッシュとして用意していた四つの話の主人公ペアをそれぞれ持ってきていたのですが、誰だれの事だかお分かりでしょうか？

　表に出ている三人の主人公は、いずれもこれまでの『鎌かま池ち和かず馬まらしい話』からは離はなれたものをと意識しながらキャラクターを詰めていったものです。故ゆえに、本来であれば主人公がやってはいけない行動を、それぞれが自由に踏ふんづけています。一番分かりやすいのは舞だと思いますが、忍、隼、彼らもまた踏んづけています。どの辺りが？　というのを考えてみるのも一興かもしれませんね。

　王道で、無難で、減点法でトップを目指すやり方は有益ではあるものの、そればかりを繰り返していると土地が瘦やせるというか、袋小路に迷い込んでしまうのも事実。こちらのインテリビレッジでは、できる限り自分の間口、行動範はん囲いを広げてみよう、という考えでキャラクターなりギミックなりを配置していった覚えがあります。それは作品全体を示す『ジャンル』一つ取ってみても、適切に表現すべき言葉が見当たらないといったところに見え隠かくれしているかも。……ほんとにオカルトコメディで合っているのかどうかは皆様に判断を仰あおぎます……。







　個人的には、インデックスの上かみ条じよう当とう麻まは記き憶おく喪そう失しつ、ヘヴィーオブジェクトはスターターと拡張パックの関係性で、環かん境きよう的てきに『過去編』をあまりやれなかったため、インテリビレッジではその辺を伸び伸びできたのが一番大きかったかも。忍が金髪なのは高校時代の隼の影えい響きようを受けているなど、キャラ同士の骨格をリンクさせたりできたのが新鮮で面白かったです。

　特にタイムパラドクスによって一巻開始時点で死亡している前提だった呪達が七巻ラストで敵として復活してくる、善行が必ずしも善なる結果を見せてくれないあの辺りがお気に入りだったりします。

　時間、と言えばややメタになりますがもう一点。

　特にこの九巻においては、『バカップルがくっついた後の話』というこれまであまり描いてこなかった部分を存分にやっています（お読みいただいた方ならお分かりの通り、ヴァルトラウテさん～ともまた違った、本当にまったりした一章だったはず）。隼はやぶさと艶えん美びは三九式による本線逸そらしの妨ぼう害がいだった、というオチなのですが、それでもあそこも忍しのぶと縁ゆかりと同じくらい楽しんで書けました。惜しむべきは、舞まいと同ランクの恋人役を作ってやれなかった事か……!!

　ちなみにアナザー案として、樒しきみではなく舞が警視庁に転がり込んでくるのもちょっとだけ考えていました（そう、インテリ一巻では隼は舞に呼び出されて喫茶店で待ち合わせするくらい近い関係なんですよね）。姉妹で取り合う形なのですが、そうすると他のサブヒロインが霞かすむので今の形に。パーフェクト忍と同じように、隼が何かのきっかけで警察官の道を捨てて私立探偵や傭よう兵へい、ボディガードなど『別の正義』を目指していたら、殺人鬼艶美とエージェント舞で両手に華だったのかも？　……でも何となく、舞の恋愛はカマキリのメスみたいな関係性の方が『らしい』ような、とも思いますが……。







　また、実を言うと私はそれほど妖よう怪かいに詳しい訳ではありません。

　西洋の魔ま法ほうと比べると、どうしても知識の蓄積は浅かったと思います。インテリ一巻の最初の話が『座ざ敷しき童わらしと雪女』という超メジャー女の子妖怪だった事からもお分かりでは。ですがそれ故ゆえに、掘れば掘るほど新しいものがゴロゴロ見つかっていくのがとても新鮮で、あれもこれもと作中に様々な妖怪や風習などを組み込んでいったのを覚えています。

　そんな中でも特にお気に入りだったのが青あお行灯あんどん。

　最強の妖怪と言えばまあ、鞍くら馬ま天てん狗ぐや九きゆう尾びの狐きつね辺りが相場だと思いますが、この青行灯の『一〇〇の怪談がもたらす怪奇現象の総称』というオールラウンドなまとめ役っぷりと、『百物語をやったらとりあえず出てくる』という利便性、しかも有名な妖怪画家が勝手に描いて登録してしまったものが広く浸透した、という何とも人工物臭い生い立ち。一〇〇の怪談を束ねる存在って事は、一〇〇の種族が集まる百ひやつ鬼き夜や行こうと単たん騎きで並んでない？　という符号。そしてトドメに青い鬼女というビジュアル。どれもこれもが私の琴線を刺激しまくってくれました。作中では菱ひし神がみ舞が『死し出での竜たつ姫ひめ』という完全人工物の式しき神がみを操っていますが、どうも私の中では青行灯がそういうモノに変換されているようです。

　妖怪については物理現象を超えた超常の存在でありながら、明確な善悪は絶対につけない、善でも悪でも語れない事こそが『人間の決めた枠組みの外にある存在』であるとする事を念頭に置いていました。

　これもまた、（まあ他のシリーズはバトルメインなので当然ではあるのですが）何かと言うと善と悪でキャラ付けをしてしまう自分の悪あく癖へきから、一つ脱皮できないかなと考えての事でした。







　最後に。

　この九巻でもってインテリビレッジの座ざ敷しき童わらしは完結し、陣じん内ない忍しのぶもまた完成形の一つを提示できたと思っています。ここで重要なのは、インテリ五巻Ａ面のパーフェクト忍とは背中合わせの正反対ではなく、同じ向きを見ながら絶対に交わらない、平行な道を歩んだ、という点ではないかなと。

　妖よう怪かい好かれ体質を作為的に使い、自分が今まで嫌きらってきた『パッケージ』の組み立てに手を伸ばし、そしてたった一人、座敷童のために全すべてを使い切った陣内忍。ここまで『同じ』少年だったのに、では九巻完結まで辿たどり着いた彼と、辿り着けなかったパーフェクト忍の間にはどんな『違い』があったのか。その辺りは、是ぜ非ひとも皆様で語り合っていただければと思っています。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。先ほどもお伝えした通り、このシリーズは始まりの瞬しゆん間かんから全てが小さな奇跡の積み重ねによるものでした。途中で何か一つでもボタンの掛け違えがあれば、そもそも最初の一文字目すら存在しなかった物語なのでしょう。成功のその全てにおいてお礼を言わせてください。ありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。一巻を始めた時には思いもよらなかった『陣内忍が優しさを思い出して成長していく物語』になってしまったのですが、いかがでしたでしょうか？　驚おどろきをもって、そして優しさをもって、彼らの終着点を迎え入れていただけると嬉うれしいです。




　それでは、終わってしまった後も、どうか皆様の心に残る事を願って。




　身近な所にも、不思議や面白さはたくさんあるものですな


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

紆余曲折あって、そんなこんなで今回のメインヒロインも『白』の記号を盛り込む事で決着。……ううむ、これもまた、始めた時はここまでうねるとは想像もしていなかったのですが……。
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イラスト／真ま早はや

最後だからって真面目なコメントするような神経は持ち合わせていないのでいつものように。

チゾメ完備でいいので縁さんを嫁に下さいっ！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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